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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。ただいまから平成24

年第３回久米島町議会定例会を開会します。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、11番山里昌輝議員、12番

仲村昌慧議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 喜久里猛

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。本定例会の会期は本日６月

13日と６月14日の２日間としたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。従って会期は本日６

月13日と６月14日の２日間に決定しました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 喜久里猛

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成24年３月24日から私が出席しました会

議等の内容をお手元に配布してありますの

で、ご覧になっていただきたいと思います。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、例月現金出納検査の結果をお手元

に配布してあります。朗読は省略します。

次に、町長から平成24年３月以降の町政一

般報告書が別紙のとおりありましたので、お

手元に配布してあります。朗読は省略いたし

ます。

これで諸般の報告を終わります。

日程第４ 一般質問

○ 議長 喜久里猛

日程第４、ただいまから一般質問を行いま

す。一般質問の時間は会議規則第56条の第１

項の規定によってこれまでどおり30分以内と

します。それでは順次発言を許します。

４番翁長学議員。

（翁長学議員登壇）

○ ４番 翁長学議員

おはようございます。４番翁長です。私は

農家と観光に対しての質問をいたします。質

問事項、農家への支援策とそして観光産業に

対しての支援。

１、今期の製糖は過去最悪の収穫量でした。

町としての支援策はそして、他の農作物に対

してもです。

２番、低迷する観光入客数に対して、町と

してどう対応しているのか伺いたいです。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

おはようございます。４番翁長学議員の質

問にお答えいたします。農家への支援策につ

いて、今、製糖期は昨年の低温日照不足や５

月の台風によりサトウキビ生産実績が前年対

比で43％も減収し、過去最低の35,300トンと

なり大変厳しい状況にあります。町としては、
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引き続き病害虫対策や農業共済組合加入促進

に力を入れていきたいと考えています。

また、全体的な支援としては、地力増進を

図るために堆肥購入価格の支援策を図ってい

きたいと考えております。

観光入域者数の増加対策についても引き続

き観光協会や関係団体と連携を図りながら誘

客宣伝活動に力を入れていきたいと考えてお

ります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

まず最初に農業関係に対して質問させてい

ただきます。今、町長からの答弁でサトウキ

ビの収穫が過去最低の35,000トン台と久米島

における農家の個数が一番多いのがサトウキ

ビ産業です。このトン数を見ると各農家の収

入減がサトウキビを中心としての収入が多い

と思います。町として農家に対しての支援策

ということで、今、堆肥の購入支援とかいろ

いろ考えていると思います。農業共済もそう

なんですが、以前に予算委員会の中でも私が

質問した中で農業共済なんですが、やはりこ

ういう時期、この不作の時に一番大事なのが

農業共済ですよね、この農業共済、今年農家

の皆さんが災害給付金ですか、そういうのは

どういう状況でしょうか。ほとんどの農家が

この共済の恩典を受けるのか、そこからちょ

っと聞きたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

農業共済については、今、共済組合の方が

現地の確認をして、その調査をやっていると

ころですので具体的な数字とか内容について

は、これからということになります。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

共済のこの算定は、これからということな

んですが、もう来期の生産に対しての共済の

受け入れはもうやっていると思うんですが、

来期に向けての共済の申込加入数はどういう

ようなもんでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

来期の申込についても、まだ数字はこれか

らということになります。今、共済組合の職

員、また関係者、一緒になってＯＣＲ調査の

中で共済の制度の内容の説明をしながら確実

に共済加入するようにということで、その取

り組みを今やっている最中です。できるだけ

共済加入者が増えるように町としても取り組

んでいきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

町としてもやはり農家の皆さんの収入減の

時の対策として、この共済を加入促進をやっ

てほしいと思います。そしてこの共済額３月

の24年度の予算審議の中で足りなければ、農

家数が多ければ補正で補うということで金額

がその予算額をオーバーすると補うというそ

れは大丈夫ですね。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

農業共済の農家負担分の掛け金の助成につ
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いては35％従来やっております。これを堅持

して進めていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

支援策として、肥料の支援を図っていくと

回答を受けましたが、それと他にいろいろな

農薬補助とかありますよね。その補助を受け

る場合、現在、町の税金ですよね。税金を納

めない方々に関しては、該当しないという厳

しい約束ごとがありますよね。今年こういう

状態であるので、ぜひ、農家の皆さんがまず

役場に来て税務課に来て納めることが出来れ

ば、その時点で相談して税金を納めていない

方にも多少の補助を受けられる方法はないで

しょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

この件についても、課内でもこの分は検討

すべきじゃないかなということで、やってい

るところでありますが、これはまた町の方針

としての税金の納税義務の推進もありますの

で、そこらへんの兼ね合いも考えながら、検

討をしていく必要があると思います。

これからまた病害虫防除対策でイネヨトウ

の問題が緊急課題として上がってきて、これ

は一斉防除しないとこれは大変厳しい状況だ

ということですね。この分については納税の

確認の免除はするということで確認をして取

り組んでおります。他のものについては、こ

れから検討課題に上げていきたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

町の約束ごととして、滞納している方には、

補助事業の恩典がないというのは分かってお

ります。しかしながら、こういう状態である

ので、こういう恩典も受けられるように、ち

ょっと配慮してほしいと思います。

税務課長に伺いますが、窓口に個人が、相

談が来れば何らかの考えはあるでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

田端智税務課長。

○ 税務課長 田端智

こういった不作によって農家の収入が減と

なったときには、申告によって、そのへんの

調整もできると思います。

町も、収入減に対応した減免措置というこ

とも検討して設けてある部分もありますの

で、そのへんまたやっていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

ぜひ、農家の生活が出来るように町として

もバックアップしてほしいと思います。そし

てサトウキビの他に野菜とかハウス施設、去

った４月19日の夜から20日の朝にかけてすご

い集中豪雨がありました。嘉手苅地区の椎名

土地改良地区の施設がだいぶ冠水受けたと聞

いておりますが、そういう他の農作物に対し

ても何か助成とかあるんでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

今のところそういった一部の分部について

は、町としては考えておりません。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。
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○ ４番 翁長学議員

この町の恩典というのは、今サトウキビが

そういう恩典、農薬の補助とかそういうのを

受けているような感じがいたしますので、他

作物に関しても町として農家の支援をよろし

くお願いしたいと思います。農家に対しての

支援策に対しては、ぜひ町民が安心できるよ

うに町として農家の救済措置をぜひ図っても

らいたいと思います。１点目の質問を終わり

ます。

続きまして２点目、観光客の産業に対して

の支援ということで、質問させていただきま

す。観光に対しては、いろいろ町の方が後手

後手に回っていると私は感じております。Ｊ

ＴＡの減便ですよね。小型化になったＲＡＣ

に代えて以降、そして今あじまー館が休館し

ておりますよね。そういう対策として、観光

に対しての取り組みが町としては、後手に回

っているのではないかと思うんですが、その

方はどうでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

観光振興については、観光協会を中心に動

いているんですが、最初に関係団体ともいろ

んな協議というか連携取りながら今進めてお

ります。特に誘客活動については、今、関係

団体揃って本土の各観光地の誘客に動いてお

ります。

それと今回は一括交付金も含めて、予算的

にも約６千万円の予算も計上して、これから

観光ピーアール、受入態勢、事務局態勢、そ

して観光の実態調査とかいろんな対策をこれ

から打っていこうということ、一緒にそれを

連携しながら取り組んで行くということにな

っております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

町としても観光協会に対して、毎年多額の

助成金を観光協会に提供しております。この

観光協会の誘客の活動に対しても何かあまり

目に見えていないものが多いと思います。活

動として観光協会ではどういう取り組みをや

っているのか、協会長としての副長町の答弁

を頂きたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

ただいまの担当課長より説明がありました

が、下期の誘客キャンペーンにおいては、去

る月曜日より６名１組で、西日本、今ちょう

ど行っている最中であります。そして、来る

日曜日から東日本については、同じく６名１

組で各ホテルのＧＭ他ＪＴＡの支店長も一緒

に70社、これを毎年、年に２回をこういうキ

ャンペーンということで企画書を持って、そ

れぞれのエージェントで約30分ぐらいプレゼ

ンをします。そういうかたちで毎年、年に２

回は実施しておりまして、例えば球美ブック

の説明をするとか、年間に何々事業、イベン

トをもつというようなかたちで、それぞれ資

料を持って説明しております。これを持って、

この資料をそれぞれのエージェントが独自の

ホームページに展開させて誘客をするわけで

すね。それが最近は従来のやり方では、ちょ

っと変わってきまして、ほとんどがインター

ネット予約、エージェントを通さずに独自で

予約をするというのが最近形態として変わっ

てきているようです。それで各エージェント
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は苦戦しているようであります。

もう一点、去年の3.11以降についても修学

旅行とか団体が東日本からは沖縄、久米島あ

たりには激減してます。そして特に九州新幹

線が開通してからは、九州に流れるようなか

たちでエージェントの歩留まりも沖縄とか遠

方に行くよりは九州に送った方が歩留まりが

非常に良いということで、そういう流れにも

影響が一部あります。そういうことで我々も

毎年こういうかたちでキャンペーンをやって

いるんですが、なかなかそれが実態として数

字に表れてこないというのが現実でありま

す。そういうかたちで、今、小規模離島の補

助も国県からそれぞれいろんなかたちでやっ

ておりますが、その効果においても特に今Ｊ

ＴＡの最終便の撤退において、これもまた団

体がエージェントが取り組みがやりにくいと

いうのも事実出ておりますので、ぜひそのへ

んを今後どうするのかというのを町長はじめ

行政も一緒になって、いろんな取り組み展開

をやっていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

観光協会としては、キャンペーンを通して

各地へそれぞれ行っているということ。今、

活動中ということです。やはりインターネッ

トの個人客エージェント通さないでのお客さ

んが多いということなんで、さらに久米島町

もホームページももっとピーアールできるよ

うなかたちで久米島町、販売とか売って多く

の皆さんを、この久米島に足を運ぶように努

力していただきたいと思います。

そして、今、あじまー館が休館しておりま

すよね。この委託契約というか指定管理ちょ

っと町としては、空けたというのがマイナス

じゃないでしょうか。そこはどう思います。

町長。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

24年の３月で、これまでＮＰＯ法人、島の

学校の方で管理していたんですが、ちょっと

できないということで、その後から再度委託

管理をやるということで組んでいるんです

が、２回目の募集をかけて、それをやってい

る途中です。取り組みについては時間的な問

題もあって十分ではなかったということであ

りますが、これからまたじっくり関係者と協

議しながら指定管理に向けての取り組みをや

っていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

この、あじまー館が、今、休館しているお

かげで修学旅行とか、このプランの中に島の

学校というのが今メインでうたっていますよ

ね。その閉まっている間に修学旅行の受け入

れがあったのかどうか。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

今期の予約については、既にに決定して支

障のないように観光協会が責任をもって、今、

引き継ぐ準備をしております。うちの臨時職

員を充てて、その対応はやっております。

いまありましたとおり指定管理について、

去った28日の観光協会の総会において、あじ

まー館の指定管理に応募するということで理

事会で承認をもらっておりますので、早速今
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回の２次募集については手を挙げて、もしそ

れが決定するのでしたら、観光協会そのもの

をあじまー館に移してやろうということで理

事会の中で検討中であります。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

私の方も、あじまー館の管理はやはり観光

と直結してますので、観光協会がやるべきじ

ゃないかなと前々から思っておりました。ぜ

ひ立派な施設です。箱物をそのまま置いた状

態にしないで、ぜひ活用するようによろしく

お願いします。

そして観光客が少ないということで、各団

体等も頭を痛めているんですが、その中で、

今、離島割りカードがありますよね。それは、

今、島民だけの適用ですよね。それを県、国

に呼びかけをし、多少とも島民に引き下げの

割合じゃなくて、いくらか他の皆さんが久米

島に足が向くように島外の皆さんも対象を広

げたら回りの意見が多いです。それを、ぜひ

町としても国、県に呼びかけはできないでし

ょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今、ご指摘のあった点につきましては、お

っしゃるとおりでございます。昨年から県は

社会実証試験ということで中核病院がある、

高校がある、島以外の小さな離島については

島外者も割引しましょうと、高齢者はもちろ

んですが、その中で久米島に位置付けという

のは島内者だけの割引ということでした。こ

れについては昨年から企画部に行って、何と

かやってくれという要請はずっとやっていま

した。これ何故かといいますと、例えば我々

の離島中核病院があるといっても40床の病院

ですので、島外に入院している方が大部分だ

と高校も進路の関係で３割は島外の高校に出

ている。そこを何とかしてくれということを

お願いをしてきました。そして宮古、八重山

あたりはダブルトラッキングで航空会社が入

っている所はそれは島外から来るお客さんも

島内に住んでいるお客さんも競争原理が働い

て非常にメリットを受けている久米島だけ置

いてけぼりになっているということで、今ま

でずっと要請をしてきましたが、昨日「21世

紀ビジョン」の中でも直接、知事に、こうい

う状況をお話してやりましたら、直ぐやりな

さいという返答は頂いております。ただこれ

は遅くても来年度の予算以降からになるかと

思いますが、確実ではないんですが、非常に

積極的に知事が言っていたということであり

ますので、引き続き県には要請してまいりた

いというふうに思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

町として国、県に要望しているということ

で来年度の予算を見ながらというかたちで良

い方向で進んでいるような感じを受けており

ます。一番手っ取り早いのが、やはりこれで

すよね。カードで割引して船もそうです。今

回から船も適応されたのでだいぶ島民の方も

利用されていると感じております。ぜひ島外

から久米島に目を向けて、多くの皆さんが、

久米島に来ることを、ぜひ町としても観光誘

客人数を増加する対策を、これからも観光協

会と共に、この観光関連がだいぶ冷え込んで

おります。町として取り組んでいただきたい
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と思います。

最後に、私が最初に質問した農業、そして

観光、産業振興課ですよね。農業と観光って、

今、一つの課でまとめてますが、それは重荷

になっていないでしょうか。別々に分けた方

がいいんじゃないでしょうか。課長どうです。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

産業という位置付けで農業、漁業あるいは

商工業、製造業、観光業、全て産業というふ

うに位置付けて、例えば観光に関しても産業

と結びつけという目的があって一緒にしたと

いう経緯もあります。

また、我々町の行財政改革の中で人数がど

んどん減っていく中で、やっぱり産業部門は

一緒にした方がいんじゃないかということで

一つにしたわけですが、業務が重荷になって

いるとかいうのは私では分かりませんが、た

だ事務事業の配分のやり方でそんなに重荷に

なるということでないと思います。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

私は、産業振興課長をかばって言っている

わけではありませんので、やはり町長が言っ

た答弁のとおり、産業と観光位置付けとして

の職員の減少の中にも、やはり仕事自体はも

う一連の流れで共通の点がありますので、ぜ

ひ今年のサトウキビの不作、そして観光客の

減少それを食い止めるために農家支援と観光

に対しての町として一層の努力をして支援し

ていただきたいと思います。

私は低迷する産業に対して町としてもうち

ょっと頑張って、てこ入れをして産業を発展

させていただきたいということで今日の質問

とさせていただきます。

（翁長学議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで４番翁長学議員一般質問を終わりま

す。２、３分休憩させてください。

休憩します。（午前 10時27分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前 10時29分）

２番幸地猛議員の発言を許します。

（幸地猛議員登壇）

○ ２番 幸地猛議員

おはようございます。２番幸地です。今回

の一般質問は当初予算の中で十分質疑ができ

ないこと等も含めて、当初予算と関連する部

分もあると思いますが５点ほど質問をしてい

きたいと思います。

まず１点目に総合運動公園の整備について

、１つ目に陸上競技場400Ｍトラックの建設

について。

２点目にサッカー場の建設について。

３点目に沖縄角力場、これ勝手に名前付け

たんですけが正式な名称はあれですが、沖縄

相撲場の建設について。

２つ目に大きな項目として 、イーフビー

チの管理について、日本の渚百選にふさわし

い砂浜の整備について。

３点目に大きな項目で農業の振興につい

て。海洋深層水冷熱利用野菜栽培実証事業に

ついて、これは当初予算にも計上されており

ますが、その中の施設規模、品目・作目、耕

作者、誰がやるんですかと、作った作物は販

売先は何処ですかと。ここで終わるんじゃな

くて、次なる展開また新たな施設を造ってい

くのかどうなのかということですね。これは



- 10 -

当初予算の中で十分聞けなかったので、次の

イの農業後継者も関係しますので、ここで質

問したいと思います。

４点目に太陽光発電の推進について、これ

は一昨年補助がありましたが、今回、当初予

算にも措置されていませんので継続してやる

べきじゃないかということで、設置補助（個

人住宅）についてです。

５点目の公衆トイレについて、観光客が不

自由を感じていますので、ぜひトクジム地区

（旧青少年旅行村跡地）に公衆トイレを建設

したらどうかと。また現在の施設の島内、公

衆トイレの管理はどうなっていますかという

ことで質問をしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

２番幸地議員の質問にお答えします。

総合運動公園等の整備について、総合運動

公園内の各種競技施設については、需要の面

が一番重要だと考えています。400ｍトラッ

クの陸上競技場及びサッカー場は児童・生徒

の競技力向上やスポーツキャンプ誘致の面、

さらに沖縄角力については中学の体育に一部

取り入れられていることなどから、それぞれ

の競技場の整備については、個別の議論が必

要か考えております。

イーフビーチの管理について、イーフビー

チについては、日本の渚百選にふさわしい砂

浜として継続的な管理ができるようにビーチ

クリーナー等の管理機械の導入を検討し、し

っかりした管理体制の元で運用ができるよう

に対策を図っていきたいと考えております。

農業の振興について、海洋深層水の実証事

業についてですが、本実証事業の施設規模は

面積が約120㎡栽培品種としては当面の計画

としてサラダ菜やフリルレタスなど葉物を想

定しております。

本施設は実証施設の位置付けであり耕作者

というより実証事業への参加者として深層水

農業利用研究会や久米島高校園芸科を考えて

おります。将来的な展開としては、夏場の端

境期に島外から島内に入る葉物野菜に変わる

供給を目標としております。

農業後継者育成については、国の新しい農

業制度による、人・農地プラン策定の中で位

置付けし、新規就農計画を作成していきたい

と考えています。また県の一括交付金の活用

や町独自の支援策も含めて検討し対策を講じ

ていきたいと考えています。

太陽光発電の設置補助について、太陽光発

電については、固定価格買取制度が７月から

スタートすることもあり需要増も見込まれま

すが、初期導入費用がかなり高額であること

から補助制度があったとしても導入できる町

民は限定的になるかと思います。設置補助に

ついては、一昨年の緊急経済対策の補助制度

の反省を踏まえて今後、再検討をしたいと思

います。

公衆トイレについて、トクジムの公衆トイ

レの整備については、以前からトイレに使用

する水の確保等の問題がありますので、現在

のところ新たに設置することは考えていませ

ん。

島内各公衆トイレの管理につきましては、

苦情のないよう清掃管理を行っております。

現在町民や観光客からの苦情等はございませ

ん。

（平良朝幸町長降壇）
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○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

まず１点目、陸上競技場400ｍトラックの

建設について、ここから自分なりの経験を踏

まえながら一応質問してみたいと思っており

ます。400ｍトラックのことにつきましては、

旧仲里村時代から考えられていたことです

が、なかなか予算規模が小さくて、また広さ

的にもかなりの面積を必要としますので、適

地が見つからずなかなか進展しませんでし

た。

当時は、たいへん陸上熱が非常に高く特に

村民運動会は学校の運動場を利用して実施を

しておりませしたが、狭いながらも勝負にこ

だわりライバル心を前面に出して戦ったもの

です。全島陸上競技大会は高等学校のグラン

ドを利用して各校区対向で全島民を上げての

大会でありました。今思い出しますと40年余

り前のことで非常に懐かしく感じておりま

す。復帰後は日本政府の予算を直接受けるこ

とができまして旧具志川村、旧仲里村とも防

衛予算で国の補助基準、人口の問題等で１万

㎡で200ｍトラックしか取ることができませ

んでした。その後、旧仲里村、具志川村、久

米島町になりましてから野球場が２箇所にで

きました。今はプロ野球を誘致できるまでに

なりました。

屋内施設としての体育館は各学校に建設さ

れ、その中でも仲里中学、それから久米島西

中、久米島高校は標準規模のバスケットボー

ルコートが２面取ることができる施設になっ

ております。そのおかげで私たちが創設した

久米島バスケットボール協会の大会も何不自

由なく10年前から年３回、中学以上の高校一

般含めて大会を開催しております。また那覇

地区のミニバスケット交流会も昨年で20周年

継続して行われてます。しかしながら今の久

米島に足りないのは400ｍトラックの陸上競

技場ではないでしょうか。旧両村で埋め立て

をした儀間地先も当初の構想では陸上競技場

も計画されていましたが、補助予算との関連

または両村との調整等が上手くいかず実現す

ることができませんでした。

ぜひ今回は合併10周年、それから復帰40周

年という記念の年でありまして、その期に新

たな町の構想として取り組む考えはないか再

度お伺いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 仲村幸雄

ただいまの幸地猛議員の質問にお答えいた

します。今年、町政10周年そして復帰40周年

いろんな節目の年にあたります。今後こうい

た競技場の必要性についても町長の答弁のと

おり個別に検討する必要があるんじゃないか

と考えております。そのあたりは教育委員会、

児童生徒の競技力の向上とか、そしてスポー

ツキャンプの誘致の面から含めて観光部門、

教育部門と協議の場を設けて今後の方向性に

ついては、検討していきたいと考えておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

これまで400ｍトラックがなかったので、

最近、島においても陸上競技をする方が大変

減ってきています。もしこのトラックが出来

ていれば小学校の頃から陸上に興味をもつ人

が沢山増えて、そして将来は日本一のスプリ
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ンターが生まれたかもしれません。そして陸

上専門の指導者も育っていたかもしれませ

ん。これは町の人材育成の面からすばらしい

ことではないかと思います。そこで教育委員

会の考えもひとつつお聞かせくださいません

でしょうか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

これは全天候型の400ｍコースですが、以

前は子どもたちが児童オリンピック、これは

10カ年前後になりますが、子どもたちの児童

オリンピックそして中学高校生、一般が県を

代表するそういった人材を輩出してきた経緯

がございますが、最近におきましては、だん

だんそういった競技人口が減っているような

状況にございます。これにつきましては、そ

ういった施設がないがための競技人口が減っ

たかなという側面もあるわけなんですが、先

ほど町長の方から答弁がございました。まず

は重要性、どれぐらいのみなさん方が全天候

型の競技場を作った場合に、それを活用する

かというのが一番大きな課題ということがご

ざいます。私たち教育委員会としましては、

できればそういったかたちでの施設、そして

また指導者の育成を考えれば、そういった施

設もぜひ実現してほしいということではあり

ます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

みなさんも記憶に新しいと思うんですが、

日本チャンピオン、よく名前が上がっていま

す赤嶺選手ですね。久米島高校の円盤の仲吉

選手、それから今頑張っている短距離界で頑

張っています喜久里選手、それから高跳びの

金元選手、そして幅跳びでは比嘉浩太郎、そ

れから佐久田保全課長の息子さん、大変すば

らしい方々が久米島から生まれています。最

近、高校では短距離の宇江城くん、それから

やり投げの当間さんが少ないながらも非常に

頑張っています。

もし400ｍトラックの場所があれば当面の

課題としては、やはり全天候そうとう予算か

かりますね。広さがあればもっと工夫してみ

んなで知恵を絞ればそれなりの施設はできる

かなと思っています。そこで緊急の提案なん

ですが、例えば全天候タータンコースと400

ｍコーナーが取れる３コースのコースをまず

造るとか、あるいは100ｍのコースを３コー

ス造るだとか、それからぜひ高跳びそれから

幅跳び、そういった施設についてはやはり全

天候型のそうした施設も、広さがあれば、な

んとか少ない予算でもまずはできるのかなと

いうことです。今後検討をしてもらいたいと

思っています。

次に、サッカー場の建設につきましては、

これは陸上競技場ができますと広さがありま

すとそういうのができますので、そんなに予

算はかからないと思っています。

今サッカーは仲小の校庭一部小学校生全校

から集めて頑張っています。

体育館はすばらしい、野球場もすばらしい

ですが、こういったサッカーの子どもたちが

狭い中で頑張っていますので、これも含めて

400ｍ取ることができれば、その中で一生懸

命しっかり希望に燃えてサッカーの練習もで

きるかと思いますので、これも一つよろしく

お願いしたいと思っています。

それから沖縄角力場につきましても以前か
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らこの件につきましては、先輩議員が取り上

げてきた経緯があります。なかなか実現には

至っておりませんが、私なりに沖縄角力は久

米島の伝統であると思っていますし誇りでも

あると思っています。これまで多くの沖縄県

の横綱を誕生させた島でもあります。旧仲里

村時代に復帰記念事業として大綱曳きと合わ

せて全沖縄の力士を招聘して久米島大会が開

催されました。今でも非常に印象に残ってい

ます。その中には島出身の歴代沖縄チャンピ

ョンも全員来てもらいました。

もしこの沖縄角力場がこの陸上球技場の一

角にできれば、希望としましては、ここに関

係議員もいらっしゃいますが、ぜひ沖縄大会

を年１回久米島で大会を持てれば、記念とし

て毎年開催できると思います。そういうこと

で、ぜひしっかりした角力場の建設をお願い

したいなと思っています。

次に日本渚百選にふさわしい砂浜につい

て、世界に誇れるエメラルドグリーンの海と

約２㎞に渡る白い砂、イーフビーチは海の日

の制定に伴い平成８年６月に日本の渚百選に

選定されました。広大なサンゴ礁に守られた

美しい海と白い砂浜はマリーンリゾートとし

て広く親しまれています。この選定を機会に

海の持つ重要な役割を認識すると共に自然の

恵みに感謝し、この美しさを永遠に守り続け

ていきましょうということで、平成13年に記

念碑が建立されました。しかしながら現状を

見てみますと日本の渚百選としてふさわしビ

ーチとは言えないと思います。ぜひ整備して

ほしいと思いますが、今ビーチの管理は何処

でしょうか、県でしょうか町ですか。法的に

どうなっているかひとつお聞かせください。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

ビーチの管理は県の方が行っています。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

答弁でビーチクリーナーを使うということ

ですが、例えばこのビーチを整備していきた

いというとき何処まで町としてできるか。そ

のへんのところはどうでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

今、県の管理ということでそこらへん調整

というか確認まだやっていなかったんです

が、一応基本的には町で、イーフビーチの管

理はやらないといけないんじゃないかなとい

うふうに考えております。それで以前からビ

ーチクリーナーを導入して定期的にビーチを

管理するべきじゃないかという声もありま

す。そこらへんも踏まえて、関係者と確認し

て取り組んでいきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

なぜこういう質問をするかといいますと、

今イーフビーチを見て分かると思うんです

が、石ころだとか雑草があるんですね。それ

を取り除くことができるかどうか、そのへん

が何処まで整備できるのかなと、今、考えて

いるんですよ。この件につきましては、イー

フビーチ部落ともいろいろ協議をしなければ

いけないと思います。そこでしっかり整備を

するんでしたらイーフビーチクリーン月刊と

いいましょうか、例えば１日じゃなくて、月
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刊を設けてみんなでやる方法を考えています

が、その件についてお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

イーフビーチの管理については、基本的に

は定期的に管理できるような態勢が必要じゃ

ないかと思います。定期的な外呼びかのボラ

ンティア的な部分もこれもまた必要だと思い

ます。それも含めてイーフビーチの管理につ

いては、そういう態勢でもっていきたいと考

えております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

ひとつよろしくお願いします。次は農業後

継者ですね。今期は、先ほど翁長委員からあ

りましたが本当に生産量がたいへん厳しいも

のがありました。製糖期が終わって今回はた

いへん厳しかったと農家の声であります。中

にはチャーンナランサーという方も出てきま

して、農家の話では今期は非常に厳しいとい

うことで、面積を少なくしたいんだがなかな

か適当な人がいないと、なかなか引き受けて

くれる人がいないと困っているという話がち

らほら出てきております。これまでは土地改

良区負担金、または少ない耕作料で貸してあ

りましたが、その土地も返されてしまったと

いう話が今年特に多いような気がしていま

す。そこで現在キビ策農家の中にはこういっ

た事例が各地区にあるような気がしますの

で、ぜひ町の方でも調査をしてもらいたいな

と思っています。この基幹作物は今後とも継

続して生産しなければいけませんので、ぜひ

しっかりした調査も今後これからは必要じゃ

ないかなと思っております。

高齢者で後継者がいなくなる農業はどうな

るんだろうと大丈夫かという話を、よく私た

ちもやりますが、なかなか数字的につかんで

いるわけではありません。町として農業後継

者の件ついて具体的な調査をして、しっかり

とした計画をつくる必要があると思いますが

どうでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

農業後継者、特に40代以下の若い人たちが

専業で農業に携わっているというのが本当に

少なくて、前年確認した段階では本当に何名

かという程度ぐらいしかいないということで

相当危機感をもっております。それで今回国

の新しい農業制度の「人・農地プラン」とい

うのが策定することが義務づけられておりま

して、これは12月までにこの「人・農地プラ

ン」を策定していく予定にしております。こ

れは各地域ごとに地域を指定して。これから

準備話し合いをやっていきますが、その中で、

新規就農計画も立てる必要が出てきておりま

す。その中に新規就農者の指定を計画の中に

組み込んでやれば国の制度の支援とか県の一

括交付金の支援とか、そういった支援策も受

けられるような事業になっております。そこ

も上手く活用して各地域と話し合いをしなが

らこの新規就農の取り組みはやっていきたい

と考えおります。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

そのためには個人個人の農家台帳も必要か

なということを考えていますが、現在、町の
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中で農家台帳それに準ずる物は作成されてお

りますでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

上江洲勝志農業委員会事務局長。

○ 農業委員会事務局長 上江洲勝志

農家台帳につきましては旧年の資料を基に

作成している途中です。年度内には作成して

また皆さんの方に公表していきたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

よく皆さん農業については、いろいろ農家

の方々またはお互いもやりますが、特に若い

人たちに農業に関心がないだとかあるいは親

としてもこれだけの収入ではなかなか生活厳

しいようとか農業だけではなかなか生活でき

なせんという話がよく聞かれます。そこでし

っかりした生活の基盤が築けられる農業とは

どんなものか、今さきいいました農家台帳そ

ういったものをぜひ数字を出して年次的に計

画を立てて、そうすればよりちゃんとした数

字の基で議論できますので、そういったかた

ちで、ぜひ農政を進めていってもらいたいな

と思っています。それから今回先ほど出まし

た海洋深層水冷熱利用、野菜栽培ですが非常

に僕は画期的なことだと思っています。キビ

作業は年に１回ですね。収入は、しかしなが

ら野菜というのは何回も何回も夏冬取れま

す。今研究所の方で何名か農家の方々もそこ

に参入してやっています。既に研究所は実績

も出して、これからしっかりした指導もでき

るかと思います。また今回、園芸科とも連携

するということは、たいへん僕は良いことだ

と思っています。ぜひこの高校の園芸科の中

から１人でもここを利用して、そこで成果を

出したものをしっかり目標にして将来農業し

てみたいなという人が出れば、久米高校の園

芸科問題、存続問題もそこできらりと光るも

のがあるかと思います。ぜひしっかりとした

かたちで進めていってもらいたいと思ってい

ます。

そして高齢者ですね。結局、先ほど言いま

したなかなかきついよと、これ作っても収入

上がらんよという方々がいます。

一つの例ですが、鹿児島の畜産農家が牛を

飼うのは年齢的に非常にきついということ

で、これまで使っていた牛舎を鹿児島大学の

教授の指導を受けて山羊生産に切り替えて成

功しているということをテレビで見たことが

あります。これは大学教授が一生懸命やりま

して、今は全国的に連絡網も取れまして、あ

ちこちで品種の問題とかあるいは養い方とか

そういうことやっています。

これは一つの例ですが、例えば新たにキビ

だけじゃなく、特に高齢の方々の農業という

のは何かということを含めて、後継者問題と

あわせて、ぜひ議論を重ねていってもらいた

いなと思っています。

次に、太陽光の発電について、答弁に緊急

経済対策時の補助制度の反省とありますが、

この反省とはどういった反省でしょうか。お

聞かせください。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室 中村幸雄

これは一昨年の緊急経済対策の交付金でこ

の太陽光発電の補助制度を制定して補助を行

ったわけなんですが、初期投資が約200万か

ら300万ぐらいかかるということで、その補
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助を受けてもやはり導入には二の足を踏んで

しまうということで、所得の高い皆さんが補

助を受けて限定的になってしまったというこ

とです。やはり初期費用を軽減をするような

方策を取らないと、太陽光の発電のパネルの

設置補助については、少し制度設計的なもの

が、もうちょっと必要かなというふうに思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

確かにそういった面も考えられます。しか

しながら補助というのは１回やったら無くな

るということじゃなくて、今、全国的に国と

しても自然エネルギー推進していますので、

ぜひ継続してやってもらいたいなと思ってい

ます。

そして太陽光発電は導入しますとオール電

化に皆さん切り替えています。オール電化に

なりますとガスは使わなくていいですね。ボ

イラーもたかなくていいと、これは防災対策

の面からも安全面からしても非常に良いです

ので、ぜひ継続して再度検討してもらいたい

なと思っています。

最後の公衆トイレにつきまして、実はトク

ジムということで限定はしましたけれども、

町の過疎地域自立促進計画書、22年度から27

年度がありますが、その中に観光リゾートと

いう欄がありまして、現況と問題点が記載さ

れています。その一部を読み上げてみますと

ブルースカイの代替船となる高速船の早期導

入を求め、交通アクセスの更なる充実、関連

施設整備を推進する。観光入域客数の増加に

対応できるように観光施設やレクレーション

施設の整備や環境美化活動を図る必要がある

とあります。

そしてその対策として観光産業の伸び悩み

は久米島のイメージ戦略、知名度不足に根本

的な原因が存在する。引き続き体験交流型観

光の促進と各種の入客戦略を積極的に展開す

ると同時に観光資源の保全や観光施設の整備

ということであります。そしてホスピタリテ

ィ訪問者に対する心遣い、おもてなしの心の

向上と受け入れ態勢の充実を図り移住提示へ

繋げるとあります。

そしてその事業計画書の中の観光または観

光レクレーションの項目の事業の中にトクジ

ム支援公園整備トイレ整備事業島尻地区とち

ゃんと計画されているんですよね。年次的に

見ますと平成23年度になっていますが、これ

は既に１年過ぎていますが、造らないという

ことは決定されているのか、それともその計

画書はそのまま作っただけでしょうか。その

へんのところお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

トクジムの公衆トイレですね。以前、旧青

少年旅行村の整備でトイレがあったんです

が、その後は施設の老朽化もあって、そこの

片付けされていますが、そのときの問題点と

して水の確保ができないということで、水が

確保ができなくてトイレが使えない。それで

管理ができないというか、そういう問題がず

っとあって、その水の対策を考えないとトイ

レの建設は難しいという話があって、これか

ら今までやっぱり水の確保の問題が一番大き

くてトイレを整備をするのは今のところは厳

しいのではないかということで今のところは

トイレを造るのは難しいのではないかという
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判断ですね。

過疎計画については、向こうの整備計画こ

れからもっと具体的な話で進めて行く必要が

あると思いますが、まだそこの所まだ計画は

話し合ってなくて、今回トイレついては、そ

の中で検討していきたいということになって

います。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

これは過疎計画の中にもホスピタリティの

向上ともてなしの心とありますが、僕は人間

の生理現象を止めることはできないと思いま

す。そこで、ぜひトイレを建設してほしいと

いうことなんですけれども、今回、久米島博

物館でも久米島ミュージアム活性化事業とい

うことで久米島丸ごと博物館、見る・知る・

学・久米島ガイド、文化スポーツガイドとし

てグスク巡り、海浜巡り、歴史散策、島の成

り立ち、癒しの自然文化とあるんですね。特

にこの久米島地区はトゥイヌクチそれからト

クジム海岸、そして季節的なスポットですが、

フォエールウォッチング等があります。やは

り自然の散策をしながら素通りだけではな

く、思いにふけながらじっくり時間をかけて

散策をする。これがトクジムだと思っていま

す。

このトクジム地区は島の中でもたいへん自

然に恵まれておりまして癒しの空間を満喫で

きる場所だと思っています。そういうことか

らしても人間の自然現象である生理現象を止

める施設として、この公衆トイレは、ぜひこ

の場所に必要ではないかと思いますが、もう

一度お願いしたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

今、過疎計画の中で位置付けもされており

ます。またその地点では、やっぱり必要性の

議論がされていると思います。やっぱり検討

していく必要があると思います。トイレにつ

いては先ほども一応説明したとおりやっぱり

水の確保が問題で、その対策を立てないとそ

こに建設ができるかどうかということになっ

てきますので、トイレを設置する場所の問題

そこを検討して取り組んでいく必要があるの

ではないかと考えております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

いろいろ条件があると思います。トクジム

地域でなくても、その地域にできればいいか

と思っています。今、周囲の方々からトイレ

がないもんですから、周囲の草むらだとか畑

の中でよく用を足すということを聞いていま

す。いろいろ条件面それから財政もあると思

いますがぜひじっくり検討をして実現に向け

て取り組んでもらいたいと思っています。

（幸地猛議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで幸地猛議員の質問を終わります。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前 11時05分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前 11時18分）

１番棚原哲也議員の発言を許します。

（棚原哲也議員登壇）

○ １番 棚原哲也議員

こんにちは、１番棚原哲也でございます。

私の方から３点ほど質問をいたします。
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１番目に高速船の早期導入に向けて検討委

員会の設置と関係機関との協議を早急にせ

よ。

大量輸送手段の航空路のジェット便が減便

され修学旅行等、団体ツアー客が大幅に減少

し、観光関連産業がたいへん厳しい状況にあ

る。昨年12月の一般質問で町長は「高速船の

導入時期としてニューくめしまの引退時期の

５～６年先が良いタイミングでは」と答弁し

ている。しかし、１月の観光協会のプロモー

ションでも、那覇－久米島間の輸送の問題が

旅行会社や学校等から指摘され、誘客増に先

が見えない状況にある。

現在、那覇－宮古島便の航空運賃が３千円

台で販売されている。また、来年度に石垣空

港が開港した場合、さらに価格競争に拍車が

かかり、運賃の高額な久米島の観光客のさら

なる減少につながりかねない。

７月に新造フェリーが導入されても、３時

間半の航海時間では団体客誘致には厳しく、

１時間～１時間半で航海でき200名ないし300

名定度規模の高速船の早急な導入が必至であ

る。そこで、昨年12月の一般質問に続いて再

度確認したい。

１点目に久米商船とのこれまでの交渉結

果、久米商船側からフェリー久米島の代船と

して高速船を導入する姿勢がみられたか。

第２点目、調査の結果、久米島航路に適し

た船として海外で使用または、試験航海中の

トリマラン（三胴型）タイプの船が世界中で

20数隻運航しているとの報告があったが、イ

タリア、アメリカ、オーストラリアいずれか

現地へ行っての調査も行ったか。

３点目、議会の視察研修先として候補に挙

がっている島根県では、双胴（カタマラン）

タイプで定員320名、時速45ノットの船が就

航しているとの資料がある。久米島、那覇間

にすると１時間15分位で航行できることにな

ります。その他にも国内で高速船が就航して

いると思うが、すべて調査済みか。

２点目、県道の未整備区間の早期整備と子

供たちを事故から守るための対策を問う。

町仲里庁舎及び仲里郵便局の県道と町道の

交差する十字路の安全確保について早急な対

策を。

ここは、庁舎側と郵便局側の南北を通す横

断歩道には信号機が設置されているが、十字

路であり交通量の多い場所にもかかわらず、

東西、南北に車誘導用の信号機が設置されて

いない。

通学時の子供たちは、仲里庁舎前の停留所

でバスを下車した後、足早に道路を横断し、

歩道のない箇所を通って登下校しているのが

現場の状況です。また、庁舎側から県道へ出

る多くの運転者が、泊、謝名堂方面から西進

する子供たちが視認できず、危険を体感した

という声が聞かれる。

全国各地で多発している児童の登下校時の

交通事故報道が非常に多い中、町としても子

どもたちの登下校時の安全確保のために、島

内の歩道の未整備箇所を調査することが必要

である。同時に、先に指摘した交差点から泊

までの県道の早期整備を求め、県へ優先整備

を要望をする考えはないか。

次、３点目でございます。観光施設の安全

対策を早急にせよ。

奥武島畳石側の階段式護岸は子どもたちや

高齢者、身障者が昇降するのに勾配が急であ

り、各段の傾斜角度も危険な状態にあり、安

全対策として早急に手摺りの設置、又はスロ
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ープの設置をする必要があると思うが。以上

３点でございます。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

１番棚原議員の質問にお答えいたします。

高速船の導入について、久米商船とのこれま

での交渉についてですが、久米商船はこれま

での答弁のとおりフェリーニューくめしまの

引退を目処に高速船を図るとの認識で一致を

しております。ただご指摘のとおり観光入域

客の減少も予想されますので、今月から高速

船導入検討委員会を発足して船種及び財源、

導入時期を議論していきたいと思います。

次、調査の結果トリマラン型の船について

ですが、トリマラン型の船については、現地

調査はまだ行っておりません。トリマラン船

建造のメーカーからは県内でプレゼン等も受

け、詳細なデータを得ていますが、第３者の

客観的な情報も必要であったことから先に現

地調査を行っている壱岐・対馬の皆さんから

も調査資料を頂いております。検討委員会が

導入船種についてある程度方向性としてトリ

マラン型を示すことができれば、実際のトリ

マラン船をスペイン、またはオーストラリア

で独自調査することも必要かと考えておりま

す。

本土の高速船の調査ですが、本土の高速船

全ては調査しておりませんが、日本製の双胴

型高速フェリー及びオーストラリア製の高速

船を九州またオーストラリア製の双胴型高速

フェリーを北海道で視察しております。

次、県道の未整備地区についてですが、質

問の箇所につきましては、変則的な交差点と

見通しの悪さが混在している場所で交通安全

上非常に危険な状況であることは以前から認

識をしております。その状況の改善について、

県の方に幾度となく要望してまいりました

が、旧態依然として未整備な状態が続いてお

ります。

安全な道路環境を確保するために引き続き

県へ整備要望をしてまいります。

観光施設の安全対策ですが、奥武島の畳石

護岸、この施設は昭和58年から59年度に林地

荒廃防止施設災害復旧事業として整備されて

おります。よってその護岸は背後の保安林を

守るための保安林施設なので、その施設に手

摺りやスロープ等の附帯施設を設置するため

には、形質変更の手続きを行う必要がありま

す。基本的にその護岸施設の機能を失わない

ような施設であれば設置は可能と思われま

す。今後、関係課と調整を図り必要であれば

設置に向けて取り組みたいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいま町長の方から答弁がございました

高速船の導入につきまして、久米商船の高速

船導入についての姿勢が見られたかの質問に

対し、ニューくめしまの引退を目処に導入を

図る認識で一致しているとの答弁がございま

した。

私の知り得ている情報では久米商船として

は高速船の導入に対し消極的な考えだと聞い

ておりますが、そのようなことはないか。

今月から高速船導入検討委員会を発足して

船種及び財源導入時期を議論するとしていま

すが、検討委員の構成は町の職員のみである
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のか、議会及び外部の有識者を加える考えは

ないか。

次に、トリマラン建造船のメーカーからプ

レゼンを受けデータを得ていますが、また現

地調査を行っている壱岐・対馬の皆さんから

の調査資料をいただいておるとありますが、

それらのデータや調査資料を議会へ開示でき

ないか。

次に、運行維持コストの面からトリマラン

船に加え日本製のカタマラン双胴船も再度検

討する必要があると思うが、どう考えるか。

次に、久米商船が高速船の導入運行をしな

い場合に久米島の観光、島の活性化のために

他社の参入または新会社の設立をしてでも高

速船の導入は必要だと思うが、町長はどう考

えるか。お願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの質問にお答えします。久米商船

の方とは高速船導入の実施時期については、

ニューくめしまの引退する時期が良いのでは

ないかということで、以前から話し合いをし

ておりまして、やはり高速船、今、町の方で

想定している高速船がかなり高額で導入した

場合の償還を含めていろいろ財政的な負担、

会社としての負担がかなり出てくるというこ

とで、これまでの船の導入の方法と同じでは、

少し消極的になるような考えも久米商船の方

も示しています。フェリー琉球が来月から就

航するんですが、その新造船が就航したあと

赤字になることが予想がされています。さら

に高速船を導入すれば、さらに赤字になると

いうことで、そのあたり含めて、その導入方

法を、久米商船としては、町で十分考えてほ

しいということの意見はいただいておりま

す。

今後、高速船導入検討委員会でそういった

議論も含めていろいろ詰めていきたいと考え

ております。

２つ目の検討委員会の構成メンバーなんで

すが、これは行政の職員だけじゃなくて利用

者の皆さん、そして運行事業者、久米商船も

もちろん入っています。観光協会、商工会を

含めて６名から８名ぐらいの構成で考えてお

ります。あと調査した国内のみなんですが、

調査した船の資料、そしてオーストラリアの

メーカーからいただいた船の詳細について、

まとめたものを提供できるかと思います。

日本製のカタマランタイプの船は県内では

座間味、そして渡嘉敷航路に就航しています

が、それぐらいの規模の船がはたして久米島

－那覇間の海象といいますか、シケの時に対

応できるかと問われたら、少し疑問点が残り

ます。やはり久米島航路に対応した船にする

には、今、我々が調査してるトリマラン型が

最適ではないかなというふうに思っていま

す。

仮に、事業者が高速船導入は不可能じゃな

いかという表明すれば、そのときはまた他社

参入を含めていろいろ考える必要があるのか

なというふうには考えています。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今、室長から答弁がありましたが、ちょっ

と補足をしたいと思います。久米商船が消極

的ではないかということですが、実際はやっ

ぱり久米商船としても自分たちの思う船を入

れたいという部分がある。我々は我々で税金
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を投入するからには町民のニーズに合った船

を導入したいということがあって、このすり

合わせが、できない時点では非常に消極的で

あったということですね。これは特に問題は

ないと思っています。そして検討委員会委員

については、これから決定をしていきたいと

思いますが、ぜひ議会からも参加してもらい

たいと思います。

そしてカタマランなんですが、実は３年前

に調査に行って津軽海峡を通っている青函連

絡船、これにナッチャンReraって大々的に宣

伝をしたオーストラリアのカタマラン船が就

航しました。乗りましたが非常に揺れました。

それでカタマランはあんな大きい船で揺れる

んでしたら、ちょっと外洋の久米島航路には

無理ということで、カタマランについては、

今のところ候補から外そうと思っておりま

す。これは検討委員会の中で決めることです

が、運行しない場合ですが、これについては、

今のところ運行しない場合どうするというこ

とは、まだ考えておりません。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいまプロジェクト推進室長の方からト

リマランタイプが適しているんじゃないかと

町長の方からも双胴型、カタマランよりはト

リマランタイプ三胴タイプという説明がござ

いましたが、来月、議会方で視察予定をして

います島根県の方でも双胴タイプのカタマラ

ンタイプが運行されているとこれは320名乗

り、45ノットぐらいで運行しているという資

料があります。沖縄県内で先ほど説明があり

ました渡嘉敷、座間味運行している船も双胴

タイプのカタマランタイプでございます。こ

の船に関しましては店員が200名ほどで渡嘉

敷、座間味で運行しているのは、島根で運行

されているのは320名乗りということで、だ

いぶ定員も多いと船も沖縄県内で運行してい

るカタマランタイプよりは大きいんじゃない

かと思います。そのへんは、議会も視察に行

って、この船を乗る予定もございますので、

そのへんを確認をしていきたいと思っており

ます。

やっぱりトリマランタイプが有力な候補と

して説明ございましたが、以前、那覇から本

部伊江島に運行していたビートルタイプ、こ

れはオーストラリアの建造船です。ジェット

エンジンが積まれているということで非常に

維持コストがかかるということで、先ほど説

明がありました、アメリカ、イタリア、オー

ストラリア製の外国製の船に関しては非常に

維持コストがかかると思います。

島根の方で運行している船については、資

料を見ますとエンジンも国産の三菱のエンジ

ンを積んでいるということで、やはり国産の

カタマランタイプ、もう一度、検討する必要

があると思いますので検討委員会の中で、そ

のへんも含めて再度検討をしていただきたい

と思いますが、室長の答弁をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

今、お話がありました島根県隠岐航路に就

航している高速船なんですが、これは三菱重

工が建造している船ということで、カタマラ

ンというよりは、実際ジェトフォイルに近い

性能をもっていて、これも水中翼が付いてい

ます。この高速船については来年の11月には

もう引退するということで、今回、議員の皆
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さまが視察に行かれるとき最後の乗船のチャ

ンスになるかと思うんですが、既に引退を決

めているという船です。それに変わる船とし

て、今、お話があったジェットフォイル、こ

れは川崎重工の船で、たぶん中古の船を導入

するかと思うんですが、その船に置き換える

ということで、これは海士町の施政方針の中

にも示されております。こういったかたちで

どんどん技術が進歩していって、双胴型、三

胴型いろんな性能の物が出てきていますの

で、検討委員会でとことん議論していきたい

と思っております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ここに24年度の施政方針の中でも交通の確

保ということで航空路と海上航路は住民のラ

イフラインであり運賃低減に向けては引き続

き国、県と連携しながら実施してまいります

と。この運賃低減につきましては、現在航空

路については往復運賃、片道で買う場合には

往復の半額で一応購入できます。船について

は、今、往復買わないと割引の制度がありま

せん。そこも含めて運賃低減につきましては

海路も船の方も片道買った場合には往復の半

額で買えるようにそのへんの交渉といいます

か。国、県の方へも一応提案して船もそうい

う離島住民が離島割引で買えるような感じで

航空運賃それから船の運賃を安くしないと島

内に観光客、島外出身者への人の来島が見込

めませんので、そのへんも、ぜひ検討しても

らいたいと思います。その中で、大量輸送手

段の一つである高速船についても導入検討委

員会を発足して関係機関と協議を行い早期の

導入に向けて取り組んでまいります。として

ございますので、ぜひ町長にはしっかりとこ

の件について取り組んでいただきたいと思い

ます。これについては答弁はよろしいです。

次に、県道の未整備区間の早期整備と子ど

もたちを事故から守るための対策について質

問の箇所については非常に危険な状況である

と以前から認識し、その状況改善について県

の方に幾度となく要望しているが、未だ未整

備であり引き続き県へ、整備要望をしていく

としておりますが、この箇所につきましては、

特に町の職員の方々が帰宅時に庁舎から出る

場合に、そこを通りますので、謝名堂、泊側

から来る車、人の視認ができなくて非常に危

険な状態であるということは感じていると思

います。そこを優先整備をしてほしいという

ことで、その必要性を強く訴えて県の方へ要

請してもらいたいと思います。これにつきま

しても答弁の方はよろしいです。

次に、第３点目の観光施設の安全対策、指

摘した箇所は島内でも地元島民観光客らが多

く訪れる場所であり以前にも段差の大きな箇

所、２カ所を形質を変更し、段差を小さくし

て昇降しやすくしてあります。スロープの設

置は厳しくとも、手摺りの設置は護岸の機能

を滅失せず設置可能だと思われますので、転

落防止の早急な対策を求めたい。よろしくお

願いします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

今後、関係課と調整して環境面とかありま

すので、そういう環境にそった構造物を考え、

設置に向けて検討したいと思います。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。
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○ １番 棚原哲也議員

以上で私の質問は終わります。ありがとう

ございました。

（棚原哲也議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで１番棚原哲也議員の一般質問を終わ

ります。

次に13番玉城安雄議員の発言を許します。

（玉城安雄議員登壇）

○ 13番 玉城安雄議員

こんにちは、13番玉城です。私の方からは

３点ほど質問させていただきます。まず最初

になんですが、中学校の統廃合についてお伺

いいたします。

23年の12月定例会議会において、中学校の

統廃合の進捗状況について質問をした際、25

年度を目途に取り組みたいという趣旨の答弁

だったが、去った５月の仲里中学校区の地域

説明会において、教育委員会は26年度に向け

調整していると答えています。遅れた原因は

何かまず最初に伺いたいと思います。

また、当事者校の保護者は統廃合に前向き

であるとの意見が説明会の中で伺いました。

今後、委員会としては25年度は無理、今後26

年度に確実に統廃合を行うとの行政側の意思

を住民に明確にしていくべきではないか、そ

のところも伺いたいと思います。

２点目は、久米島一周線（真我里～儀間間）

の一周線ですが、歩道及び街灯の整備につい

て伺います。

現在、真我里の終点から儀間の入口まで部

分的に歩道の管理不十分で、それで街灯の未

設置で非常に危険な状況であります。 また、

高校生の自転車通学者の帰宅時に夜は暗く危

険な状態であります。中学の統廃合により、

久米島地区からの自転車通学も増える可能性

もあります。この機会に整備する考えはない

か。県道であるゆえに、事業主体はどうなる

のか。調整は可能なのか伺いたいと思います。

３点目に、議会での一般質問の検討事項の

報告について伺います。議場での質問におい

て、「検討する」「考慮する」「努力する」等

の言葉で結んだ答弁は、公開の場でもある議

場で発したもので、住民に対しても約束した

ものであります。議会閉会後どのように対応

し検討したのか、検討努力したができなかっ

たのか等、その結果を次期議会冒頭で報告す

るべきであると思うが、どのように考えるか。

以上３点伺います。よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

中学校の統廃合につきましては、これまで

平成25年度を目標に取り組むと申し上げてき

ましたが、スケジュールが遅れて、25年度実

施が困難になったことをお詫び申し上げま

す。今後も両中学校区での地域説明会、また、

保護者の理解を得るとともに統廃合検討委員

会からの答申を受け、26年度統廃合に向け進

めて参ります。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

13番玉城議員の質問にお答えします。久米

島一周線（儀間～真我里間）の歩道及び街灯

の整備について。

街灯設置の可能性について、県に確認した
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ところ、街路灯を設置する場合「道路照明施

設設置基準」に準じて実施しているとのこと

です。この設置基準によれば質問にある箇所

については要件に合致しないため県による街

路灯設置については難しい状況です。しかし、

現状を見ますと法線的にカーブ地点や街路樹

が視線を妨げる箇所も多くあり、特に夜間は、

かなりの危険性をはらんでいる道路だと認識

しております。よって道路利用者の安全確保

の面から今後とも県に対し何らかの手当を施

して頂くよう要望して参ります。

一般質問の報告について、一般質問の答弁

結果が、その後どうなったかについては、「一

般質問その後の対応」として１年分をとりま

とめ、毎年９月定例議会に報告をしています。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

それでは再質問いたします。まず最初に中

学校統廃合について再質問したいと思いま

す。教育長の答弁の中でスケジュールが遅れ

て25年度実施が困難と答えているが、そのス

ケジュールが遅れた原因はなんでしょうか。

教育長。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

統廃合につきましても担当職員いるわけな

んですが、担当職員が兼務をしておりまして、

その兼務業務が多忙ということになりまし

て、そういったかたちでの統廃合の事務作業

が遅れたのが大きな要因かなということでご

ざいます。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

担当職員が兼務ということで遅れたという

ことですが、ぜひこの統廃合に向けては町の

一大プロジェクトでもありますので、担当職

員を専任にしていただいて進めたらそういう

ことにもならなかったんじゃないかなという

気がします。

それから３月議会において25年度中に検討

委員会を３回予定をしていると答えておりま

す。この検討委員会、第１回目は実施されま

したでしょうか。課長お願いします。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

ただいまの玉城議員の質問にお答えしま

す。検討委員会は５月８日に実施しています。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

私も先だって５月の仲里校区の地域説明会

も参加していろいろお話も伺いました。地域

説明会の資料の中でも25年度を目処にしたタ

イムスケジュールが提示されていました。ス

ケジュールを見ると本当に非常に過密で厳し

いかなとは思います。既に委員会は26年度を

目処に実施したいということで進めていま

す。抱えている問題等、そこらへんをクリア

して26年度に必ず実施するんだということで

スケジュールを組み直して取り組まなけれ

ば、また今回と同じように26年にできません。

27年に以降しますということにはならない

か。そこらへんどう考えでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。
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○ 教育長 比嘉隆

これまで申し上げたとおり25年度までには

ということで準備を進めてまいりましたが、

去った久米島校区での地域説明会、仲里校区

での説明会を開催いたしましたが、その中に

おきまして、まだまだ地域説明会が不十分だ

という指摘がございました。また両小中検討

委員会の中におきましても、地域の皆さんの

声を聞きながら検討委員会としても答申を出

したいということがございましたので、そう

いったことで、まだ教育委員会の方としても

作業の段階ということでございます。

これらにおきましては、再度６月18日、６

月22日にそれぞれの校区で説明会を開催し、

それと平行しながら検討委員会での答申をい

ただきたいということがございます。その後

に改めて両校区の児童生徒、保護者へのアン

ケートを取り最終的に教育委員会の方で協議

し、これをまた各学校の校長、あとＰＴＡ会

長と協定書を結んで、そういったかたちで町

長の方へ具申を考えております。26年度に向

けて、またこれまで以上に推進したいという

ことでございます。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

地域説明会にも参加して、やっぱり地域保

護者の説明会の中での意見、質問等を聞いて

みますと特に保護者に関しては統廃合に向け

て前向きな意見が多いようにかんじました。

アンケートも見れば、ほとんど前向きな意見

でもあります。私は久米島地区の説明会には

参加しなかったんですが、その中で久米島地

区でも同様であるということも伺いました。

このように統廃合はやはり当事者である保護

者の意見を尊重し取り組むべきだと思うがど

うでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長

○ 教育長 比嘉隆

最終的には子どもたち、それから保護者の

意見もアンケートとしてこれを集約し、これ

を私たちの教育委員会の方針として取り上げ

ていきたいということでございます。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

確かにそのとおりだと思います。統廃合に

おいては、地域の意見も非常に大事でありま

す。保護者の意見もだいじであります。委員

会は教育的観点から子どもの成長、保護者の

求めている教育行政の要望を最優先にし、統

廃合を推進しているということで推進してい

ると思います。そう思うなら今後、積極的に

取り組まないと、また先送りになる可能性が

あると私は考えています。今、久米島町にお

いても先だって学力向上推進委員会も発足

し、地域と家庭が一帯となって学力向上に向

けての取り組みも始まっています。そのため

にも今いろいろ生徒数の減少等で小規模学級

とか、中途半端な学級といいますか、40名前

後のぎゅうぎゅうした学級とか、そういうこ

とも学力向上に対してもいろいろあると思い

ますので、そこらへんも解消するためにも統

廃合を推進していただき教育環境を整備し教

育効果を高めるべきと思います。

先ほども申し上げたとおり統廃合は町の一

大プロジェクトであります。そのまま推進し

ていき26年度に中学の統廃合が終わると、次

は、幼稚園、小学校と話が出てくるのは当然
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であります。そのためにも統廃合に向けて職

員を専属にしていただき、年次計画を綿密に

立てて町民に何年後にはどうなりますという

のを開示し、進めて行って取り組むべきだと

思うがどうでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

これにつきましては、７月いっぱいで事務

作業を全部整えまして８月には定例の教育委

員会の中で審議いただき、そしてまた８月中

には町長の方にお話申し上げて、９月の議会

につきましては、これが仮称での学校の統廃

合としての学校の場所、そして学校名という

ことがございますが、これは仮称として議会

の方に上程するのか、それはまたご相談しな

がら９月議会で説明をするかそういった条例

としての案を提出するか、それもいろいろ調

整しながらこれからの統廃合を進めていきた

いということでございます。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

今、申し上げたとおりいろいろ子どもたち

の学力向上、教育環境の面からも、また財政

面でいろいろ移転校舎と会則等もありますの

で、そこらへんも踏まえて早急に実現に向け

て頑張ってほしいと思います。

それから19年度の比屋定中学と具志川中学

の統廃合の結果、双方の保護者、生徒ほとん

どが統合して良かったと答えています。その

成功例を参考にして、計画年次に実現できる

ように、ぜひ取り組んでほしいと思います。

町長、最後にコメントお願いいたします。統

廃合に向けての。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

統廃合については、我々これまでいろんな

かたちでやってまいりましたが、地域の反対

にあったりとかいろんなことがございまし

た。沖縄県下でも学校の統廃合については地

域の大きな問題となっているというのが現状

でありますが、ただ地域のために学校がある

のか生徒のために学校があるのかという議論

になった場合に、私は生徒のために学校があ

ると考えれば早めに統廃合は進めていきたい

積極的に進めていきたいというふうに考えて

おります。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

どうもありがとうございます。統廃合につ

いては、私の方からは終わりたいと思います。

後ほど同僚議員の方からもあると思いますの

でよろしくお願いしたいと思います。

次に２点目、久米島一周線の街灯及び歩道

の整備について質問したします。答弁による

と街灯の設置は街灯設置基準によると厳しい

と、安全確保等の面からは県に要請をしてい

くということですが、県道であるため町とし

てはなかなか手が付けられないということは

理解はしております。街路樹の高木また低木

等そこの歩道については、維持管理が追いつ

いていないような状況のような気がします。

そこらへんを町として県と調整して対応でき

ないかということで伺いました。建設課長ど

うでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。
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○ 建設課長 盛本實

以前からこの区間に関しては、町民からも

以前に議員さんからも話があって管理に関し

ていろいろ要望があったんですね。それで県

の方といろいろ調整したんですが、県として

は予算の問題かもしれませんが、なかなか管

理が行き届かない。逆に町の方が、今、県道

管理に関してはかなり金を使っている状況が

ありまして、本来であれば管理者がやるべき

なんですが、それができないということに関

して県に対して適正管理の要望はしている最

中ではございます。

この件に関しては、いろいろ方法があるん

ですが、この植栽を全部取っ払ったらかなり

見通しもよくなって、そこに道路植栽がそこ

に必要かどうかという部分もあるんですが、

それを含めて県の方とは調整をしながらなん

らかの対策ができないかどうかちょっと双方

で検討していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

今、町としても県とは積極的に調整してい

るという答弁をいただきました。私がこの質

問をしたのは、その面と、この道路について

は、特に仲里側の高校生が通学の手段として

自転車で通学している生徒が私が把握してい

る範囲ではまだ20名ぐらいなんですが、20名

の生徒が利用しています。自転車通学してい

る子どもたちは部活をしている子どもたちな

んですね。帰りの時に高校生ともなると８時

とか夏場でも暗い時間に帰るとか、やっぱり

非常に危険な状態であります。特に山中橋か

ら工業開発あたりまでは、非常に暗くて危険

な状態であります。工業開発前は企業努力で

電気装飾で明るくなっています。先ほどもい

ったようにそこから儀間向けは非常に高木等

が繁茂し見通しも悪く非常に危険な状態であ

る。先ほど建設課長も申していたんですが、

この高木を剪定するのではなくて、思い切っ

て取っ払って、木自体を取っ払って、取っ払

った後植樹帯に花を植えるなり、そうするこ

とによって多少は変わると思います。そんな

ことは考えたことはないでしょうか。答弁お

願いします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

その件も県とは調整はしています。ただ県

としては財産処分ということで、どうなるか

というのは検討するということです。一昨年

ですが１本は危険だというので町の方で倒し

た事があるんですが、それを含めて久米島全

体的な問題があって、やはり見通しが悪いと

いう分で道路植栽というのが非常に危険な状

態であり、県道に関しては、全体的な中から

検討はしていきたいというふうに考えていま

す。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

ありがとうございます。今、話した以外に

も久米島中学と仲里中の統廃合の中でも学校

は仲里中学校の後という前提で話も進んでお

ります。生徒と保護者のアンケート等からも

見ると、やっぱりいろいろ通学路の安全面と

か通学をどうするかという意見に対しても自

転車通学とかスクールバスとか約５、60％が

自転車、スクールバスを利用したいと答えて

いる状態ですね。この道路を整備することに
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よって、この自転車通学が増えるんじゃない

か、安全を確保してあげれば自転車通学が増

えるんじゃないかなということもあります。

確かにほんの10分ぐらいの距離ですので親が

送迎をする場合もあるんですが、やっぱりこ

の通学というのは中学、高校生、親に送迎し

てもらうんじゃなくて自転車とかそういうの

を利用して通学してほしいという考えからも

そういう質問をいたしました。

先ほど課長から予算の面もありました。こ

の整備、一括交付金で対応できる事業はない

かということがありまして、前の議員の説明

の中で一括交付金についての説明があったん

ですが、ソフト面は町が主体となってやりま

すが、公共的投資の中にハード部分の中に、

該当する事業の中に、やっぱり交通安全施設

整備補助金というのがあるんですよ。そこら

へんを活用して、今、質問したその部分だけ

じゃなくても県道全体として要請はできない

のか、そこらへんお伺いしたいと思います。

よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

私も一括交付金の中身、見ていないのでよ

くわからないんですが、そういう項目がある

んであれば、それを含めて県に要請していき

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

ぜひ、その中身を精査していただき、その

事業で採択できるのでしたら、そこらへん町

としても県に要請すべきだと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。その質問

については終わります。

最後になりますが、一般質問の検討事項の

報告について再質問します。その後の対応と

して年１回報告していることは承知していま

す。

私が言いたいのは、例えば本日の議会で何

名かの皆さんが質問いたします。何件かあり

ます。このことの結果ではなくて、現地調査

の経過報告を６月議会でしたら次９月議会に

行政報告の中で報告できないかということを

伺っているわけです。年１回では少ないよう

な気がしますので、今回質問したのは、次の

議会に経過報告をしていただきたいというこ

とで質問しました。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

一般質問の結果につきましては、１月から

12月の分をまとめまして９月の定例議会に報

告している状況でございます。

それとこれを町政、一般報告の中に盛り込

むかどうかについては基本的な行事だとか、

あるいは施設ができたとか、そういったもの

については町政報告を入れるようにやってお

ります。ですから完結したものについてはお

そらく一般町政報告の中に上がってきている

と思っております。ただ議員の一般質問とい

うのは、なかなか困難な部分を取り上げてく

るわけですから、そう簡単にやはりできまし

たというのはなかなか少ないわけでございま

して、そこらあたりについては、どういう方

法がいいのかということについて、議会事務

局と勉強して、できるどんな方法がいいか勉

強していきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛
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13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

ありがとうございます。やっぱり議員の一

般質問は年間にすると相当の件数になります

よね。中には行政執行にあたって本当に貴重

で建設的な意見も提言もたくさんあると思い

ます。やっぱり一般質問は住民の付託を受け

た議員の活動にとって執行期間を監視する議

会の機能から見ても非常に重要な意味を持っ

ています。検討事項に対しては各課ごとでた

だちに対応したもの２、３年かかるもの何々

計画に組み入れたもの当分は調査するもの、

できないものでもいいんですよ。できないも

のはできないでけっこうですので、分類し各

課ごとにまとめていただき年間を通しての結

果を今は９月の定例議会にということであり

ますが、３月の年度末でもいいです。３月の

定例議会でもけっこうですので、そういうこ

とができないかという希望で質問しました。

どうでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

時期の問題も含めてやり方も含めて、今や

ってはいるんですが、けっして今のやり方が

ベストだとは限りませんので、そこを含めて

ただいまのご意見を参考にして議会事務局の

方とも調整して検討していきたいと思ってお

ります。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

前向きに検討するということでお答えもら

いました。私がこの質問をした真意は調査検

討の言葉で議会の答弁を中途半端なものにし

てほしくないという思いから、この質問をい

たしました。

前向きな答弁をいただきましたので、私の

質問はこれで終わりたいと思います。どうも

ありがとうございました。

（玉城安雄議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで13番玉城安雄議員の一般質問を終わ

ります。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午後 12時13分）

○ 議長 喜久里猛

午前に引き続き午後の会議を再開したいと

思います。

再開します。（午後 １時42分）

５番宇江原総清議員の発言を許します。

（宇江原総清議員登壇）

○ ５番 宇江原総清議員

５番、宇江原総清です。私は３点質問をし

ます。

第１は、鳥島射爆撃場の早期返還について

であります。福島第一原発事故から一年余を

経た今では、放射性セシウム等は東京湾など

の河口に集積する傾向にあること。富士山に

も降ったこと等が報告されていること。また

原子力安全委員会の暫定基準値を使った食品

を１年間食べ続けた場合に年間５ミリシーベ

ルトになる内部被ばく量が、今年の４月から

は、ほぼ５分の１に引き下げられ、厳しい基

準値となっております。しき位置がだいぶ低

くなっております。

町長は、放射性物質の内部被ばくを鳥島射

爆撃場の残留している劣化ウラン弾に置き換

えて判断することはできるのか。また、鳥島

射爆撃場が継続使用となっているために、米
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軍の飛行場基地の返還を困難にさせていると

思うがどうか。伺います。

第２は、コンクリート護岸の撤去と、これ

に伴う潮害防備保安林等の植栽についてであ

ります。河川も含みます。

昨年３月の東日本大震災の際に、ある大手

会社が25年前に海側に沿って、長さ数百メー

トル、高さ６ｍの土手に松等を植栽した築山

に数百名が、津波から逃れたとのテレビ報道

がありました。これからすると、築山堤防は、

津波に強いことがわかります。モデルケース

として早めにシンリ浜のコンクリート護岸を

撤去すべきだと考えるが、町長としてはどう

思うか伺います。

また、河川の問題についてでありますが、

今年5月19日に鹿児島県霧島市における全国

ホタル研究大会に私は参加いたしました。約

200人の参加者でありました。地元霧島市の

熱烈な取組と、夜のホタルの乱舞には感動を

いたしました。石と土で造成した用水路にホ

タルが乱舞する一方で、三面コンクリートの

用水路にはたいへん少なかった。久米島では、

本年４月20日から21日にかけての豪雨は、赤

土を川や海に垂れ流し海洋深層水にも影響を

与えたと思われます。町長に伺います。河川

に対する自然工法と赤土防止対策はどうなっ

ていますか。

第３は、沖縄角力協会久米島支部への助成

増額についてであります。

今や沖縄角力に魅力を感じて見学者も多く、

特に女性に人気になっています。この伝統文

化をさらに発展させることにより、観光客の

ファンも増加すると考えています。さらには、

中国との経済外交へのかけ橋にもなると思っ

ています。また、子どもたちへの適切な指導

や後継者育成が必要となりますが、町長とし

てはどう考えているか伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

５番宇江原議員の質問にお答えいたしま

す。鳥島射爆撃場について、鳥島射爆場の劣

化ウラン弾による内部被爆は、劣化ウラン弾

の特性やこれまでの調査結果からないものと

考えてます。

鳥島射爆場の継続使用が、普天間飛行場や

嘉手納飛行場の返還を困難にさせているので

はなく、嘉手納飛行場があるから、鳥島射爆

場の返還が困難になっているものだと考えて

おります。

コンクリート護岸についてですが、質問の

件につきましては、以前から申し上げている

とおり、既存施設の改修ついては多くの課題

があるため、町としては今後新たに整備する

河川については極力近自然工法で整備に向け

て取り組む方針であります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

沖縄角力協会久米島支部への助成増額につ

いてお答えいたします。久米島は沖縄角力の

本場として多くのチャンピオンを輩出してき

ました。これは、沖縄県角力協会久米島支部

による選手の強化育成・指導、島内の６場所

の審判員、本島での10場所以上の生徒派遣を

行うなど、積極的な支部の活動、支部員の努

力のおかげであります。今後も継続的な活動
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を期待いたします。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

第１の鳥島射爆撃場の早期返還について再

質問をします。町長は鳥島射爆撃場の劣化ウ

ラン弾による内部被爆の特性やこれまでの調

査結果からないものと考える、と答弁してお

ります。以前の定例会における町長の答弁で

も劣化ウラン弾による町民への健康被害につ

いては、現在も文部科学省による放射能検査

が、年１回行われており、その結果以上があ

りませんので、健康被害はないものと考える

としております。

私は、そんなに政府や、その天下り先であ

る、今ここに配られております久米島におけ

る環境調査で財団法人日本分析センター、こ

れは、文科省の天下り先法人で、こういった

ものが信用できるわけないですよ。

そういうこと自体、町自らはしないで、こ

ういうようかたちに取られている限り、町当

局自体も私は疑いをもっているわけでありま

す。政府はこれまでも原子力発電の安全神話

を吹聴し、いわゆる原子ムラを造り、それで

飯を食べている官僚や御用学者等に絶対安全

だという証言までさせてきました。良識ある

学者や研究者の具体的な危険性の指摘にもか

かわらず、これを無視してきました。今でも

原子力発電の直下に活断層のある福井県の大

飯原発や静岡県の浜岡原発の再稼働に向けて

の理論武装やっています。

嘘も方便といったところであります。広島

や長崎の原爆被害に関しても政府は現在でも

アメリカ追従で内部被爆を認めてこなかっ

た。今時世界大戦で国に従順して戦ってきた

国民を見捨てたんですよ。水俣病を含む環境

汚染被害問題でも政治家、官僚、学者がこぞ

って環境汚染を否定し、数十年間水俣病患者

の皆さん、その家族を苦しめてきた歴史があ

るわけです。

翻って鳥島射爆撃場に目を向けると、17年

前の1995年に1,520発の劣化ウラン弾が打ち

込まれ、その上に250キロ爆弾等が打ち込ま

れてきたのはまぎれもない事実であります。

1,300発は今でも残されたままだと言われて

おります。

2008年のホームページに当時の琉大教授で

ある矢ヶ崎克馬氏のコメントが載っておりま

す。その内容はエアゾール微粉末化した劣化

ウランの放射能により久米島をはじめ慶良間

諸島や沖縄本島まで汚染している可能性が高

く長期的に見れば原爆に劣らない環境汚染と

なるとこういうものであります。

また、町長は劣化ウラン弾の特性から内部

被爆はないものと考えるとしていますが、イ

タリアはイラク派遣した自国兵士の劣化ウラ

ン弾による被爆を認めて1,700人に35億円の

損害賠償を認めているんですよ。そしてセル

ビア共和局のビンチャ核施設でも劣化ウラン

弾にプルトニュウム、これはとても悪性の強

いものですが、これやウラン236等が含有さ

れていることが分かっているなど、劣化ウラ

ン弾が人体被害物質であることは証明されて

きております。

このように日本の研究者や世界でも劣化ウ

ラン弾の放射能と、それが健康障害を与える

ことが証明されつつある中で、町長の発言は、

アメリカ軍と日本政府を擁護しているとしか

思えません。作家の柳田邦男氏がこう言って
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います。日本は偽造改ざん隠蔽の文化だとこ

ういうふうに強く非難しております。その体

質を持っている文部科学省など政府官僚等の

放射能による環境汚染調査結果を信じろとい

っても私は信じません。こういった財団法人

日本分析センター、今、問われている行政法

人なんですよ。天下りが多い、そういうとこ

ろ。つまり政府とは一体化しているというも

のであります。そこで町長に伺います。劣化

ウラン弾による環境汚染に批判的な矢ヶ崎克

馬氏などで編成した調査チームで町独自の調

査方法を考えることはできないかということ

であります。町長。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

私は、重ねて今まで答弁しましたが、日本

分析センターが毎年行っているということ。

しかし我々にとってこれが信用できないとな

ると日本全国で分析しているものが全てが信

用できないという状態になっております。私

自身、この日本分析センターの分析結果とい

うのは、あくまでも専門家がやっているんで

あって全く天下りした役人がやっているわけ

じゃないということを、ぜひご理解いただい

て、専門家が分析している部分は私は信用し

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

私が言いたいのは、これまでもそういった

天下りした人たちのものが大事なときに嘘を

ついてきたと。こういう歴史的事実はあった

わけです。今でもそうでしょう。スピーディ

ーで20キロ先の飯舘村の所まで放射物質に汚

染されていることが分かりながら１カ月も全

面避難をしなかった。こういうところが問題

ですよといっているわけです。だから町独自

でやってくれと、こういうことなんです。し

かもこういった劣化ウラン弾による環境汚染

に批判的な矢ヶ崎克馬先生等を含めた編成チ

ームはできないかということです。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいま宇江原議員がおっしゃいました劣

化ウラン弾による被爆の問題については、そ

ういったご意見をもっている学者の報告も見

て承知しております。またそれの反対の学者

もかなりいらっしゃるということで、この放

射能の被害については、世界的に確定した統

一見解というのはなかなかない、それだけ多

くの研究がなされていないというのが実態で

あります。我々が行政を進めていくにあたっ

ては、基本的には世界保健機構とか、そうい

った公的機関の判断をもとに行政を進めて行

くというのが基本でございます。

それから劣化ウラン弾の事故が発生して平

成９年から平成14年までの５カ年間について

は調査委員会を設けて精密な調査を行ってお

ります。これは鳥島射爆撃場に上陸して、そ

この砂、周辺海域の海水、魚、海藻そして久

米島、本島を含めて詳細な検査を５カ年間実

施していますが、そのメンバーは文科省の職

員だけではないです。県の職員も入って一緒

に検査をいたしております。そういったこと

で客観的な報告書になって、その結果につい

ては、町民に報告されたものだと認識をして

おります。

それから町独自の調査につきましては、現
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在、放射線測定器を総務課の方で購入して１

回は測定をしております。測定のトレーニン

グも必要なんで、２、３回やったあとに定期

的に総務課、独自でも測定をしていきたいと

考えています。

次に９月議会からは、総務課が測定した結

果についてもご報告できるものと考えており

ます。その中で少しでも異常が認められれば、

また専門家の先生おっしゃるような先生方に

もお願いするのも一つの方法じゃないかなと

考えております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

これについては、ぜひ部外の劣化ウラン弾

に批判的な人たちも加えたチームを編成して

いただきたいと。そういうのが公平じゃない

ですか。今、隠蔽こういったものが日本文化

だといっているんです。そういうようなこと

で、みんなが公平だと思われるような仕法で

もって対応していただきたいということで

す。

次に、鳥島射爆撃場が継続使用となってい

るために米軍飛行場基地の返還を困難にさせ

ているという私の質問に対し、嘉手納飛行場

があるから鳥島射爆撃場の返還が困難になっ

ているものだと考えていると。町長は答弁し

ております。アメリカ空軍の嘉手納飛行場と

海兵隊の普天間飛行場は私は連動していると

いうことを確信しております。

海兵隊は前線部隊であると同時に、物資輸

送等の兵站の役割もしてるわけですよ。そう

いう機能も兼ねています。まだ米国軍は２、

３日あれば軍人軍属、撤収が可能であると言

われております。従ってアメリカ軍は沖縄は

守らない。そのことは私が警察現職中の時に

議論した結果であります。

普天間飛行場のみならず最近の嘉手納飛行

場の爆音には、ひどいものがあります。ジェ

ット戦闘機やヘリコプターは、これまで飛ば

なかった地域の真上から我が物顔で飛んでい

ます。小さい子どもたちが飛び起きたりする

わけですよ。未明からの非常用サイレンを鳴

らし続けるなど異常な環境です。嘉手納飛行

場基地もいらないという声も広がっておりま

す。今回の県議選でも中頭郡区、これは５名

中４名が県政野党なんです。それも見ればわ

かりますよ。

鳥島射爆撃場は久米島を含め中部の人たち

にも多大な迷惑をかけていることに、町長、

心痛みませんか。伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

以前にも答弁しましたとおり、我々は、今、

沖縄県の軍転協において普天間飛行場と並ん

で鳥島射爆撃場の返還を求めてきておりま

す。これについて軍転協の要請文を見れば分

かると思いますが、返還を求めないではなく

て、返還を求めていくという意思は、これま

でも、私、皆さんにお伝えしたとおりであり

ます。射爆撃場があるがために漁民の皆さん

とか、あるいは周辺の自治体にも間接的な被

害というのは、これはあるかもしれません。

しかし、ここらへんについて、例えば我々

が周辺の市町村にどうする、こうするという、

今、状況ではないんじゃないかなというふう

に思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。
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○ ５番 宇江原総清議員

町長、もう皆さん方、忘れていると思いま

すが、その前に普天間飛行場と、この放射能

物質の疑いが高い鳥島射爆撃場、しかも実弾

射撃訓練をしているんですよ。銃弾のみなら

ず砲弾も含めてです。そして４年前には、皆

さんが忘れていると思いますが、250キロ爆

弾を誤って落としたとこういうような漁業従

事者の危険性も、しかもこれがさらに大きい

鉄製の船に当たった場合にはどうなるかと、

そういうようなことを考えると背筋が寒い思

いをするわけですが、皆さん方は普天間飛行

場と鳥島射爆撃場は全く違うんだという認識

がない。また危機管理もないと僕はみており

ます。

町長、これまで説明したとおり、嘉手納飛

行場の問題にしても、私は、嘉手納飛行場が

返還されても専守防衛には心配ありませんよ

と言いたい。世界を見るとフィリピンではス

ービックアメリカ軍基地返還を勝ち取った後

に、跡地を自由貿易特区として韓国、アメリ

カ、日本などの200の外国企業が進出をして

おります。基地であった時の５倍の雇用が増

えたといっています。

また南米のエクアドルでも住民投票でアメ

リカのいいなりの外交を根本的から改める選

択をしております。この事例から見ても鳥島

射爆撃場を返還をやろうと思えば早期に返還

することは可能だと私は思っております。

そういうような考えで、ぜひ久米島は行政

も一般の方々も一体をなって、早期に返還を

勝ち取らない限り、私は久米島の明日はない

と思っております。

次に第２のコンクリート護岸の撤去とこれ

に伴う潮害防備保安林等の植栽についての再

質問であります。町長は既存の施設の改修に

ついては多くの課題があると。そして困難な

意向を示しておりますが、造られた物は壊さ

ないという従来型の考え方に固執しています

が、これが私は残念でなりません。

県の南部農林土木事務所や関係は、松や防

潮林そしてサトウキビに塩害がおよんでいる

と、その原因はコンクリート護岸にあること

も以前からわかっております。でコンクリー

トから人へのキャッチフレーズと農業、漁業

を支援する自然再生を進めつつあるわけで

す。

県の農林土木関係事務所が一括交付金を多

く確保できているようですが、町長は、ぜひ

県に乗りこんで行って、シンリ浜をモデルケ

ースとしてコンクリートのない昔の自然豊か

な浜辺を取り戻していただきたい。町長の意

見を伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

コンクリート護岸については、以前から宇

江原議員からいろいろご指摘をいただきまし

たが、ただ大事なことは、塩害とコンクリー

ト護岸の因果関係というのがなかなか難しい

ということですね。例えばリーフでも潮の飛

沫が飛びますし、特に大原あたりは大きいリ

ーフがありまして、そこからも潮が飛んでく

るとかあるいは漁協前の一文字の消波ブロッ

クそういう所からも飛んでくると、一概にこ

のコンクリート護岸があるからそこから全部

潮が飛んできてサトウキビが枯れる、そうい

う理論はなりたたないと思いますが、ただ確

かに見た目とかあるいは昔の自然のまま残し

たいという思いからいえば、そのコンクリー
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トは全くない方がいいです。しかしながら、

今世紀に入って、例えば南方あたりでは、島

が沈むというぐらいに潮位が上がっている、

その潮位が上がってイーフビーチあたりでも

モクマオが相当流されました。アイランドの

前でも、それで陸地を守ろうという意図から

謝名堂の護岸ができたりとか、そういう目的

があって造られた護岸をやっぱり我々が元に

戻すというには何らかの根拠が必要というこ

とで、これまでも非常に難しい問題だったと

いうことをご理解いただきたいと思います。

ただ我々としては、赤土防止の件もそうで

すが、この点についても町としてもこれまで

取り組んできました潮害を防ぐために防潮林

も整備してまいりました。思いは一緒だと思

うんですが、そこらへんは詳しいことは建設

課長がよくご存じですので、建設課長に振り

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

基本的には町長が答弁した内容なんです

が、要するに、この物というのは必要があっ

て造られたわけですね。それはどういう理由

かといいますと、国土保全の部分とか農地保

全、要するに背後に保全すべき物があって、

それは造られている。

それを取り壊して、築山を入れて植栽でと

いうこともあるんですが、その分に関しては、

補助事業の一つにそれが良い物なのか悪い物

なのかちょっとわからないんですが、一旦造

った物にかんしては補助金の適正化法という

制約がある。適正化法というものは、造られ

た物というのは耐用年数があるので耐用年数

は国民の金を使っているものに対しては、対

応年数は守ってくださいと、よっぽどの理由

がないとそれは取り壊しとか出来ませんとい

う一つ法律とかもあるもんですから、なかな

か県としてもある程度、護岸という部分にか

んしては、必要悪という思いも持っている方

々もいらっしゃいます。そういう話も聞くん

ですが、なかなかその考えだけでは、物を取

り壊すということが非常に難しいということ

でございます。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

これね非常に簡単ですよ。台風時、台風直

後に現場、見たらいいですよ。はっきりして

います。そういうようなことで、壊す公共事

業も必要だと、壊しながら地元の建設業界も

育てていくとこういうような方向転換をしな

いと県、国からの事業は取れませんよ。そう

いうことで、町長も建設課長も、ぜひ頑張っ

てもらいたい。

次に、鹿児島県霧島における全国ホタル研

究大会に参加しての感想ですが、三面コンク

リートの川よりも、だんぜん石積みの川にホ

タルが乱舞しているということが見られたこ

とから近自然工法よりも昔の川に戻していた

だきたい。そのためにも数年後は再び同大会

を久米島で開催できるよう課長クラスの職員

を次回開催の北九州大会に派遣をし、誘致の

ピーアール働きかけをすべきじゃないかとい

うことで伺います。

これ町長の方がいいな。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これは直ぐ答えが出るものではありません
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ので、検討しますので。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

次に、赤土防止対策についてであります。

４月の豪雨でもそうですが、６月９日から10

日にかけての大雨も海にたいへんな赤土を垂

れ流しています。赤土が流れていないのはホ

タル館の側を流れる浦地川のみだったです。

海洋深層水に赤土が影響なかったかを伺いま

す。

また大原地区が冠水したと聞いています

が、どの程度の冠水であったかということと、

今後の対策をどうするのかということを合わ

せて伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

海洋深層水に赤土の影響がないかというこ

とですが、これまで深層水研究所ができて10

年余りフィルター一度も交換しておりませ

ん。ということは影響はないと考えておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

先だっての雨で大原地区の一部に関して冠

水がありました。作目は葉タバコの畑が冠水

して１日で減っていますが、ただタバコは１

回水に浸かるとほとんどだめになってします

ということもございまして、他の作目であれ

ば１日ぐらいでの冠水では大丈夫だったんじ

ゃないかなとは思ったんですが、葉タバコだ

ということで、かなりの被害が出たというこ

とですね。原因は、道路の暗渠の詰まりが原

因です。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

ぜひ、県の南部農林土木事務所等と相談し

ながら沈砂池を設置するなど、ぜひその対策

を取って、農家に被害がおよばないような措

置をとっていただきたいということでありま

す。

次に、第３の沖縄角力協会久米島支部への

助成増額についての再質問でありますが、執

行部が角力協会に継続的な活動の期待と求め

るというのではなく、私が、伺っているのは

助成増額をするんかというのを聞いているわ

けです。再度伺います。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。角力協会

への助成金につきまして、本年度アップをし

ております。本年度は５万円のアップをして

います。24年度はですね。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

これから助成増額をするのかということな

んですよ。それに答えてください。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

ただいまの質問ですが、本年度は５万円の

アップをしております。ここの助成につきま

しては、他の団体等もありますので、町の行

政改革の中で検討していきたいと思っており

ます。



- 37 -

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

５万円増額したということですよね。私は

こんな微々たる金では、とてもじゃないけれ

ども伝統文化たる沖縄角力というのは残せな

いと。それも観光事業に直結するものであり

ますので、もっと積極的に踏み込んでいただ

きたいと思っております。

因みに久米島角力協会では、最近、宮古島

に６月16日から６月17日、力士６人と役人２

人が派遣されます。それから神奈川県にも７

月28日から８月31日、６人の力士と役員２人、

南大東に９月23日から９月24日、力士15人と

役員４人ということで、さらに増えてくる、

こういうようなかたちでだいぶお金を使うと

いうことも加えて子どもたちの怪我をしない

ような、そういうような後継者育成、そうい

ったものにも金をもっと使っていただきたい

というふうに要望をしていきたいと思ってお

ります。というのは、私も県警で少年担当補

佐も長いことやっていましたが、青少年育成

のためには、そういったスポーツ少年団の育

成もたいへん重要ではないかとこういうふう

に考えておりますので、ぜひもっと大きな増

額というかたちで検討をしていただきたい。

そして、もう一つは私の個人的な意見であり

ますが、沖縄角力をとおしての中国との文化

経済交流を推進されたらどうかということで

あります。例えば真謝の天后宮角力大会に中

国の在日大使を案内すればいいと思います。

真謝の天后宮は、ご案内のとおり250年前に

真謝泊港外で中国の冊封使一行200人余りを

救助した歴史があります。そのために海の安

全を祈願するために菩薩堂が建立されたこ

と、また県知事も中国観光客を県内への呼び

込みに積極的に推進していることなどがあげ

られます。文化経済効果をより向上させるた

めにも、ぜひ、久米島支部への助成増額をし

ていただきたいと、こういうふうに考えてお

りますが、もう一度。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆育長。

○ 教育長 比嘉隆

今、お話にありました真謝で行います角力

大会におきましては、小学生が５、６時間授

業を活用して久米島支部のご協力をいただき

ながら学校行事として子どもたちが角力をや

っています。また島内の５字そして久米島ま

つり６場所におきましても中学生、高校生の

子どもたちが一生懸命指導を仰ぎながら沖縄

角力に取り組んで、まさに沖縄の文化という

ことで、今推進しているような状況にござい

ますが、先ほど担当課長の方からもありまし

た。これは各種団体がございます。これは体

育協会も各団体がありまして、文化協会も各

団体がありまして、そういったところからの

助成金の増額という話もありますので、これ

につきましては、行財政改革の中でいろいろ

精査するということもございますので、その

へんも踏まえて今後取り組んでいきたいとい

うことがございます。

また外国との交流につきましては、今日の

新聞には韓国とのシルム大会の沖縄県の派遣

ということがございまして、韓国との交流こ

れからおきましては、中国いろんな交流があ

ろうかと思いますが、そういったかたちで沖

縄の文化の交流ができるかと思っています。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。
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○ ５番 宇江原総清議員

中国も今や共産主義経済から脱却して自由

主義経済に変わってきているルネッサンスを

迎えているわけです。そういうようなかたち

できているものを、まだ中国経済というのは、

非常にまだまだ強いということと、中国には

水が不足するというような実態があります。

例えての話ですが、久米島には水が豊富にあ

ります。深層水もそうですが、そういうよう

な物を東京に売るのも良いですが、中国に向

けて大々的に売り出したらより経済効果も高

いとこういうことも私は考えているわけで

す。従って真謝の菩薩堂角力大会の時に、在

日中国大使をお呼びして文化経済交流を図る

べきだと、こういゆうふうに思っております。

だから久米島の今後というのを考えてみた

ならば久米島には、キクザトサワヘビ、これ

は中国の雲南省だったかな向こうとの兄弟分

がおります。久米島はホタルも向こうの流れ

じゃないかといわれております。そしてその

他にも中国との大陸続きの時の歴史そういっ

たものが、まだ生物学的にも残っているよう

です。その意味からも容易に駐日中国大使を

お呼びできるのではないかと、こういうよう

な意味でも、ぜひお願いをしたいというふう

に考えております。最後に町長のコメントを

いただきたいと。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

中国大陸との交易の話までいきましたが、

角力協会につきましては、これまでは本当に

協会が頑張ってくれて後継者育成もできてい

るということです。ただ私どもは、今、財政

改革の中で各団体への補助金というものを見

直しつつありまして、やっぱり申請、補助す

るということで、これまで補助金をずっとや

っていただけじゃなくて何に使うという目的

の補助金があれば我々も各団体から今は和牛

組合の団体ですが、これは畜産振興のために

組合を作って、それに対する補助金もだんだ

ん自分たちで活動できるようになって、だん

だん減らしてきて、今７万円ぐらいかな、そ

のぐらいになってきている状態を考えます

と、これも全体的な中で考えていかないとい

けないんじゃないかなというふうに思いま

す。

そして中国から駐日大使を呼ぶという話で

すが、これは私の頭脳では今のところ考えて

おりません。ただ確かに宇江原議員がいわれ

るとおり、私ども、今、久米島の産業という

のは目は中国に向かっています。香港で先々

週、物産展、久米島ブースも作って、そこで

クルマエビ、モズク、ウミブドウ等を展示し

ています。そして来週は貨物船が花咲港に入

って、その貨物船で阿嘉の水天然水を中城港

を経て本土と中国というふうに、今、計画を

しているということです。ですから中国との

関係というのは、これからも我々の売り先と

いうのはそこじゃないかなというふうに思い

ます。

中国大陸との交流というのは確かに以前か

ら琉球王朝に征服されるまでは独自で交易を

していたんじゃないかという形跡があって、

非常に古い歴史からいいますと揚子江の大河

のイタヤガイが阿嘉の山の山中に化石がある

とか、いろいろ昔は繋がっていたということ

がありますね。

浙江省にあった紫金鉱が久米島に、栄えて

久米島にあるということは中国と結びついて
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いたんじゃないかなと思います。これから機

会があればそういうところまでひっくるめて

考えていきたいというふうに思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

町長の今のコメントについて、ぜひ前向き

にやってもらいたいと同時に前村基金という

のが、２億円ありますが、これをそういった

角力協会あたりの助成増額というようなもの

とかに３カ年４カ年ぐらいで使い切るぐらい

の思い切った措置も含めて考えてみたらどう

かと思っております。

ストックしてもわずかの金利でしょう。と

いうことで町長に前向きな姿勢で対応してい

ただきたいということで私の質問を終わりま

す。ちょうどですね。

（宇江原総清議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

どんぴしゃの質問時間有効につかってくれ

ました。これで宇江原総清議員の一般質問を

終わります。

次に12番仲村昌慧議員の発言を許します。

（仲村昌慧議員登壇）

○ 12番 仲村昌慧議員

12番仲村です。通告書に従いまして２点質

問します。

まず１点目、持ち家手当てについてであり

ます。持ち家に対する住居手当をめぐっては、

平成21年に国が廃止したのを受け、総務省が

地方にも見直しを要請してきましたが、沖縄

県は38市町村で制度が残っています。持ち家

手当とはどういうものなのか。本町は、この

制度が残っているのか。残っているとすれば、

今後見直す考えはないかお伺いします。

次に、ショウキズイセンの群落についてで

あります。ショウキズイセンとは紅い花が彼

岸花といいますが、彼岸花科の黄色い色をし

た物がショウキズイセンであります。久米島

には沢山自生していて、おそらく全国では久

米島が一番数としては多いと思っています。

このショウキズイセンの植物を久米島の資源

として久米島の島おこしをしたいということ

で、私はこれまでショウキズイセンの群落に

ついて今回で３回目の質問をします。平成7

年から平成12年にかけて、だるま山公園一帯

に約３万球のショウキズイセンの群落ができ

ました。毎年10月に黄色いきれいな花を咲か

せて、人々の目を楽しませてきましたが、近

年は花数が減ってきています。一方、昨年空

港入口より長竹松並木に向けて、かなり多く

の花が咲き大変好評でありました。去年の写

真がございますが、これ10月に咲いた写真で

す。18年にこの場所に試験的に植えてみよう

ということで植えましたら、元々は彼岸花は、

原野、山林の中に自生する植物で半日陰の植

物でありまして、この場所を試験的に植えま

したら見事に４、５年かけて見事に咲きまし

た。この松の木とこの薄暗いところで生える

黄金色が非常にすばらしいと沢山の人から好

評ありました。

この彼岸花の群落の規模拡大をこれからお

願いしたいと思っております。

私は、ショウキズイセンの群落の規模を拡

大し、迫力ある群落を造ることを提言してき

たが、財政が厳しい中、年次的に計画を立て

て進めるのが厳しい状況でありました。幸い

今年度は、一括交付金によって「球美の島緑

化推進事業」で、ショウキズイセンが保護増

殖の対象植物となり、今後ショウキズイセン
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の群落の規模拡大が期待されます。ショウキ

ズイセンの増殖・植栽計画、群落づくりにつ

いて当局の見解をお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

12番仲村議員の質問にお答えいたします。

持ち家手当てについて、持ち家に対する手当

てについては、住居手当の中で自己の住宅を

新築または購入した場合５年間に限り月額2

千500円を支給するもので、本町もこの制度

が残っています。給与度の運用は、国、県に

準ずることになっていますが、国と県の制度

が異なる場合は、原則として県に準ずること

になっていて、県もこの制度が残っています。

今後について、県や他市町村の動向もみなが

ら職員組合と協議したいと考えております。

ショウキズイセンの群落について、現在、

町では５年計画でショウキズイセンの増殖に

取り組んでおります。今後一括交付金を活用

しショウキズイセンの群落づくりに取り組ん

でまいります。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

持ち家手当てについて再質問します。今年

の１月23日に朝日新聞で橋本徹大阪市長が持

ち家手当ての廃止方針を打ち出したことを報

じました。そもそも、なぜ持ち家に手当てが

付くのかとネット上では話題になっていま

す。大阪の職員約38,000人のうち約半数が手

当てを受けており、もし手当てが廃止されれ

ば年間総額20億円ほどの削減効果があるとい

われいます。

これはネットに寄せられたいろんな声であ

ります。これって大阪だけなの？ 全国だと

もっとすごい額になるんじゃないの？ 調査

してみてほしい。

３月16日に総務省が公務員の給与の調査結

果を発表しました。17日のタイムス、新報、

両方でそれが報じられました。本町でも町民

から疑問の声が上がっています。現在、本町

のこの実態は持ち家に対する対象人数それか

ら額についてお示し願いたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

本町についても持ち家手当てについては現

在残っております。対象人員が11人、支給月

額が2,500円×11ですから2万7千500円、年間

で33万円となります。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

住宅手当も含めてですが、久米島町では賃

貸住宅で58名の方が支給対象になっていて月

々平均2万259円支給されています。それが月

総額175万5千円になります。１年にすると1

千410万円。それから持ち家の答弁がありま

した11名、月2千500円のトータルで2万7千50

0円、これをトータルで年間しますと33万円、

両方をプラスしますと年間1千443万円になり

ます。このような状況は町民の皆さまにも知

っていただきたいということで今質問しまし

た。

それから、この持ち家手当ての廃止が打ち

出されてから、このような意見が出されてい

ます。改革が目に見えるレベルで素早く実行

されている。これこそ国民が望んだ姿だ。と
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橋本市長を評価しています。関西は狂ってい

るいままでの首長は何をやっていたんだ。ま

たこういうこともあります。この風潮を全国

自治体にも広めてくれ、どれだけ無駄に税金

が使われているか徹底的にあぶり出せ。とい

う声も上がっています。これじゃいくら税金

を払って足りんわ。という大阪府民の声があ

ります。次にこういう声もあります。一般市

民が払った固定資産税で公務員の住居手当が

支給されているんだよ。次に、こういうこと

もあります。民間の手当ての財源は自分で稼

いだ金、公務員の手当ての財源は他人の稼い

だ金、この違いはわかれよな。という声もあ

ります。そのような状況の中で久米島町は今

の答弁にあったように、県、他市町村の動向

を見て検討をすると、町長これは事務的な答

弁にしか思えないんですが町長、今のような

声を聞いて町長はどのようにお考えなのか。

持ち家手当てに対する。お聞きします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

例えば公務員の給与について、議員の給与

もそうですが、私の報酬もそうですが、各市

町村と同じような方向性を持たないと非常に

将来的に、例えば、私は町長ですが、それが

ずっとやるわけではないし、議員の皆さんも

そうだと思います。ですからそこらへんは非

常に難しい問題がありまして、もちろん職員

の組合との関連、あるいは他市町村との関連

非常に難しい問題がありますが、できれば、

この件に関してはここに書いてあるとおり職

員組合と協議したり、あるいは、他の市町村

の動向を見ながらやっていきたたいというふ

うに考えております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今、全国の1,794自治体で、これを廃止し

たのが、999自治体、57％の自治体が廃止し

ているんです。しかし、47都道府県の中で16

道県が廃止しています。道県の比率としては

わずか34％ですが、各自治体は57％に上がっ

ています。県に準じなくても各市町村ででき

るということなんですよ。

沖縄県では、今帰仁、それから粟国村、そ

れから多良間村、その３自治体が支給してお

りません。久米島町の町民の平均所得、町長

もご存じだと思いますが、200万前後ですよ

ね。そういった中でアパート住まいしている

人たちが４、５万のアパート借りながら非常

に苦しい生活を送っているんです。それが公

務員が２万円余りの毎月の手当てがある。そ

れは町民にとってもおかしいよねと言わざる

を得ないと思っています。

それでも町長は、今のような答弁をなさる

んですか、僕は早め目に、これは島民の批判

が多くならないうちに早めに僕は検討すべき

だと思っています。いかがお考えでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

この住居手当てについては、今、説明があ

ったとおり、全国的には、大方、廃止されて

いますが、沖縄県だけ41市町村中３市町村除

いて全部残っているという状況にあります。

これについては、おそらく人事院勧告制度が

基本的にこれまでは、ずっと国も県も同じよ

うな答申でやっていたわけですが、地域給の

考え方が入ってから必ずしも国の人事院勧告



- 42 -

と県の人事委員勧告が異なることが、この３

年ぐらい出てきたんですね。異なった場合は、

市町村は基本的には県に準じますという考え

方があります。これは低いときも、要は国の

削減幅より県が大きいときも含めて、県に準

じますよという考え方があります。これは21

年度の人事院勧告で出まして22年度から実施

ということになっているわけですが、県につ

いても給与の特別カットがございました。一

律カット、特別条例に基づいて、そういった

条例の関連もあって、おそらく、今現在残っ

ているのではないかと考えています。

本町についても４年間、給与の特別カット

をして約４億円ぐらいの給与カットの協力を

頂いております。そういうことで現在残って

いますが、仲村議員がおっしゃるような住民

感情もあるということも承知しておりますの

で、それも踏まえて職員組合とも協議をやっ

ていきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今、総務課長の答弁では、カットというん

ですが、しかし、今年の４月から国家公務員

7.8％カットされる。それで逆に逆転するん

ですよね。今回、それご存じだと思うんです

よ。それはもちろんとおらないと思います。

総務省では、各自治体の持ち家手当ての見

直しを認めて、多くの自治体が廃止に踏み切

ってきております。もうこの手当ての廃止は

必然的になってきているんですよ。町長。事

務的には今の総務課長の答弁でよろしいと思

うんですが、町長の考え方として、私は、早

急にそれを見直し廃止の方向で検討すべきじ

ゃないかと思いますが、町長再度お願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これは、私が、見直すということで直ぐで

きるわけではありませんので、職員組合と協

議して前向きに進めていきたいというふうに

考えます。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

橋本市長は、はっきりと見直すと言ってい

ますが、町長も町民の住民感情を考えて、検

討していただきたいと思います。

次に、ショウキズイセンについて、再質問

をします。実は、私、平成16年にこの質問を

しました。旧具志川村では、平成７年から平

成12年にかけて3万300球の球根の群落ができ

ました。そのときに、この3万球の球根の10

倍、30倍を増やして規模拡大を提言してきた

わけでありますが、年次的に増やしていくと

いうことでの答弁がありました。

その後、平良朝幸町長になってからも計画

して作っていきたいと述べておりましたが、

なかなか予算の関係もあって、年次的な計画

ができていないような状況であります。

実は、昨日、空港入口がら長竹の終点とい

うか、そこまでの距離を測ってきましたが、

約1.7㎞あります。これをおそらく30万球で

は足りないとは思うんですが、まず球根を30

万球に増やしていただきたいなと、５年の年

次的計画でもって、やっているとおっしゃっ

ていますので、幸いにして今回の一括交付金

がありまして、特に今回の一括交付金、地域

の創意工夫が発揮でき地域の活性化に繋ぐ事
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業にまさに合致すると思ってますので、この

５年間で１年間１万球増やしていくと５年間

で５倍になるんです。それで５年間をずっと

１万球増やしていきますと25万球、今ある物

含めて約30万球になりますので、６年目から

５年間かけてトータルで10年間かけて、この

迫力ある群落を作っていただきたいなと思っ

ておりますが、これについて担当課の方から

お考えをお聞きしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

ただいまの質問にお答えいたします。以前、

仲村議員からご質問いただきまして、町とし

ても、だるま山公園からショウキズイセンの

球根を株分けして、現在、町の苗畑で５年計

画で増殖をするということで頑張っておりま

す。そうしますと今の苗畑の面積でも足りな

いと感じております。幸いこの一括交付金を

利用しまして、県内に久米島町以外にも黄色

いショウキズイセンが２カ所３カ所咲く地域

がございますので、そういう地域から球根が

購入できるか、調査もやりまして、計画的に

球根を増やします。おっしゃるとおり昨年、

空港のそこがたいへんきれいに咲きました。

我々も写真を撮って町のホームページにアッ

プしまして大変好評いただきましたので、や

はり目で楽しむ、そして口伝えでいろんな話

を聞いて、それを見に来る。いつ頃咲きます

かということで電話の問い合わせもございま

すので、環境保全課としても積極的に球根を

増やしていきたいと思いますので、いろいろ

そういう島内でも個人的に球根を持っている

方々がおりますので、いろんな情報も提供し

てくれる方々がいれば一緒に協力して取り組

んでまいりたいと思いますので、ご協力お願

いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

2000年頃でしたか、沖縄大学の元副学長の

山門健一先生が講演しておりましたが、久米

島のショウキズイセンはたいへん珍しい花で

あると、オランダのチューリップ畑、それか

ら北海道のヒマワリ、ラベンダー、それから

宮崎のコスモス、そして菜の花に匹敵するぐ

らいの名所になりますよということを述べて

おりました。そしてこの彼岸花研究家の松江

幸雄氏という方、高齢者の方ですが、埼玉県

の高田市高麗本郷巾着田に300万の赤い彼岸

花の群落があるということで、これが日本一

の群落だといっております。他にも群落があ

るんだけれども、しかしショウキズイセンに

よる群落は見たことがございませんと言って

おりました。この先生はかつては彼岸花は縁

起の悪い毒を持った花で忌避されていました

が、今では妖艶な美しい花として愛好され、

秋の風物詩として文芸作品にも多く登場する

ようになったといっております。

実はこの花言葉が以前は「悲しき思い出」

という花言葉でありましたが、これを返上し

て律儀にも季節をちがえず咲く、この花に、

この先生が「決して忘れません」という花言

葉を呈しております。ぜひ、この迫力ある群

落を作って、そこを訪れる人たちに、決して

忘れませんという感動を与えてほしいと思っ

ております。

担当課のみなさん、ぜひ計画を立てて進め

ていただきたいなと、この山門健一先生はこ

ういうことも述べています。
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計画は実践のためにある。実践は確かな技

術に裏打されていけないといけない。緑の技

術が、これまでの技術の世界の中では、ない

がしろにされてきました。今では重要性が認

められつつある。その技術を有する者、その

必要性を心の底から理解できるものは極めて

少ない。そんな状況の中で私たちは知恵を出

し合って、新しく築き上げるという作業が必

要とされている。それができるのはお互いの

誠意であり、信頼であり、また強い意志と柔

らかい心を持つことであると述べています。

一緒にこの群落を作っていきましょう。町長、

最後にコメントお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これまでショウキズイセンについては以前

から仲村議員が、ご尽力でいろいろ町も株分

けしてもらって増殖してきたわけですが、我

々は今回も緑化推進事業の中で、このショウ

キズイセンあるいは久米島のツバキ特有のツ

バキそれと久米のサクラいろいろな植物をど

んどん増やしていこうというふうに思いま

す。ただひとつ問題は何処でもそうですが、

伊江島あたりはテッポウユリが非常にきれい

に咲きます。やはり役場が植えて、やること

はできるんですが、なかなか細部の管理とい

うのは住民の皆さんの参加によるボランティ

ア活動というのもこれからの問題じゃないか

なというふうに思います。これもひっくるめ

て積極にやっていきたいというふうに思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員の質問を終わります。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

次に６番安村達明議員の発言を許します。

（安村達明議員登壇）

○ ６番 安村達明議員

安村でございます。２点ほど質問というよ

りは、お願いという気持ちの方が強いもので

すから、久米アイランド前の道路整備につい

て１問目です。

平成20年頃にもイーフ地区の道路整備を要

請したが、未だ整備されておらず比嘉から久

米アイランド前道路は、交通の便が悪く苦慮

している。観光シーズンに入る前に、せめて

道路の中央線だけでも早めの対策をお願いし

たい。

２問目は、鳥害について、鳥害に対して町

の現在までの取組を伺いたい。特にカラス、

高齢者の方々から悲痛な声があり、私もその

方々への対応に苦慮している。そして、今後、

町の取組はいかがでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 平良朝幸町長

６番安村議員の質問にお答えいたします。

久米アイランド前の道路の整備について、

同道路の整備については、国庫補助による事

業採択について毎年県に申請をしています

が、採択要件に合致しない部分がある事や県

全体での優先順位の理由により依然として未

採択のままであります。しかし、この路線は

県道と観光地を結ぶ重要な役割を担っている

ため、ぜひとも整備が必要であると考えてい

ます。今後も事業採択の目処がつくまでねば

り強く要請してまいります。

次に、区画線の設置による交通事故未然防
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止対策については、早い時期に対策を講じた

いと思います。

鳥害について、捕獲かごで有害鳥獣である

カラスの対策に取り組んでおります。区長会

からも同様の要望がございましたので、現在

新たな捕獲カゴをいくつか作成しカラスの対

策に取り組む計画でございます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

今から４年前ですね。そのときの質問に対

しても、町長はこの路線は交通量、歩行者が

多く道路も悪く交通事故が多発の危険性をは

らんでおる。急な整備が必要と感じていると。

早期対策をやりたいということを答えておら

れます。

盛本課長、久米アイランド前の道路に関し

て旧仲里村の事業でやっていまして、10年ぐ

らい前です。イーフの商店街前の道路はそれ

より早く、14、５年余りを経過していると、

この答弁の中でも銭田から県道に接する箇所

など一時改良済みということもあるんです

が、早めの措置をしたいということを話され

ておりました。

今度は、イーフ地区方面はマラソン、自転

車、駅伝コースでもあるし、これからいろん

なものがイベントとして、活用されるような

状況の所なんですね。そういうところで中央

線さえ整備されておらず、対面通行ですので、

よくそこで事故が起こらないもんだなという

ことで、とってもみんなが疑問に思っている

わけですよ。そこで警察関係の方がいらっし

ゃらないもんだから、消防長、あんたあれで

しょう、消防車両、緊急車両運行しています

よね。そういう対面通行で中央線がない道路

通るとき、どういうことに注意しますか、答

えてみてください。

○ 議長 喜久里猛

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

特に県道等の場合には安心して通れるんで

すが、歩道等のない道路、それから非常に道

の悪い道路、特に迅速に行くためにはある程

度のスピードを出す必要があります。災害時

に、そういうときにもやはりそういうような

状況ですと最終的に自分たちの目標が遅れる

場合があります。

また、救急患者等の搬送等につきましても

やっぱり振動を与えないで静かに運ぶという

のが理想的ですので、そのへんも含めますと

本当に道というのは、誰でも安心・安全に走

れる歩けるというような状況であってほしい

と思っております。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

道路を通行するときは運転技能上手い人と

いうか慣れている人というか、中央線なんか

見ていませんよ。漠然と運転していますよ。

ということは前から車が来ればそれに対して

の反応ができているわけですから、しかし僕

がそういう話をすれば事業的な欲、入ったよ

うな話になるんですが、やはり教習生の指導

する立場になりますと、それでは上手くいか

ない。最近、高齢者講習が始まって高齢者の

方々が一生懸命免許を維持して持ちたいとい

う気持ちで高齢者講習を受けに来るわけです

よ。でもその人たちの実力からいえば、対面

道路で中央線のない道路でよく車を運行、自
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由にさせていると、いつか大きな事故が起こ

ります。それで免許課の方から、今度注意さ

れたことがありまして、あなたは議員である

前に会社の設立者であり校長でもあると言わ

れ、グーの音も出なかったですよ、僕は。町

にお願いして４年経って何の進展もないじゃ

ないですか。町長コメントがあったら。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

整備に関しては努力をしているところでは

あるんですが、なかなか事業化ができなくて、

現状というかたちになっております。いろい

ろ悪い状況も重なってはいるんですが、その

採択に向けての条件ですが、今後とも粘り強

く県、国に対しての整備要請はしていきたい

と思います。

区画線に対しては直ぐにでもやりたいんで

すが、区画線を引く業者が沖縄本島にしかい

ないもんですから、このためだけに呼ぶとか

なり金がかかるということで、現在町の事業

で縦断線やっていまして、その縦断線が来月

の中旬ぐらいに終わります。舗装終わって区

画線を引きますので、それと同時にそこの道

路も区画線は引きたいと考えています。

○ 12番 安村達明議員

何月？

○ 建設課長 盛本實

７月の中旬頃です。来月です。

○ 12番 安村達明議員

いい話です。

○ 議長 喜久里猛

12番安村達明議員。

○ 12番 安村達明議員

これは読み上げる状態になるんですが、現

在に至るまでは、何時か整備をするだろうと

考えていました、私は。これからの試験は大

目に見られないよということを、この前しっ

かりと言われております。

今まで対面通行で危険性があれば試験官が

補助してあげて、ですから久米島で免許取れ

ない人は、他の所では免許取れないよという

ぐらい試験官は運転免許を考えて今まであげ

ていたんです。

僕が自動車学校を始めたのは昭和46年なん

ですよね。40年はなります。この40年の間に

３世代変わってきました。戦前、戦後、復帰

前後、最近、復帰前後生まれの方が試験官と

なって来るようになったんで、まだ要請中の

方がおられます。こういう方たちは真面目で

律儀であまり融通が利きません。こういう道

路で大目に見て試験を通すよとか、通さない

とか、ものすごく引っかかってきているわけ

ですよ。この若い試験官は、フォローしなが

ら来る試験官というのは、アドバイスをする

んですが、理解できないみたいな態度とるも

んですから、今までいろいろ免許課の方から

考えてもらって、試験をやってきたんですが、

中央線がなくてもやってきたんですが、これ

からは時代が変わっていくわけですから、こ

ういうのは許されなくなります。試験できな

くなる。受けたい人は中央線がないもんです

から、対面車が中央線を越えてきたら、その

まま行ってしまうと接触事故になるか、事故

になるか、急ハンドル切る急ブレーキをかけ

る。ほとんどそういう危険行為の状態になっ

てしまうもんですからね。ですから私は、今

度、課長に私道路の整備というよりは、先に

その中央線をやってもらいたいということが

一番の私のお願いだったんですよ。



- 47 -

もう一つ聞きますよ。これがもしアイラン

ド前の道路の整備ですね。整備やるんだった

らいつ頃になるのか。イーフ地帯は今さき話

が出ていますよね。もう測量やっているんじ

ゃないですか。その道路に対してはいつ頃か

ら始まるのか、ちょっと聞かせてもらえます

か。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

イーフの前の道路は、久米島一周線という

県道に認定されていまして、銭田からＢＧの

前までは県の方で整備始まっています。一部

工事入っていまして、排水関係、これは順調

に進んでいます。比嘉からアイランド前は町

道になっていまして、この町道の採択がかな

りむずかしいということもあって、これもか

れこれ４年ぐらい要望し続けてはいるんです

が、一次改良済みだという部分とか交通量の

問題とかでなかなか基準をクリアするような

条件を満たすことができないもんですから、

今のところ未採択の状況にあります。

でも、いろんなかたちの中で一括交付金の

流れとか、事業内容そのものが、以前あった

費用対効果の分が緩和されている分とか、そ

ういう条件が変わってきていますので、将来

は採択される可能性は十分あります。

○ ６番 安村達明議員

大抵の目処、何年ぐらいというのはつかな

いんですか。

○ 盛本實建設課長

今の状況から何時やるというのは、なかな

か言えない部分がございます。よろしいです

か。

○ ６番 安村達明議員

はい、よろしいです。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

中央線を線引いてもらうということで、そ

れ以上はやりません。レンタカーとかタクシ

ーとか福祉バスとか路線バス、いろいろクレ

ームは付いていなかったかとか、そういうこ

とも聞きたかったんですが、これは一応取り

やめて、謝名道側のスクールゾーンである道

路、私、幅員、測ってきました。そしたら5.

6ｍあります。車の車両で一番大きい車両で

バス、クレーン車でも2ｍ40ぐらいですから、

ここは幅員的にいえば中央線入れられないと

思います。3.5ｍ以上なければね。片側でね、

ですからその道路に対しては、試験として活

用する道路ではあるわけですから、中央線を

入れられない条件にあるわけですから、点で

中央がここだというのがわかるような、これ

は案内表示ですから町で十分できると思いま

すね。町の判断でも、そういうような方法は

ないのか、できないのかということ。これ聞

きたいと思いますね。

それと道路というのは、表示が引かれてい

ても標識がなければ、この道路の優先順位と

いうのは適用されませんので、この謝名道側

のスクールゾーンで小学校の手前に止まれの

標識が去年の５月の台風でしたか、あの時に

飛んでない。そこで試験始まったら教習中の

時あった物が、台風終わって試験やろうとし

たら、無くなって、教習車が止まれの線がな

いものですから、そのまま通過してしまった

ら、中止事故みたいになってしまったんです

よね。標識がなければ、左方優先で徐行で通

過できるわけですから、そのときに、この試
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験官の方は、これではかわいそうだというこ

とで多めに見てくれて、合格させてくれたわ

けなんですが、試験官の方から仲里の謝名堂

の駐在所の方にお願いをして標識の取り付け

をお願いしたみたいな話があったんですが、

そういう話はなかったですか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの仲小の近くの停止標識について

は、今、把握しておりませんでした。これに

ついては公安委員会の所管となりますので町

の方からも要請はしておきたいと考えており

ます。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

総務課長、取り付けました。これ、僕の方

でやろうとしたら、自動車学校の方でやろう

としたら、これはそうでなくて町にお願いし

て、町からやるもんだということで、試験場

の方から、これを持ち込んで持ってきてもら

って、そこの警察官を立ち会いさせて取り付

けました。何時なるかわからないもんですか

らね。そういう状況もいろいろあるものです

から、標識等々がこのへんでなくなるとか、

台風の後とか災害時の後というのは発生して

いるわけですよ。台風の後というのは、晴れ

てしまえば試験は続行するわけですから、そ

のときに、いきなりなくなったときに対応が

できなくなるような状況が続きますのででき

るだけパトロール車を出して、そういう所は

点検してもらいたいと思います。もし緊急の

ものであれば、うちの会社にも止まれとかと

いう標識がありますから、それを町の方でや

るとかやってください。

それとこの前おもしろい話が、何処の町長

だったか、道路は造ったんだが信号がないと、

やっぱり道路は文化の始まりと一緒ですか

ら、その町は、2千600万円予算を組んで、そ

れを県にお願いしたと、県に、でも県警はお

金もない。県は一括交付金たくさん取ってい

るわけですから、ありますよね。そういう状

況からいったら、やはり町の方が、しっかり

管理して要請していかないと久米島の道路状

況はあまりよくならないと思います。

それからもう一つ謝名堂側の道路のことな

んですが、あっちは中央線入れなくていいで

すから、中央線幅15㎝幅ありますから10㎝ぐ

らいの幅の線を入れて10ｍ間隔で点々打って

いけば、それを目標にして車は走行できます。

夜間でも前照灯は上を向けば100ｍ照らす、

下向ければ40ｍ確認できるもんですから、そ

ういう点線があれば、それに応じた対面通行

できると思いますので、そういうところも検

討してみてください。

それから歩道があって歩道の植栽何も植え

られていない。ただ草が生えているだけ、そ

ういう道路は全国的に小学校の子どもたちの

事故が多いですよね。そういうこともあるも

んだから、よく点検して、そういう所は花も

何も植えないんだったらアスファルトで埋め

て、歩道をしっかり子どもたちが通行できる

ようなかたちでこういうふうな安全な方法を

とっていただきたいなと、そういう気持ち私

は、持っていますので、そういうところも、

ぜひ、検討していただきたいと思います。こ

れはひとつ通過と思っておりますので。

次はカラスについてです。鳥害問題ですが

カラスの問題は他の市町村でも駆除している
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ことは、私も承知しておりますが、自給自足

をしている高齢者の方々野菜、果物等を作っ

てＪＡや店舗に納めている方々がいらっしゃ

るわけです。この人たちは、低所得者が多く

て、こういう野菜とか、そういうものを植え

た時点でいきなり、カラスに狙われたらもう

ものすごい剣幕で、町ヤー ヌーソーガ、議

員ヤ ヌーソーガーってもう年寄りだから言

葉返せませんよ、本当に、イヌチルミーだっ

たら許しませんけどね。そういうこともある

もんですから、町の取り組みも理解できるわ

けですが、直接そういうふうな人たちがいた

ら平良課長、いいですか。そういう人たちか

ら電話なりなんなりあれば、直接部下を送っ

て、説明なりなんなり対処の仕方の方法とか

そういうもの説明できないのかどうか。答え

てください。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

町民の方々からタンカンとか、スイカとか、

トウモロコシとか、そういう被害があった場

合は、うちの職員と産業振興課のそういう野

菜とか果樹の担当と一緒に現場行って写真を

撮りながらお話を伺っていますので、またそ

ういう情報があれば直接両方連携してお話を

伺って対策をやっていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

今もとってもいい答弁でした。他県にはア

ユだけ鵜にやられて、鵜の巣を壊してあるい

たりとか、疑似の卵を作って、それで卵の数

を減らすとか、そして今度は自分の県道の前

の植栽にカラスが集まりすぎて糞がたいへん

だとか、何処の県だったかわからんですが、

天敵は鷹だということで鷹匠が県にはおって

鷹を持ち込んできて、その鷹を放して、カラ

スを追いやったりとか、他の県でもいろいろ

やっているんですよね。これはあんた方やっ

ていないといっていないですよ。よく頑張っ

ているのはわかっています。ですから、あな

たがさっき話されたように、私が住所、氏名、

電話番号でも教えますので、ぜひ、行ってそ

の人と会って対処方法、やり方、方法説明し

てきてください。よろしいですか。

行ってもらえますよね。

○ 環境保全課長 佐久田等

はい。

○ ６番 安村達明議員

それがみんなできましたので、これで私の

質問終わらせていただきます。

（安村達明議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで６番安村達明議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午後 ３時18分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後 ３時28分）

３番平良義徳議員の発言を許します。

（平良義徳議員登壇）

○ ３番 平良義徳議員

休憩お願いします。

確認、誤字と脱字が入っています。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午後 ３時29分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後 ３時30分）

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員
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３番平良です。１点だけ質問いたします。

椎名川の倒木の除去について。 去った４月1

9日から20日未明にかけての豪雨で本町全域

で道路の決壊や崖崩れが起こりました。また、

川の氾濫等で農作物が大きな被害を受けてい

ます。担当課では復旧に向けて取組んでいま

すが、特に椎名川一帯では花卉や野菜農家が

多く、野菜や農機具、またハウス等が被害に

あっています。

その大きな要因として川が氾濫したためと

思われます。ハウスの状況からみて約1.5m以

上水位があったのを確認しました。

氾濫理由として、数多い倒木に雑草等が集

積したためだと周辺農家の意見あり、倒木の

除去の要望があるが、その除去の考えはない

か。町長に伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

３番の平良議員の質問にお答えいたしま

す。椎名川の倒木の除去について、現場確認

を行ったところ、状況からすると河川内の樹

木に雑物が堆積し、河川の流れを阻害し、そ

れの影響により水位上昇が起こり周囲の農地

に冠水被害を起こしたと想定されます。この

ままの状況を放置すると、これからの台風シ

ーズンを迎えるにあたり、さらに被害を被る

可能性があるため、早急に対策を講じたいと

思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

本町でも、幾つかの河川が例えば浦路川も

そうなんですが、ホタルの生息地また観察場

所となっています。椎名川一帯もホタルの観

察場所となっているし、また夏には子どもた

ちが川遊びする光景が見られます。本町でも

景観計画の推進もやっていますので、倒木の

除去と並行してある程度の川の周辺の樹木の

雑枝等を切り落として景観の良い川にしてい

ただきたいと思いますが、意見お願いします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

現場確認しました。町長からの答弁にもあ

るとおり、雑物が引っかかって、それが川の

流れを阻害して、そして被害を受けたという

状況にあります。こういう状況を確認したん

ですが、他にもいろんな要因があるんですね。

雑木だけではないんですね。その中にはビニ

ールとかパイプとかハウスの単管の切れ端と

か、そういうのがけっこうあるんですね。今

回、環境保全課と調整しまして、早急に対策

はやることにします。その中で協力してもら

いたいのは、農地に重機とかトラックを入れ

ないと人力だけではかなり厳しい部分があり

ます。議員さん、区長さん、農家も含めて、

現場を確認して、どういうふうなかたちで、

それを除去できるか早急に検討して早めの対

策をしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

因みに今回の豪雨で災害が適応された箇所

は何カ所なのか、それから被害額ですね。現

在復旧作業をやっている所もあると思います

が、概算でいいですので、どれくらいか。

それから特に災害と認められる判断基準と
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いうのはどういうふうにやっているのか伺い

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

先月の雨でかなりの被害を受けておりま

す。道路だったり農地だったりということで

沢山ありますが、国の災害復旧事業に該当す

るのは、土木だけなんですね。縦断線の一部

と儀間１号の一部、今日、国交省から査定が

お見えになって、現在、現場で確認していま

すが、国に要求しているのが4千万の事業費

で要求しています。

農林サイドも要求はしたんですが、この要

件を満たすことができなくて、一部にかんし

ては単費でやる方向で進めております。

全体でいくらぐらいかということなんです

が、箇所にして約60カ所ぐらいの分がありま

す。それがいくらぐらい復旧にかかるかに関

して、まだ算定はしていないんですが、町が

できる分と個人でやっていただかなければい

けない部分があって、そのへんの判断という

のが非常に難しい部分があって、町ができる

のに関しては、徐々に進めているところでは

あるんですが、全体的に被害額というのは算

定はしておりません。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

普通で災害復旧が起こった場合、特に新聞

等で報道されますよね。被害金額とか、そう

いうのがなかったもんですから、今、質問い

たしました。

今後、災害で被害、今回もそうだったんで

すが、農機具とかハウス機材それで被害を受

けた方々とちょっとトラブルがありました。

これまで小さい災害、または、大きい災害そ

のへん災害なのに、なんで補償できないかと

いうこういった面もきちんとできないところ

はできないという具体的な説明がほしいと思

います。災害時にですね。

それから今後こういった被害が起きた農家

に対して、少しでも負担できないかというこ

とも検討していただきたいと思います。

農家はコストがものすごくかかる産業なん

ですよ。機材等は高くて、また収入が少ない

と、そのへんもぜひ考慮して、被害にあった

方々に少しでもいいですので、負担金をあげ

ていただきたいと思います。そのへんも含め

て、これはちょっと確認なんですが、畑地に

野菜植えている所なんですが、土が流されて

埋め戻しのために何処か土が貰えないかとい

う情報提供もいただきたいと思いますが、そ

のへんよろしくお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

基本的に災害復旧の判断基準というのは、

当然災害としてしか認めないんですが、認め

る認めないというのは基本的にやろうとして

いるのは、公共施設を中心にやっていくと、

公共施設の影響でなんらかのかたちで個人に

被害を与えた分に対しては、その原因が公共

施設の原因であるのであれば復旧に対して町

も協力しましょうということになってまし

て、公共施設の影響以外の分に関しては、個

人でなんとかやってもらいたいという、だい

たいそのへんで基準の判断はしています。

今の土の問題ですが、土は我々としても探

してはいるんですが、なかなか見つからない
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部分があって、今、公共施設によって被害を

受けた分に関しては、その手当てをしようと

いうことで、我々も動いているんですが、土

の確保が難しくて、まだほったらかしている

状態であります。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

何処か土がありましたら、早めに情報を入

れてほしいと思います。

冒頭に戻りますが、これから台風４号も既

に発生しています。これからどんどん台風が

来ると思いますので、早めに対策をして農家

の皆さんに安心させるよう重ねて要請し質問

を終わりますが、答弁内容の対策を講じたい

というところが少し気になりますので、この

へんの件について具体的なコメントをお願い

します。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

先だって建設課長と建設課の職員うちの職

員、視察をしてきました。やはり大型の重機

を入れて、トラックを入れてユニックで引っ

張りながら切断して、重機である程度、流れ

た石とかを戻しながら作業していかないとな

らないものですから、やはり議員さん含め、

区長さん土地の所有者、一緒になって晴れた

日に日程を調整して対策を講じていきたいと

思っております。よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

私も一応、地主には確認しました。この畑

から重機等を入れるんでしたら入れてもいい

ですよという確認は一応取りました。そのへ

ん作業をする際は、ぜひ連絡していただきた

いと思います。以上で質問を終わります。

（平良義徳議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで平良義徳議員の一般質問を終わりま

す。

次に８番島袋完英議員の発言を許します。

（島袋完英議員登壇）

○ ８番 島袋完英議員

８番島袋です。質問事項５点についてお聞

きいたします。

まず、兼城港からの出口、県道バイパスま

でのつなぎ道路がないということについてお

伺いします。

県道バイパスから直接、兼城港湾への道が

なく、大型車両の回転が大変不便であると、

特に、具志川側、阿里から比屋定といいます

か北原、大原の皆さんが港に降りるのにほと

んど字大田公民館の側の中央線、公園があり

ます公民館には、そこをほとんどの車がそこ

を通んです。朝早くから４、５時頃から、騒

音とそれから昼は非常に危険であるというこ

とで港の整備は終わったんだが、肝心な出口

の道路の整備が遅れていてたいへん危険だと

思いますので、早急に取り付けてほしんです

が、その計画はどうなっていますか。

それからこれも兼城（新城整備工場前）か

ら字大田（久米島総業前）です。現在歩道が

南側要するに兼城の港を出ると左折していき

ますとそこから仲泊まりまでの歩道がありま

す。1.5ｍぐらいですかね。ところが肝心な

集落がある北側の方は全く歩道がなくて、た

いへん危険は状態です。特に車、部落内の人

が出る、農業者の人たちが出入りする車とい
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うことも頻繁にあって、たいへん危険ですが、

ここの歩道の取り付けは計画はどうなってい

るかですね。

それから振興通りの道路改良計画で、今度、

交番前の旧海岸道路ですが、そこの改修があ

るというふうに聞いております。

そこで大田の橋、交番と側の橋ですね。こ

れの問題になっていると思うんですが、私は

この橋は非常にいわれのある歴史的な貴重な

ものだと思いますので、これはぜひ何処かに

移設して、保存していただきたいというふう

に考えますが、町長はどうですか。

４番目、これは町営遊技場と書いてありま

すが、いわゆるパチンコとかスロットとかそ

ういう場所の建築ということです。

島外者の経営する事業所が多数あります。

事業所名でいいますとココストアとか、Ａコ

ープ、コープ沖縄 それから今のパチンコ、

Ｐ－タイム等々あります。その中でもパチン

コといわれている遊技場が盛況であります。

特に雨の日はもちろんですが、キビ収穫時半

ば、後からはたいへんにぎわっております。

これだけ愛好家が、愛好家と言うんですか、

皆さん学校、学校といっていますが、このと

き通う人がいましたら、一層のこと町営で町

で作ってみたらどうかと思いまして、これを

提案しているわけです。税金も町長が就任し

ている間に８％の税収があるんですが、こう

いう遊技場を造ると納めたくない税金も、こ

こでは喜んで納めていくわけです。そういう

のもできるんじゃないかと思いますが、町長

はどう考えていますか。

５番目に、格安航空会社（ＬＣＣ）といっ

ていますが、この会社の誘致でも３月の議会

でも取り上げましたが、ただ黙っていてある

いは要請だけでは、難しんじゃないかと、そ

れで先ほどフェリー高速船の検討委員会と立

ち上げの話がありましたが、私は、この格安

航空会社の誘致でもやはり誘致委員会、そう

いうのを作り上げて精力的に要請していくこ

とも大事じゃないかなと思いますが、どう考

えていますか。お願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

８番島袋議員の質問にお答えします。兼城

港から県道バイパスまでの新道建設について

ですが、県道久米島空港真泊線（通称バイパ

ス）から兼城港へのアクセスにおいて車両の

大型化や交通量の増加とは相反し二車線道路

がないため、大田集落内の狭溢な道路を利用

する傾向が見られます。ところが集落内の道

路は幅員狭小の上、歩道がないため字大田の

住民にとっては非常に危険な環境に於かれて

いるのが現状であります。また、兼城港へ大

型トレーラーの出入りが多くなっている中、

仲泊側（旧道）から兼城港への出入りにおい

ては大型車両の回転半径が足らず大港橋方面

からの迂回を余儀なくされています。その様

な背景から交通安全対策はもちろんのこと、

産業振興の面からもバイパスから直接兼城港

へ乗り入れが出来る道路が必要であり、県に

対し同道路の整備を強く要望をして参りま

す。

兼城から大田までの歩道建設についてです

が、歩道設置計画の有無について県に確認し

たところ具体的な整備計画はないとのことで

す。その区間においては一部狭小（幅員1.5

ｍ）の歩道があり、その再整備については今
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後検討していくということです。しかし、既

存の歩道は歩行者が利用しづらい位置にある

ため、歩行者の安全確保のために新たな歩道

設置を要望してまいりたいと思います。

大田橋の移設保存について、同石橋が歴史

的、文化的に価値ある物なのか調査をし保存

に値すると判断された場合は移設保存又は現

況保存について県に要望いたしたいと思いま

す。

町営遊技場の建設についてですが、日本に

おいて、公営ギャンブルとして認められてい

るのは、競馬、競艇、競輪、オートレース、

スポーツ振興宝くじ、宝くじの６つで、パチ

ンコは公営ギャンブルとして認められていま

せん。したがって、町が公営ギャンブル以外

の遊技場を建設することはできません。

格安航空会社（ＬＣＣ）の誘致等について、

島外からの観光入域客数を増やしていくため

には、航空運賃の割高感は大きな問題であり

ます。ＪＴＡ・ＲＡＣや県にも小さな離島の

苦しい実情を訴えて国からの支援ができるよ

うに対策を講じるよう要請をしているところ

であります。

格安航空会社の新規参入については、久米

島の利用客数規模では大変難しい状況です。

引き続き関係機関や会社等からの情報収集を

行っていきたいというふうに思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

それでは再質問させていただきます。

一番目のバイバス取り付け道路ですね、兼

城港湾から。今度折角フェリーのバースも改

良工事が入ります。ゆくゆくはターミナルも

整備しなければいけないと思いますが、今一

番急いで欲しいのは、やはり今町長もおっし

ゃっていたようにロングの車両、トレーラー

が回転出来なくて結局大港、信号のところま

で行ってそれから右折して、兼城港に入るん

ですね。なぜかといいますと、そこから左折

する場合はウフナカ兼城のカミヤがあります

ね、そこの方はけっこうあるんですよ幅が、

それで電柱も立っていないんですね、その角

には。ですから回れるわけです。ところが大

田の方に出てくると回れない。一度地元の建

設会社がクレーン車を下して、そこを回ろう

として字の防犯灯、砂辺さんの家の角にある、

田場商店の向かいの家の角にある防犯灯を倒

してしまって、弁償させたことがあります。

そういうふうに大型車両が回転できないと。

この道路は絶対必要だと思うんですよね、合

併前から兼城港を整備時点で私は整備工場を

突き抜けて上の方に行くと思ったんですけ

ど、全然進まないもんですから、今この質問

しているのですが、この要請ということは行

政側からはまだ１回もやったことがないんで

すか。

○ 議長 喜久里猛

盛本寛建設課長。

○ 建設課長 盛本實

公式にはやったことはありません。ただ事

務レベルで、一時期県の方で絵を描いてもら

ったのはあります。それで整備に向けてとい

うことで、いろいろ調整はしてきたんですが、

いつの間にかその絵が無くなってしまって、

どういうことなのかちょっとその経緯はわか

らないんですが、現状からするとかなり厳し

い状況なんですが、どうしてもこの道路は必

要と感じておりますので、今後は公式に要請
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をしていきたいと思っております。

それと近々商工会中心に建設業協会全員揃

って、県への要請もありますので、これは町

長も一緒ですから、その時に正式に要請はし

てこようかと思っております。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

これは本当に早急にやっていただきたいと

いうふうに思います。

２番目の歩道の建設、これも新興通りの改

良工事と含めて、この阿里の方から来るわけ

ですから、それを含めて、そこまで長井商店

のところまで含めて考えたらどうですか、そ

れも一緒にできませんか。

○ 議長 喜久里猛

盛本寛建設課長。

○ 建設課長 盛本實

その件も含めて要請をしてまいりたいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

それから大田の橋なんですが、この橋はい

つ頃できたかというのを、うちの親とかに聞

いたんですがわからない。兼城の濱本のおじ

いさんにも聞いたんですけど、いつ頃出来た

のかわからないということで、博物館でいろ

いろ調べたんですが、仲村昌尚さんの『久米

島の地名と民俗』という本にクンナト橋とい

うのがあるんですよ、クンナトというのは小

さい港ということで小港というんですけど、

大体1676年、今から318年ぐらい前に、この

従来架けられた橋は現在の小港橋のそこの位

置なのかはわかりませんが、兼城側から仲泊

側、西銘までの行き来を便利にするために小

港橋を架けさせたというふうなことが、これ

にあるわけです。それが今の橋なのか、また

私のおじいさんの話では、以前はもっと上の

方、川幅の狭いところ、ホタル館から総合タ

クシーのところぐらいの狭いところから渡っ

ていたというふうな話を聞いたことがありま

す。ですから、これに318年ぐらい前に作ら

れたのは、そこに作らせたのかはわかりませ

んが、そういうことでこの橋をつけさせたと

いうふうなことですね。それから村史、具志

川村史には、明治39年から大体こういう公共

工事みたいのが進められていて、実際にこの

橋らしいのは昭和９年に井野という沖縄知事

が久米島を視察したらしいです。その時に知

事が来るということで自動車が通れるような

道を作りなさいということで、そのときから

橋が出来たんじゃないかと、これも大田の橋

がこの時にできたとか何もないんですよね、

ですから詳しい経緯はわからないんですが、

博物館の中島さんの話では儀間の橋がありま

すね、フォトン久米島のところに儀間の配電

過ぎてから左側に旧橋があります。あの橋が

大正時分と、中島さんの話では、あの橋と作

り方が似ているので、恐らくあの橋の後に大

田の橋は作られたんじゃないかというのが中

島さんの見解ですね。

私がこの橋を覚えているのは小学校２年の

時にマリーかメリーか、すごい大きい台風が

きましたよ、清水小学校の校舎が全部壊され

た、今の幼稚園の所ですね、私達の校舎も全

部壊されました。その時にこの橋も壊れたん

です。大田の橋も。壊れて大田、兼城は学校

に行けなくて喜んだ時もあるんですけど、何

日か行けなかったんですが、大人の人達がド
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ラム缶を切り取って５つ６つぐらいですか

ね、これを並べて埋めて、その上に砂利を敷

いてそれから学校に行ったような記憶があり

ます。その後に私の本家の所に那覇から会社

名は忘れましたが、那覇からこの橋を作りに

たくさんの人が来たんですよ。うちの本家を

借りて、この人達が足場を組んでアーチ橋で

すね、復元している工事を見たことがありま

す。ですから、いずれにしても西と東、白瀬

川もあるんですが西と東をずっと往来、行き

来自由にできるようにしたこの橋であります

ので、私はぜひ、保存してほしいというふう

に思います。

それから、そのままでやるかという解答が

ありますが、私はこれは貴重なものでもあっ

ても、そのままではあまり良くないと、とい

いますのは今、建設課長にも話したのですが、

川幅の半分しかないんですよ、丸くなってい

て、半分しかないもんですから台風の時に波

が押し寄せてきた時に吐けなくて結局溢れる

わけです。ですから今の川幅にするためには、

どうしてもこの橋を撤去して、どこかに移設

して保存したほうがいいと、よく確認してく

ださい。本当に半分の幅しかないです、今の

間口は。ですから、これはどうしても保存し

てほしいというふうなことですね。皆さんの

所で調べた新たにわかりましたら、どうぞ。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

いま議員のご指摘のとおり、橋の築年代に

ついては私達の方もいろいろ調査したんです

が定かではありません。これは明治の後期、

大正の初期、山田橋同等の構造という話もご

ざいましたが、そういった年代、明治の後半

から、大正の初期にかけて建設されたのでは

ないかということでございます。

あと、保存につきましては、これは私達23

年度に久米島町の文化財審議委員会組織がご

ざいまして、審議委員会の中で古い橋だから

調査しようということがありまして、23年度

に一度調査したことがあります。そして24年

度に入りまして現地調査を行いまして、ぜひ、

残す方向で検討しようということがございま

したが、おっしゃるとおり橋の構造そのもの

がだいぶ狭いということもありますし、あと

耐力度がどうなのかということも含めまして

建設課といろいろ調整しながら現場での保存

がいいのか、それとも移築しての保存がいい

のか、そのへん、町としての保存をした方が

いいということをいろんな意見も含めまし

て、これから調整をしていきたいということ

でございます。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

ぜひ、保存していただきたいと思います。

４番目の遊技場なんですが、これは町長は

公営ギャンブルを解答がありましたが、遊技

場、これは公営ギャンブルじゃないんですよ

ね、あくまでも娯楽場なんです。ですから別

に出来ないということは私はないと思います

ね。風俗営業なんですね、風俗営業にはいろ

いろありまして、風俗営業の中の第７号営業

といいまして、パチンコとかマージャン屋と

かそういうもの、その他の風俗営業とは女性、

性的なものには性風俗営業なんですね、こう

いうのは普通の風俗営業になっていますが、

許可基準を調べたら別にできないあれはない

んですよね。久米島町が建設規準定めていれ
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ば、定めているところではできませんが、そ

れ以外だったら公安委員会が許可すればでき

るということなんです。だだ町が直接やるの

はどうかなと思うんですが、夜の第三セクと

か第四セクとかいろいろありますよね、そう

いうのを考えたことがないですか、町長。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまおっしゃるとおり、このパチンコ

屋については遊戯施設、法律上遊戯施設とな

っています。一般的分類としては、これも含

めてギャンブルとして捉えてみる分類もござ

いますので、含めて答弁したかたちになって

おります。それとおっしゃるとおり、町がパ

チンコ屋さんをやってはいけませんという法

律はどこにもございません。ただ現実的な問

題として、町が行う事務事業は町民福祉の向

上につながる事業に限られていますので、じ

ゃこれを公安委員会におっしゃるとおり風俗

営業法の許可が必要ですので、公安委員会に

申請した場合、公安委員会がそれを認めるか

ということと。私はその施設を作る時に当然、

金を借りませんといけませんので起債申請を

するとき、これが認められるかというと、認

められ可能性はまったくございません。そう

いうことでやはり町がパチンコ屋さん、スロ

ットマシン屋さんをやるには公営ギャンブ

ル、ほかの公営ギャンブルと同じように特別

な法律が必要だろうということで、こういう

答弁になっております。

公営ギャンブルの場合は、なぜ一般的には

日本は賭博は刑法で禁止されているわけです

よね。法律で認めたものに限り例えば競馬で

あるとか、そういうものは一定の金額をかな

りの額を国庫に入れるかたちに特別法でなっ

ていて、財源確保の意味もこめて一定の条件

のもとで公営ギャンブルを認めて、逆にそれ

を地域の振興に活かしていこうというような

ことで行なっているのが公営ギャンブルで

す。結果からしておそらくパチンコ屋さんに

ついても同じような仕組みじゃないと、なか

なか難しいのではないかということでござい

ます。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

難しいということは私も思ってはいるんで

すが、あれだけ簡単にお金が入るところはな

いんですよね、島のお金がどんどん島外に出

ていくというシステムがいま久米島になって

いるんです。航空運賃も安くなって、フェリ

ーの運賃も安くなりましたね、そうすると3,

600円という運賃だったら仲泊からイーフに

きて飲んで帰るタクシーの往復運賃ですよ料

金、そしたら土曜日にフェリーで松山でも行

こうかみたいな感じにもなりますよね。また

島内ではココストアー、これも島の人がやる

かと思ったら、こんなのも起業のあれがない

のか、これも本島から来てやってますね、し

かも２ヵ所とも、コープ沖縄、共済店ですか、

注文して１週間ごとに買っていますね、これ

も相当の売上です。Ａコープは農家の組合の

ものですが、集まったお金が結局久米島から

全部島外に持ち出されている、特にパチンコ、

スロットも、ですからこれを食い止める方法

として一番いいのがパチンコ屋じゃないかな

と思ったわけですよ、ですからそれもやって、

家族そろってパチンコ行きましょうみたいな

ね、そんな雰囲気も作れそうなもんかなと思
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って。ただ本土の椎葉村みたいな山奥、へき

地、へき地村で行政名は忘れましたけど、若

者がどんどん減っていくということで、やっ

ぱり若者定住の方策をやっているんですね。

その村の村長は潰れたホテルがあって、その

ホテルを活かそうということで、ホテルを買

い取ってホテルもやるし、それから中のディ

スコバー、ディスコバーがあるんですけど、

それも町営でやっているというふなことで、

これは十何年か前に新聞かに載っていまし

た。町長がディスコやっている写真。そうい

う行政、村もあるわけですよ。ですから私は

方法として町長にもいろいろ考えて貰えたら

と思ってこれを取り上げているわけですが、

絶対出来ないということじゃないと思います

ので考えてみてください。

５番目、これも宮古がＬＣＣが入っている

のも、会社から直接私達も宮古も飛ばします

よというふうなのではないみたいですよ。宮

古の方が先に誘致委員会みたいなものを作っ

てターミナルに場所、カウンターかなんか、

そんなのも準備してやったという話も聞いた

んですけど、これどうですか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今、スカイマークさんが宮古へ就航してい

るんですけども、実はこの話、私はターミナ

ルビルの社長でもありまして、ターミナルビ

ル関係の情報を収集しておるその中で、ある

日突然ターミナルビル株式会社にきて就航す

るから部屋を貸してくれということが始まり

ですね。宮古から要請したということもない

らしいです。観光協会さんにも聞いたら、た

だスカイマークさん、ＬＣＣも含めてと思う

んですけど、だいたいある程度の搭乗人数で

すね、飛行機に乗る数、それが約50万がだい

たい目途と言われております。今現在、久米

島町で一番多い時で28万、ですから非常に厳

しい状況じゃないかなというふうに感じてお

ります。そういう状況でございます。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

もう６月も半ばなんですが、７月から東京

便ですが、それに向けてもやはり東京、久米

島だけでも、なんとか要請して飛んでもらえ

るような、そういう運動、しつこくやるべき

だと思うんですよ。ですからそのためにはそ

れなりの誘致委員会でも立ち上げてがんばっ

てみたらと思うんですけどどうですか。

○議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

ただいま、島袋完英議員がおっしゃったと

おりですね、可能性があるとすれば東京直行

便これには参入の可能性があるんじゃないか

ということを東京に行ったときに言われまし

た。これについては我々としても引き続き、

会社と接触をして要請なり、あるいは可能性

なりを探ってみたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

最後に、これは質問事項には書いてないん

ですが、前回運賃の割引の適用ですね、島外

者、郷友会とか、久米島ファンクラブにもで

きないかという質問しましたけど、その検討

はどうなっていますか。

○ 議長 喜久里猛
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平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これは先ほども申し上げたんですが、今、

離島割引というのは、島に住んでいる人は皆

な割引されておりますけれども、島外から来

るお客さんについては、久米島については割

引されておりません。これについては県の条

件が中核病院がある、高校がある、こういう

条件があって南大東とか、粟国とか、それか

ら多良間とか、そいうところと違って割引さ

れていない状況がありますね。他のところは

30％以上島外者も割引されている。これにつ

いてこれまで交通政策課に何度か足を運んで

行ってまいりました。昨日の21世紀ビジョン

の意見交換の中で、それをとりあげまして県

知事に直接お願いしました。県知事も知らな

かったようで「すぐ、やりなさい」みたいな

ことを言ってましたので、企画部長によると

今、予算の面があるからということで遅くと

も来年というふうな含みがありましたので、

非常に明るいんじゃないかなと思います。そ

こらへんも、もうちょっと具体的に企画部に

要請していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

ありがとうございます。やはり運賃の低額

運賃、これが一番魅力なんですよね。運賃に

かないませんよ、どんな箱もの作っても、で

すからこれは非常に頑張ってほしいなと思う

んですね、せめて30％でも島外者ですね、30

％割引すると7千幾らかになるでしょう。そ

れぐらいの片道の運賃にもってくれば絶対に

人域数の増が見込めると思うんですよ。がん

ばって欲しいと思います。

（島袋完英議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで８番島袋完英議員の一般質問を終わ

ります。

次に７番喜久村等議員の発言を許します。

（喜久村等議員登壇）

○ ７番 喜久村等議員

７番喜久村です。質問します。

区長手当の見直しについて、区長手当の見

直し及び区長会長の手当について、区長は行

政の町民のパイプ役として重要なポストにあ

るが、行政合併してすぐに区長手当の基本本

額の１0%が削減され、いまだに見直しされて

いない。見直しの考えはないか。また区長会

長の手当を出したらどうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

７番喜久村議員の質問にお答えいたしま

す。区長手当の見直しと区長会長の手当につ

いて。区長に対する、事務委託料は現在基本

額が4万5千円、世帯数割が１世帯あたり300

円となっています。区長会長については月額

1万円、副会長が月額8千円手当を支給してお

ります。この額が妥当かどうかは今年度スタ

ートしました行政改革推進室で他市町村の状

況を調査したうえで検討したいと考えており

ます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

ただいまの答弁によりますと、他市町村の

状況を調査したうえで検討したいの答弁です
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が、久米島町では当時、町の財政難というこ

とで職員の給料もカットされ同時に区長の事

務委託料も基本額5万円から4万5千円にカッ

トされましたが、職員の給料は見直されたと

思うが、見直されたのは他市町村の状況を調

査したうえで見直されたのか、また平成何年

度に見直されたのか伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

本年度、行政改革推進室がスタートしま

して、今スタートの準備しているところでご

ざいます。区長手当については当初基本額が

５万円でしたが、10％カットしてですね、4

万5千円ということになっています。区長は

議員がおっしゃるとおり、行政と地域を繋ぐ

大変重要な役割を果たしていると思います。

重要な役割になっているということを踏まえ

て、また過去にこの10％が減額したというこ

とも踏まえて検討したいと思います。あと、

他市町村との比較においても、委託業務の内

容が市町村にかなり差がありますので、そこ

らあたりも含めて調査しないといけない関係

上、時間はかかりますが、その中で検討して

いきたいと考えております。できるだけ本年

度中には結論、ある程度の方向性を出したい

と思っております。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

見直されるということですが、久米島町の

財政もなんとか持ち直したということであり

ますね。そこで区長の事務委託も見直すべき

と思うので、区長の役割、その業務委託の内

容を説明します。

業務委託の内容として、区長の業務委託とは

行政と町民の重要な役目として働いていま

す。事務委託事項として、こちらにある項目

を発表します。

町民への各種の伝達に関すること。各公文

書の配布に関すること。各調査に関すること。

各種共済事業に関すること。住民記録に関す

ること。諸行事に関すること。納入通知書の

配布に関すること。固定資産評価に関するこ

と。徴税に関すること。租税の申告に関する

こと。災害対策に関すること。保健及び衛生

に関すること。福祉事業及び募金に関するこ

と。年金等に関すること。要介護者の発見及

び報告に関すること。国民健康保険等に関す

ること。道路拡張、整備等に関すること。災

害普及事業に関すること。また関連しますが

久米島町体育協会の評議員、社会福祉協議会

の評議員となっております。このようにがん

ばっている区長の皆さんですので、ぜひ委託

料を早めに見直すように求めます。

次に、区長会長の手当について月額1万円、

副会長が8千円となっておりますが、区長会

長については増額を求めます。区長会長は各

種の評議員、実行員の役職があります。今、

区長会長が役職を持っている役職は、久米島

町まつり、久米島町産業まつり、イモゾウム

シ等防除対策協議会、久米島マラソン、久米

島町町営バス評議員、障害者支援、楽天イー

グルス協力会評議員、久米島町環境計画対策

委員会、教育委員会奨学金、久米島町グラン

ドゴルフ場建設委員会、久米島病院評議員、

このように沢山の各種の評議員の役職があり

ますので、ぜひ、この会長の手当を増額して、

今の会長の手当は十分ではないと思いますの

で、当局は妥当かどうか、これを伺いたいの
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でお願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

只今の活動の事態も含めて検討したいと思

います。それと事務委託要項の中で実際やっ

ていない部分もございますので、そういった

ものも整理したうえで検討したいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

区長と区長会長のこの行政とのかかわりが

いかに重要であるか、理解してもらって、今

後の区長の事務委託料の見直しと区長会長の

手当の増額、それを要求して私の質問終わり

ます。

（喜久村等議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで７番喜久村等議員の一般質問を終わ

ります。

次に９番崎村正明議員発言を許します。

（崎村正明議員登壇）

○ ９番 崎村正明議員

議席番号９番崎村正明。中学校の統廃合の

進捗状況について、久米島中学校と仲里中学

校の学校統廃合は保護者や地域の理解も得な

がら、目標年次での統廃合が実現できるよう

にして取り組んでいるようだが、進捗状況を

伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

９番の崎村議員の中学校統廃合の進捗状況

についてお答えいたします。

中学校統廃合の進捗状況につきましては、

久米島校区及び仲里校区で保護者説明会、地

域説明会を開催し統廃合についてご説明をい

たしました。引き続き両校区に全世帯にパン

フレットを配布し再度地域説明会を実施した

うえで統廃合検討委員会の答申、また両校区

の児童生徒保護者にアンケートを実施し、状

況を見極め26年度の統廃合を推進してまいり

ます。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 喜久里猛

崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

中学校の統廃合は久米島西中学校が平成19

年、比屋定中学校と具志川中学校が統廃合し

誕生して６年を迎え、学習、スポーツ、文化

面で結果として良かったという声をよく耳に

しました。同時期に久米島中学校と仲里中学

校の統廃合も一緒に平行して進めていたが、

保護者や地域の理解が得られず凍結した状態

が続いたため、平成20年度の８月の地域説明

会では、平成22年度をめどに幼稚園を統廃合

する計画が中学校の統廃合より先に進めよう

とした経緯もありました。そして平成23年度

になり再度中学校の方から進めることにな

り、町長は中学校の統廃合を平成25年度を目

標に定め取り組む決意を表明いたしました。

教育長も町長の目指す目標にがんばる決意を

示しました。しかし、今回の答弁の内容によ

ると再度、地域説明会を実施したうえで統廃

合検討委員会の答申を受け、両校区の児童生

徒保護者にアンケートを実施し状況を見極

め、平成26年度の統廃合を推進してまいりま

すという答弁内容がありました。地域説明会
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や保護者説明会する前に平成26年度の統廃合

を推進することにあたり統廃合委員会の答申

を受け、議員にその旨を説明し、そのあと再

度説明会を開催し、再度検討委員会の答申を

受けるべきではなかったか伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

議員への説明が遅れた事を大変申し訳なく

思っております。これにつきましては私たち

教育委員会、そして事務局であります私たち

職員の方で、これまでの各地域での説明会不

足だったということが大きな原因でございま

す。そして統廃合検討委員会におきましても、

やはり地域の理解がえられないことには統廃

合の推進とは厳しいということもございまし

て、統廃合検討委員会の中でも地域の皆さん

方の意見、いろんな動向を知りながら、それ

に基づいて検討委員会の方でも方針を出した

いということがございました。議会での説明、

そして検討委員会での答申ということもござ

いまして、そのへんで25年度は大変厳しいよ

うな状況もございましたので、26年度に向け

まして積極的に推進していきたいということ

でございます。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

決まったことはいいんですけど、逆に先に

なにをやるべきか、もう一度検討しまして、

ぜひ今後はやって頂きたいとおもいます。以

前に、同じ内容の保護者説明会を久米島校区

では平成23年12月13日に実施、仲里校区の方

では平成24年３月21日に実施した経緯があり

ました。今回の仲里校区の地域説明会では平

成26年度に向けて調整しているとの説明があ

り、さらに久米島校区の地域説明会でも同じ

ような説明したかどうかですね。それと今ま

での説明会での状況をお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

さった５月８日に両中学校の統廃合検討委

員会を開催いたしました。その中におきまし

ては先ほどご説明申し上げましたが、まずは

地域に意見を聞きたいということでの意見が

あり、その中での統廃合検討委員会からの答

申はございませんでした。その後５月21日に

久米島校区地域説明会を開催いたしまして、

その中で意見としましては、この会場にいる

皆さん方では判断はできないということがあ

りまして、これもぜひ、地域の皆さん方にぜ

ひチラシなりいろんな周知方法で徹底してほ

しいということがございました。そういった

状況の中にございまして、当初は25年度の方

で実施したいということで、これまで町長、

私も議会の中で答弁をいたしたわけなんです

けども、その地域説明会の中での皆さん方の

意見を聞く限りにおいては、まだ時期尚早だ

ということもございまして、25年度は厳しい

というお話を申し上げました。その後５月25

日の仲里校区地域説明会を開催いたしました

が、その中におきましてもやはり地域の皆さ

ん方はもう少し意見を聞きたい、久米島校区

の意見の聞きたいということもございまし

て、その仲里校区におきましても、やはりま

だ十分地域の皆さん方に理解を得られていな

いということがございまして、まだ私の判断

として26年度に推進をしていきたいと仲里校

区ではお話を申しあげました。
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○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

ということは仲里校区の方では26年度をめ

どに、統廃合を推進するということは言って、

久米島中学校の方では言っていないというこ

とですね。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○教育長 比嘉隆

はい、当初は25年度に実施に向けてという

ことで、久米島校区の方でも説明をしたわけ

なんですけれども、ただその状況の中におき

まして地域の皆さん方の理解を得られないと

いうことがありましたので26年度という言葉

ではなかったんですが、ただ25年度の実施は

大変厳しいというお話は申しあげました。

○議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

地域説明会は、保護者説明会とアンケート

などを実施する場合は、両校同時に進行とい

うかたちで実施し、情報の共有ができるよう

に保護者や地域に統一した見解で説明し、理

解を求められないかと思うんですよ。ぜひ今

後、やっていただきたいと思います。

次にいきたいと思います。冒頭、最初に述

べたのは、今までの議会での答弁内容でした

が、その場凌ぎの流動的な答弁内容で二転三

転して、まったく信憑性、一貫性がないよう

に思えるのですが、本当に平成26年に統廃合

できるのか。答弁をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

これからのスケュジュールとしましては来

週につきまして、両方の校区説明会を開催い

たします。その後にまた子供たち、そして保

護者、これは私たち子供たちのために今回の

統廃合しようということがございますので、

地域ではなく子供たち、そして保護者の意見

を集約して、また実質それを検討委員会の皆

さん方に申し上げ、検討委員会の中でそれを

審議していただいて、答申を頂き、その後に

また定例の教育委員会の中で審議をしその旨

を、町長の方にご報告申し上げ、町長の方で

議会へのご説明、もしくは上程ということに

なりますので26年に付きまして、このような

進捗でございますので十分推進していけると

思います。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

両校の統廃合が25年度から26年度に遅れた

原因は、スケジュールの遅れが原因と玉城議

員の質問に答弁されていましたが、今回遅れ

た原因は、教育委員会が具体的な方針を示す

ことなく、財政的な問題で統廃合は理解が難

しいのではないかと私は思うんですよ。学校

は誰のためにあるか、もう一度原点に戻って、

島の将来を担う子供たちのために教育行政の

都合だけでなく子供たちのために真剣に考え

るべきだと私は思っております。次に進みま

す。

中学校の統廃合は、当初から対等な立場、

対等な合併であることを前提として、検討委

員会を立ち上げ新しい学校への移行課題につ

いては別に実施委員会を設置し、審議される

と思いますので、ここで私が敢えて議論する

必要はないと思いますので、検討事項以外の
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ことについて４点ほど答弁をいただきたいと

思います。

１点目なんですが、通学距離や下校時の安

全確保考えた場合、久米島西中学校を希望す

る方がいると思うが、その対応をどうするか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

久米島西中学校への今久米島中学校からの

子供たちの通学は考えておりません。久米島

西中学校に行く場合につきましては、これは

住所の移転これが原則になります。あと１つ

特別対応としまして西学校には吹奏楽部がご

ざいますので、その吹奏楽部をしたいという

子供がいればこれは、これまでも仲里中学校

の子供たち、仲里小学校、美崎小学校の子供

たちが、そういった特別理由で久米島の中学

校の方に転校した経緯はございます。ですか

ら基本的には通学区域はあくまで、儀間、嘉

手苅、山城の子供たちについては仲里中学校

地ということで考えております。

○ 議長 喜久里猛

崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

今現在も、例えば仲里校区から西中そして

久米島校区がら西中に通学している方もいる

んですが、その対応はどうするか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

そのへんは住所とあと先ほど申しました、

吹奏楽部、特別事情がございますので、そう

いう手続きで西中学校への受け入れ、転校は

可能だと思います。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

次に２点目なんですが、統廃合については

財政的な問題での統廃合だと思いますが、本

庁の校舎は昭和50年代の建設された老朽化に

伴う危険性が指摘されている現状になってい

るが、統廃合した場合、新しい校舎の学校建

築費は財政的に確保できるのか伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

全体の公共工事の枠は自ずから制限がごさ

いますが、それは学校統廃合が決まったもの

については優先的に取り組めるようなかたち

で配慮していきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

新しい校舎、合併するんですから校舎建設

も並行して早めに計画を示してほしいと思い

ます。次に３点目ですね。

統廃合後の、施設の跡利用についてですが、

地域から学校がなくなるということは地域に

とって地域が寂れていく心配があります。そ

こをどう跡利用するか、どう活性化させてい

く考えがあるか伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

合併が決まった場合は、やっぱり今おっし

ゃるように、学校が地域に果たす役割という

のは非常に大きなものがあると思いますの

で、それがなくなることによって地域が衰退

しないかという心配は地域の皆さんは持って

います。そういうことにならないように跡利
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用の施設についてはしっかりと早めに計画を

作って、対応できるように取り組んでいきた

いと考えております。例えば今あげられてい

るのが福祉施設であるとか、あるいは図書館

であるとか、あるいは公文書館であるとか、

介護施設であるとか、そういったものがござ

いますので有効に活用できるように、それも

早めにできるようにできるように取り組んで

いきます。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

最後になりました、今後、小学校、幼稚園、

保育園の一元化などはどうあるべきか、統廃

合委員会に丸投げではなくして、教育長と町

長の考え方を示してほしいです。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

幼稚園につきましては、平成20年に前回の

課題検討委員会のほうから、幼稚園の統廃合

についてということも申し送りがございまし

た。これにつきまして、私、教育委員会が一

番懸念されているのが、幼稚園の園児が毎年

少なくなっておりまして、あとは預かり保育

をやっているわけなんですけれど、教育委員

会としましては１園にまとめて給食の提供、

これは給食センターからの給食の提供、そし

て午後６時までの預かり保育をするというの

が、私達のもっともベストな幼稚園のあり方

かなということがございますが、ただこれに

つきましてはいろいろ幼保一元化とか、子供

認定園とかありますので、そのへん国、県の

動向を見極めながら、そのへんの保育所との

意見調整をしながらどういったかたちが一番

ベターなのか、そのへんを調整しながら今後

推進していきたいと思います。小学校におき

ましては地域とのいろいろ思いがありますの

で、小学校はまだ少し早いかなということで

考えております。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

中学校の統廃合は教育長からお話がありま

したから、その後の取り組みについて、まず

私の考えとしましては、幼稚園をとりあえず

優先的に統合したいという思いを持っており

ます。先ほど言った幼稚園児の数の問題とか

ありますので、その後また小学校の統合とい

うふうな段取りでいけたらと思っておりま

す。これについては教育委員会の検討委員会

の中で再度検討して、それを受けて、その次

の展開を考えていきたいというふに考えてお

ります。

○ ９番 崎村正明議員

以上で終わります。

（崎村正明議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで９番崎村正明議員の一般質問を終わ

ります。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。(午後 ４時39分)

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後 ４時40分）

お諮りします。本日の会議時間を予め延長

したいと思います。ご意見ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしの声があります。異議なしと認め

ます。よって本日の会議を延長することに決
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定しました。

一般質問を続けます。

10番饒平名智弘議員。

（饒平名智弘議員登壇）

○ 10番 饒平名智弘議員

２点ほど伺います。久米島町職員受験資格

について。町の職員受験資格はこれまで、住

所や本籍地については条件がないが、せめて

久米島町に３カ月以上住所を有しているか、

また受験者の父母でも可能ということで、ま

た町に本籍を有している人を採用する考えは

ないか。もう１点、町の職員は何名か、夫婦

は何組か伺いた。

イーフ銭田地区について。 久米アイラン

ドの前の東側に駐車場を整備する考えはない

か。また銭田橋が通行止めになり、銭田の住

民は大変不便な生活をしている。早急に銭田

川の傍の道をアスファルト舗装を整備するこ

とはできないのか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

10番饒平名智弘議員の質問にお答えいたし

ます。久米島町職員の受験資格についてです

が、本庁の職員採用受験資格に住居用件はあ

りませんが合併後の採用結果からみますと、

全員が住所または本籍のいづれかを町に有す

るものとなっております。また平成24年４月

１日現在の町の職員数は他団体への派遣職員

を含めて203名です。その内夫婦は20組とな

っております。

イーフ、銭田地区についてですが、久米ア

イランド前東側の駐車場の整備についてです

が、久米アイランド前の保安林帯に駐車場を

整備を計画するにあったては整備の必要性や

この地域住民との合意形成が必要でありま

す。これまでの経過を踏まえて関係者と話し

合いをしながら検討してまいりたいと思いま

す。銭田川の道路舗装についてですが、この

道路については沖縄県が実施する銭田川整備

計画の中で、管理用道路として施行予定に入

っていて、一部は昨年アスファルト舗装が施

されております。延伸部についても舗装の計

画はありますが、全体的な施行計画の中で優

先順位をつけて検討するとのことです。しか

し銭田橋の通行止めに伴い地域住民に迷惑を

かけているのは現実なので、町としても県と

調整を図り早めに整備に取り組むよう要請し

てまいります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

これまでに住所や本籍のない受験者はいな

かったのか。また住所のない受験者が、この

久米島町の職員採用試験に受かって断ったケ

ースはないのか、伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長

○ 総務課長 仲村渠一男

今の合併後の分についてお答えします。合

併後の職員採用については、保健師について

は、これは例外として全県的に募集掛けても

逆に確保するのが困難なぐらいですので、一

般行政職と消防職員だけに限定してお答えい

たします。これまで平成24年の４月１日まで

15人の職員を採用していますが15人すべてが

本籍、あるいは住所のいずれかを有している

ということになります。あと合格したんだけ
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れど採用されなかった人の中には両方有して

いなかった者がおります。

○ 議長 喜久里猛

饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

私はそこが一番の問題だと思うんですよ。

やっぱり島の子たちが絶対仕事を、島でやり

たいというのがいっぱいあると思うんです

よ。那覇から別の仕事があるのに久米島の役

場の採用試験を受けようと軽い気持ちで受け

る人もいると思うんですよ。別が受からなけ

れば久米島の役場に入ろうというぐらい、軽

い信念で役場職員になったらとっても困るん

ですよ。また町長はいつも言っていますよね、

島の子は島で仕事がんばって欲しいと、僕は

人間小さいがもしれませんが、やっぱり久米

島の関係者に久米島の役場職員とか消防をや

ってほしい。それで、今回この住所、本籍地

の問題を取り上げているんですが、これをや

れば日本全国から何処からも受けれないんで

すよ、やっぱり久米島町に受験する人は久米

島の関係者だと思う。とっても限定されると

思うので、久米島の子供たちが有利に働くと

思う。また別の所もそういうところがあるん

ですよ、私が調べた資料で、金武町、宜野座

村、伊江村は、受験者は住所、本籍地あるも

のに受験資格を与えている。また受験日もづ

らしている。それは私なりの考えなんですけ

ど、やっぱり島の子たちが別の那覇市、浦添

市、大きいところに受験できるような出願も

やっていると思う。そういった意味から私は

住所と本籍地は、ぜひ、採用要件に組み込ん

でほしい。町長に答えてほしい。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに饒平名議員がおっしゃるとおり、我

々も町出身者に町内で仕事をしてもらいたい

という思いはございます。これは伊江村と恩

納村、あと金武町の資料を見ておりますが、

時期をずらして要件をつけているということ

については、これから前向きに検討していき

たいと思います。これについては、ホームベ

ージあたり、あるいは条件欄に早速記入をす

るということで、町出身の方々が受験できる

ような体制というのは取り組んでまいりたい

と思います。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

今の答弁を聞いて、本当は前からやってほ

しいかったぐらいです。次に、久米島町の職

員203名の中の40名の夫婦がいますが、町長

と副町長の認識を伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

私はあと１年と11カ月です。、副町長につ

きましては、２年と１か月以上です。

○ 10番 饒平名智弘議員

いやいや、この人達にどんな思ってますか

ということですよ。

○ 平良朝幸町長

大きな勘違いでした。僕は任期だと思って

いました。すみません。20組の夫婦に関して

は、例えば結婚して夫婦を採用したというこ

とではないんですね、消防と保育所の職員が

結婚しているとか、あるいは職場にいて職場

結婚ということがありますので、これについ

ては特にどう思うかということで私は答えよ
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うがないですね、特に20組いることが悪いと

か良いとかいうことで答えなくてはいけない

のか。あるいはその状況をどう思うのかとか、

それじたいが私はわからないのですよ、結局

この役場で夫婦を採用したなら、これはダメ

ですよと言いたいんですが、これは職場結婚

で夫婦になったということは、これについて

のコメントは今のところ私にはありません。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

職場結婚とかじゃなくて、203名の中の40

名が夫婦の職員がいるということに対してど

う思うか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

他の市町村も夫婦というのは多いです。こ

れは職場結婚でやっぱりなったということ

で、これは多い少ないというのは他と比べて

おりませんので、これについてはわかりませ

ん。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

この件に関しましては私も、答弁しずらい

のですが、私個人的に言えば私も役場採用さ

れたときに職場結婚して家内は退職させて専

業主婦でやってきました。考え方としてはい

ろいろあると思います。それでも生計は十分

可能かと思うんですが、それぞれの考え方が

あります。他の市町村においても夫婦もちろ

ん、親子も結構おります。それぞれの考え方

がありますが、今町長がおっしゃたような規

制する要因はありません。これは今後のそれ

ぞれの考え、ただ考えた場合に、こういう人

口の少ない市町村で約200名に対して40名と

いうのは多いのかなと、ある民間企業では夫

婦は、そこの職場にいた場合は管理職の承認

を遅らして片側を勧奨退職をさせる仕組みづ

くりとかやってますが、今後は職を与えるた

めには何らかの方策を立てる余地はあるかと

個人的には思います。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

次に行きます。駐車場の件なんですが、僕

が質問したら地域住民の合意が必要とか解答

が返ってきているんですよ、これは平成20年

２月23日と23年７月20日に、イーフの区長を

中心にイーフ住民からの要請は町長の方にい

っている。それを言いたいのは、何で係りの

人が、そこをわからないかというのも不思議

ですよ、まずそこから、なぜ連絡がないのか、

わからないのか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

これは一般質問を受けた時点で関係者に、

この状況を教えてくれということで前任者に

も一応聞いて、ここを聞いた段階で、イーフ

の保安林の所の駐車場の要望がありました。

ということで、またそして環境保全課の職員

から、それで要請を受けた段階で県の南部林

業事務所で保安林の植栽事業計画を立ててい

る、ここは駐車場計画がありますからそこは

事業から外してくれというところまで一応確

認をして、それで進めるんであれば地域の合

意形成とか、地域の駐車場の必要性とか、そ

ういったことは必要だろうということで答弁
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を書いて、その後から聞いたらそういう要請

があったということですね。そこらへんの手

違いで商工観光課の時点で、そこのところは

産業振興で引きついでいるんですが、そこの

調整が、確認が十分できなかったと思います。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

横の連携はちゃんとやらないと誤解を招き

ますので、この駐車場はないと道に車が止ま

り、歩道とかにも車が止まり、住民は大変危

険な思いをしているんですよ。また夜は久米

アイランドの観光客が夜ビーチに遊びにいく

んですよ、そこを通って。そうすると道が、

歩道に車が止まると道が狭くてまた暗くもな

るんですよ、またそこはハブもよく出る、そ

して車の下でハブ取ったり、歩道でハブ取っ

たりしたこともあるもんですから、何か事故

があったら大変困ると思う。そのためにも駐

車場が出来れば、そのそばの環境もよくなる

し、絶対必要だと思うんですよ、町長。そう

いった面で早急に駐車場は作った方が私はい

いと思う、町長の考えを伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

この件については以前にイーフの集落から

要請書が出ていたと思うんですが、これにつ

いてはイーフの整備と一緒に県、県ではロー

ドパークだったらできると言っていたんです

が、これについては県との調整は課長がやっ

ておりますので、課長に意見を。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

この要請を受けて県道事業と一体化した駐

車場整備ができないかどうかということで、

県と調整したんですが、基本的に道路で駐車

場は難しいということでの返事をいただいて

おります。先ほど、町長のお話があったんで

すが、ロードパーク、要するに公園と含めて

であればその公園のための駐車場はできる

と、駐車場単独のやつは道路事業では出来な

いということなんで、もしこの事業をやると

なると単独でしか出来ないのかなという感じ

がします。いろんな事業を調べたんですけど

も駐車場だけの事業というのはあり得ない、

そういうメニューはないんですね。ところが

今道路が県道を走っているんですが、この道

路効果促進事業として、この道路に付随した

かたちの中での、これは町がやってもいいん

ですが、そういう形であれば出来る可能性は

あります。効果促進で、この道路事業を基幹

事業として別の事業を入れるということは可

能性はあるかも知れないんですが、単独の駐

車場の整備事業というのは今のところはない

ということです。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

こっちも工事始まっておりますので、ぜひ、

県の方に要請して、駐車場必要だと思う、い

ろんな面から、早急に出来るようにお願いし

たいと思います。

次に、銭田の住民は銭田橋が通行止めにな

り毎日不便な思いをしている。町長の答弁を

聞いて安心はしておりますが、具体的にいつ

から、この舗装を取り組むのか伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。
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○ 建設課長 盛本實

昨年一部はやっておりますよ。去年一部は

舗装はされているんですが、ただ今回、この

事業の予算の中で優先順位というのがあっ

て、現在水門の工事をしてますが、この水門

の工事を確実に終わらせないと道路には入れ

ない。何が優先かというと要は水門の工事を

遅らせでも、その道路の舗装をやるのが優先

なのかという部分は検討させている最中なん

ですね。そういう中でまだ結論がでていない

ですが、限られた予算の中で工事の優先度と

いうのは、やはり水門から先に終わらせた方

が、良いということです。災害とか起こる可

能性があるんで取り敢えず水門だけは早めに

終わらせたいということが今、県の流れにな

ってます。

そしてもう一つ引っかかるのが、その道路

に個人の土地があって、その土地がなかなか

買えないという部分があって、昨日聞いたん

ですが相続関係が難しいという方がいて、そ

れに時間を要しているという原因もあるとい

うことです。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

あの道ちゃんとわかりますよね、僕が言っ

ている場所は。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。(午後 ５時01分)

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後 ５時03分）

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

質問している場所はきちんと把握しており

ます。いろんな問題ありますが今後も努力し

ながら、住民が生活に支障があるということ

は分かってますので、一生懸命頑張ってなん

とかするようにします。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

さっき水門の話が出ましたが、水門のとこ

ろから迂回路だった銭田の橋が通行止めにな

り、水門から通っていたのに、また水門も工

事が入って、銭田の住民は島尻より遠くなっ

ているんですよ、イーフから。不便な思いを

しておりますので、町長、建設課長がんばっ

て、一刻も早く道を舗装してください。

（饒平名智弘議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで10番饒平名智弘議員の一般質問を終

わります。

以上で一般質問は終了しました。

本日はこれで散会します。

お疲れさんでした。

（散会 ５時05分）
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（午前10時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。

これより本日の会議を開きます。本日の議

事日程は予めお手元に配布したとおりであり

ます。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、13番玉城安雄議員、１番

棚原哲也議員を指名します。

日程第２ 専決処分（久米島町国民健康保

険税条例の一部を改正する条

例）の承認を求めることについ

て

○ 議長 喜久里猛

日程第２、承認第１号、専決処分（久米島

町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例）の承認を求めることについてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。それでは、承認第１

号、専決処分の承認について、地方自治法第

179条第１項の規定に基づき、別紙のとおり

専決処分したので、同条第３項規定により、

これを報告し議会の承認を求める。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

２枚目をお開きください。専決処分書の地

方税法の一部を改正する法律が交付されたこ

とに伴い、また地方税法の税法及び国有資産

等所在市町村交付金法の一部を改正する法

律、地方税法施行令の一部を改正する政令及

び地方税法施行規則の一部を改正する省令が

交付されたことに伴い久米島町国民健康保険

税条例の一部を改正するため、地方自治法第

179条第１項の規定により、議会を招集する

暇がないと認め、別紙のとおり専決処分する。

これが提案理由としまして地方税法の一部

を改正する法律が、平成23年12月14日に交付

されたことに伴い、また地方税法及び国有資

産等所在市町村交付金法の一部を改正する法

律、地方税法施行例の一部を改正する政令及

び地方税法施行規則の一部を改正する省令

が、平成24年３月31日に交付されたことに伴

い、関連条例を整備する必要がある。

これが提案理由であります。

次ページにおいて、その条例の新旧、改正

前、改正後を示しております。

以上が、承認１号の提案内容となります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから承認第１号、専決処分（久米島町
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国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

の承認を求めることについてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、承認第１号、専決

処分（久米島町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例）の承認については、原案のと

おり可決されました。

日程第３ 専決処分（久米島町税条例の一

部を改正する条例）の承認を求

めることについて

○ 議長 喜久里猛

日程第３、承認第２号、専決処分（久米島

町税条例の一部を改正する条例）の承認を求

めることについてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

承認第２号、専決処分の承認について、地

方自治法第179条第１項の規定に基づき別紙

のとおり、専決処分したので、同条第３項の

規定により、これを報告し議会の承認を求め

る。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。

承認第２号、専決処分書。

地方税法及び地方税法特別税等に関する暫

定措置法の一部を改正する法律及び地方税法

及び国有財産等所在市町村交付金法の一部を

改正する法律等の施行に伴い久米島町税条例

の一部を改正するため、地方自治法第179条

第１項の規定により、議会を招集する暇がな

いと認め、別紙のとおり専決処分する。

提案理由でありますが、 地方税法及び地

方法人特別税等に関する暫定措置法の一部を

改正する法律の改正に伴い、慣例規定を整備

する必要があるためであります。

次ページ以降、条例の改正前、改正後を示

しておりますが、下線の引かれた箇所が今回

の改正内容となります。

なお、全ての文面を朗読することは、時間

を要しますので割愛したいと思います。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから承認第２号、専決処分（久米島町

税条例の一部を改正する条例）の承認を求め

ることについてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、承認第２号、専決

処分（久米島町税条例の一部を改正する条例）

の承認を求めることについては、原案のとお

り可決されました。
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日程第４ 専決処分（久米島町固定資産税

の課税免除の特例に関する条例

の一部を改正する条例）の承認

を求めることについて

○ 議長 喜久里猛

日程第４、承認第３号、専決処分（久米島

町固定資産税の課税免除の特例に関する条例

の一部を改正する条例）の承認を求めること

についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

承認第３号、専決処分の承認について、地

方自治法第179条第１項の規定に基づき、別

紙のとおり専決処分したので、同条第３項の

規定により、これを報告し議会の承認を求め

る。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。

専決第３号、専決処分書。

沖縄振興特別措置法の一部を改正する法律

の施行に伴い、久米島町固定資産税の課税免

除の特例に関する条例の一部を改正するた

め、地方自治法第179条第１項の規定により、

議会を招集する暇がないと認め別紙のとおり

専決処分する。

理由でありますが、沖縄振興特別法の一部

を改正する法律の施行に伴い、久米島町固定

資産税の課税免除の特例に関する条例の一部

を改正する必要があるための理由でありま

す。

次ページ以降は、新旧対照表となりますが、

改正前が左、改正後が右側となり、下線部分

の箇所が今回の改正内容となります。

全文朗読は省略したいと思います。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

第５条、町長は、本町の観光地形成促進地

域内とありますが、久米島町に、これに該当

する地域は何処でしょうか。それとも現在、

該当している建物があるかどうか。

○ 議長 喜久里猛

田端智税務課長。

○ 税務課長 田端智

お答えいたします。地域の指定はございま

せんが、今回の固定資産の課税免除の特例に

関する条例の中では、ホテル業が関係してお

ります。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

第６条の中にも、産業高度化・事業革新促

進地域内の区域とありますが、これについて

も本町として、どの地域なのか、それとそう

いった免除を受ける施設があるかどうか。

○ 議長 喜久里猛

田端智税務課長。

○ 税務課長 田端智

従来は13市町村が地域指定でありました

が、今回、全県を指定するということで、久

米島町におきましては、久米島製糖がこれに
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該当しまして、製造業が該当するということ

で、この減免を受けています。24年度につい

て受けているのが、久米島製糖ということで

す。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから承認第３号、専決処分（久米島町

固定資産税の課税免除の特例に関する条例の

一部を改正する条例）の承認を求めることに

ついてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、承認第３号、専決

処分（久米島町固定資産税の課税免除の特例

に関する条例の一部を改正する条例）の承認

を求めることについては、原案のとおり可決

されました。

日程第５ 専決処分（平成24年度久米島町

一般会計補正予算(第1号）の承

認を求めることについて

○ 議長 喜久里猛

日程第５、承認第４号、専決処分（平成24

年度久米島町一般会計補正予算(第１号）の

承認を求めることについてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

承認第４号、専決処分の承認について、地

方自治法第179条第１項の規定に基づき、別

紙のとおり専決処分したので、同条第３項規

定により、これを報告し議会の承認を求めま

す。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。

専決、第４号、専決処分書、（平成24年度

久米島町一般会計補正予算(第１号））につ

いて、地方自治法第179条第１項の規定によ

り議会を招集する暇がないと認め、次のとお

り専決処分する。

平成24年４月13日提出

理由でありますが、平成24年５月１日、開

設予定の特別養護老人ホーム「球美の杜」小

規模多機能方居宅介護事業所に必要な開設準

備経費を沖縄県施設開設準備経費助成特別対

策事業により、実施するためのものでありま

す。

なお、次ページに予算書を添付してます。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

専決月日は何日なっていますか。専決した

月日です。

それと専決処分につきましては、これは第
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179条に基づくとありますが、歳出を見てみ

ますと、これ該当するかどうか、本当に緊急

性を要しているのかなということがあります

ので、その事業内容の説明をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

専決の日付につきましては、24年４月13日

でございます。その事業の補正の内容につき

ましては、提案理由の説明にあったとおり、

「球美の杜」小規模多機能方居宅介護事業所

に必要な部分と、あと農林水産事業費の産地

水産業強化支援事業関係の事業費、それから

教育委員会事務局費の賃金、その３本となっ

ております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

この沖縄県施設開設準備経費助成特別事

業、これは平成23年度事業、それとも24年度

事業ですか。それと下の沖縄水産産業強化支

援事業、これも例えば４月に専決するという

ことは、おそらく前年度事業じゃないのかな

という感じもしますが、この２点ですね。

そして教育委員会、この臨時職員、専決処

分に該当するかどうか非常に疑問なんです

よ。人件費ですよね。例えば臨時職員につき

ましては、既に当初予算もありまして、新年

度に向けていろいろ検討されていることだっ

たんじゃないのかなと思って、今後こういう

かたちで専決処分があることは、ちょっと緊

急性があるのかどうか、ちょっと疑問ですの

で、説明をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

沖縄県施設開設準備経費助成特別事業につ

いて説明します。

この事業は、23年度事業で進めていました

が、３月の予算編成、議会の途中に開設が遅

れるということで、県と協議して23年度事業

を減額して24年度の開設期間に再度24年度事

業として、残り分を24年度事業として切り離

してやるために専決しないといけないという

ことで、補正第１号計上してあります。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

産地水産業強化支援事業、嘉手苅の巻き揚

げ機の事業ではあるんですが、これも含めて、

この事業が水産庁の応募事業で３月20～４月

20日、約１カ月間の応募期間があって、それ

に合わせて応募するということで、予算計上

しております。

その前に漁協の方から要請があって、これ

が調整が十分できない状態で、３月の予算に

載せることができなくて、それで緊急的に、

この予算に上げています。巻き揚げ機と荷さ

ばき施設合わせて、産地水産業強化育成事業

ということで、合わせた事業になっておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育長。

○ 教育課長 保久村学

ただいまの人件費について説明します。学

校ごとの予算の執行状況等の整理関係があり

まして、それと育英資金の奨学金をシステム

化するための整備がございます。それに向け

て、早めに取り組んでいかないといけないと

いうことで、今回、補正をお願いしています。
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○ 議長 喜久里猛

２番 幸地猛議員

○ ２番 幸地猛議員

１番目、沖縄県施設開設準備経費助成事業、

それは既に支出はしたんですかね。要するに、

新年度に入ってからですね、専決処分という

のは支出がまだであれば、臨時議会だとか、

この定例会でも良かったのかなと、こういっ

た大きな事業を専決するのは、どうかなとい

う気もするんですよね。

ですからまずは、これを支出したか。それ

とも今の水産関係についてもやったか。この

臨時職員賃金、既に雇用しているのか、採用

しているのか。そのへん含めてお聞かせくだ

さい。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

先ほど説明したように、23年度事業と24年

度に分けてやっておりますので、23年度で実

施した分、もちろん支出しております。24年

度の、この補正でやった分も５月に開業です

んで、早めにむこうの機材の整備も必要だと

いうことで、４月13日の専決終わって、すぐ

支出をしております。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

産地水産業強化支援事業、これについては

４月12日に水産庁へ行ってヒアリングをして

おります。その中でいろんな指摘事項があっ

て、これの指摘事項の調整を進めている段階

で、事業実施するまでには、ちょっとまだ厳

しいということで、今、調整中です。県の方

ともそれを調整して進んでいますが、７月に

もう一度、水産庁とヒアリングを受ける必要

があるということで、そういう状況でありま

す。

○ 議長 喜久里猛

保久村学教育課長。

○ 教育課長 保久村学

雇用につきましては５月から雇用をしてお

ります。週３日で雇用をして、現在、育英資

金等の整備にあたっています。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいま説明ありました産地水産業強化支

援事業、先ほど課長から説明ございましたが、

嘉手苅地区の巻き揚げ機と荷さばき機につい

ては、兼城港の予定でしょうか。

それにつきまして10日ぐらい前に漁業は、

組合員に対して、説明会をやっておりますが、

こういう予算の大きいものにつきましては、

毎年組合の通常総会に図って承認を得てか

ら、やるべきものだと思うんですが、そのへ

んの説明をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

今回の水産庁とのヒアリングにおいても地

元の確認事業等が、どうなっているかという

のもあって、それも嘉手苅地区の巻き揚げ機

と荷さばき施設については、25年度の事業と

してあげる予定であるんですが、指定を受け

るためには、一括して３年事業として、認定

を受けないと事業が実施できないという事情

があって、それで持ち帰って、県と専用許可

の問題とか、また漁協内の総会の決議事項と

か、そういったものを踏まえて、もう一度７
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月に水産庁とヒアリングする予定です。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから承認第４号、専決処分、（平成24

年度久米島町一般会計補正予算(第１号））

の承認を求めることについてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 喜久里猛

挙手多数です。従って、承認第４号、専決

処分、（平成24年度久米島町一般会計補正予

算(第１号））の承認を求めることについて

は、原案のとおり可決されました。

日程第６ 久米島町課設置条例の一部を改

正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第６、議案第24号、久米島町課設置条

例の一部を改正する条例についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第24号、久米島町課設置条例の一部を

改正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町課設置条例の一部を改正する条

例、久米島町課設置条例の一部を次のように

改正する。大枠の中で左側が改正前、右側が

改正後となっております。

なお、課の第２条の中において、下線の引

かれた（２）外国人登録に関することが改正

後には、削除されます。

提案理由でありますが、平成21年７月15日、

住民基本台帳法の一部を改正する法律及び出

入国管理及び難民認定法及び日本国との平和

条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出

入国管理に関する特例法の一部を改正する等

の法律が施行に伴い、久米島町課設置条例の

一部を改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第24号、久米島町課設置条例

の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛
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全員挙手です。従って、議案第24号、久米

島町課設置条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。

日程第７ 久米島町火災予防条例の一部を

改正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第７、議案第25号、久米島町火災予防

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第25号、久米島町火災予防条例の一部

を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町火災予防条例の一部を改正する条

例、久米島町火災予防条例の一部を次のよう

に改正する。大枠の中におきまして左側が改

正前、右側が改正後となります。

なお、５条以下、下線の引かれた箇所が今

回の改正内容となります。

次ページをお開き下さい。提案理由であり

ますが、危険物の規制に関する政令の一部を

改正する政令が公表され、炭酸ナトリウム過

酸化水素、付加物が危険物に追加され新たに

指定数量に５分の１以上、指定数量未満の危

険物を貯蔵し、または取り扱うこととなるも

のの一定の貯蔵及び取り扱いにかかる技術上

の基準並びに位置、構造及び設備技術上の基

準について経過措置を講ずることとされたこ

とに伴い、久米島町火災予防条例の一部を改

正する必要がある。これがこの議案を提出す

る理由であります。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

炭酸ナトリウム、過酸化水素、発火物、ど

ういった薬品か、それと町内において、この

薬品を取り扱っている事業所があるかどうか

ですね。

○ 議長 喜久里猛

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

お答えします。炭酸ナトリウム、過酸化水

素、付加物についてご説明いたします。一般

的には、過炭酸ナトリウム、過炭酸ソーダ、

酸素系漂白剤と呼ばれています。成分が洗剤

等に使われています。スーパーやホームセン

ターなどで使われている漂白用洗剤、除菌用

洗剤、パイプクリーナー等に含まれています。

その性質としまして、その物自体は燃焼しま

せんが、他の物質を酸化させる性質がある固

体であります。

可燃物と混合したとき、熱、衝撃、摩擦に

よって分解し、極めて激しい燃焼を起こさせ

る危険性を有しております。

現在スーパー等で、流通している漂白剤等

につきましては、国が定める危険物の非該当

品として販売されていますので問題はありま

せん。

久米島町内に取り扱い貯蔵されている所は
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ありません。これは主に漂白剤とか、そうい

う製造所、工場等に備蓄されたり取り扱いさ

れたりする付加物となっております。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第25号、久米島町火災予防条

例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第25号久米島

町火災予防条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。

日程第８ 久米島町印鑑の登録及び証明に

関する条例の一部を改正する条

例について

○ 議長 喜久里猛

日程第８、議案第26号、久米島町印鑑の登

録及び証明に関する条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第26号、久米島町印鑑の登録及び証明

に関する条例の一部を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町印鑑の登録及び証明に関する条例

の一部を改正する条例。久米島町印鑑の登録

及び証明に関する条例の一部を次のように改

正する。大枠の中におきまして左側が改正前、

右側が改正後となります。

なお、印鑑登録資格の第２条以下、下線の

引かれた箇所が、今回の改正内容となります。

次ページをお開き下さい。以下についても

下線引かれた箇所が、今回の改正内容となり

ます。

３ページ目、提案理由でありますが、住民

基本台帳法の一部を改正する法律。

出入国管理及び難民認定法及び日本国等の

平和条約に基づき、日本の国籍を離脱した者

等の出入国管理に関する特例法の一部を改正

する等の法律の施行に伴い、久米島町印鑑の

登録及び証明に関する条例の一部を改正する

必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。
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これから議案第26号、久米島町印鑑の登録

及び証明に関する条例の一部を改正する条例

についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第26号、久米

島町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部

を改正する条例については、原案のとおり可

決されました。

日程第９ 久米島町手数料徴収条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第９、議案第27号、久米島町手数料徴

収条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第27号、久米島町手数料徴収条例の一

部を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町手数料徴収条例の一部を改正する

条例。久米島町手数料徴収条例の一部を次の

ように改正する。大枠の中におきまして、左

側が改正前、右側が改正後となります。

先ほどの条例案とも関連しますが、第２条

関係、次ページをお開きください。手数料、

外国人登録に関する証明等が１件につき300

円、これが改正後には手数料については削除

されるものであります。

提案理由

住民基本台帳法の一部を改正する法律。

出入国管理及び難民認定法及び日本国等の

平和条約に基づき、日本の国籍を離脱した者

等の出入国管理に関する特例法の一部を改正

する等の法律の施行に伴い、久米島町手数料

徴収条例の一部を改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第27号、久米島町手数料徴収

条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 喜久里猛

挙手多数です。従って、議案第27号、久米

島町手数料徴収条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。

日程第10 久米島町暴力団排除条例の一部

を改正する条例について



- 85 -

○ 議長 喜久里猛

日程第10、議案第28号、久米島町暴力団排

除条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第28号、久米島町暴力団排除条例の一

部を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町暴力団排除条例の一部を改正する

条例。久米島町暴力団排除条例の一部を次の

ように改正する。

大枠の中におきまして左側が改正前、右側

が改正後となります。

なお、５条以下、下線の引かれた箇所が今

回の改正内容となります。

次ページをお開きください。

提案理由

平成４年の暴力団対策法の施行に伴い、暴

力団は同法の適応を逃れるため組織実態を隠

蔽し、また活動も不透明化させながら住民生

活や社会経済活動の場に深く介入するなど多

様な資金獲得活動を行ってきており、活動形

態が巧妙化している。これらに対応するため

には本町の条例をさらに強化する必要があ

る。これがこの条例案を提出する理由であり

ます。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第28号、久米島町暴力団排除

条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第28号、久米

島町暴力団排除条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。

日程第11 久米島町墓地等の経営の許可等

に関する条例の制定について

○ 議長 喜久里猛

日程第11、議案第29号、久米島町墓地等の

経営の許可等に関する条例の制定についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第29号、久米島町墓地等の経営の許可

等に関する条例。

上記議案を提出する。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町墓地等の経営の許可等に関する条
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例。

なお、第１条は（趣旨）。第２条は（背景）。

第３条は（墓地等の経営主体）。

（1）公営墓地、（2）法人墓地、（3）共同墓

地、（4）が個人墓になります。

第４条におきましては、墓地等の経営等の

許可になっております。

次ページをお開きください。第５条が墓地

の区域、これは区域は別に定めております。

第６条が補則、その他。

附則、施行期日、この条例は交付の日から

施行する。

（経過措置）

この条例の施行の際、現に出されている申

請、その他の手続きについては、それぞれの

条例の相当規定に基づいてなされた手続きと

みなす。

提案理由でありますが、平成21年４月１日

付けで沖縄県より墓地等経営許可の権限移譲

があったため、この条例案を提出する必要が

あります。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

第５条の墓地区は別に定めるというように

規定していますが、どういった所を想定して

いますか。ということ１点。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

皆さんのお手元にお配りしております久米

島町墓地整備基本計画、この中に各地区の区

域を設定しております。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前10時42分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前10時43分）

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

将来的には、やはり墓に花木等を植えるこ

との義務ずけをしたらどうかというようなか

たちで、進めていっていただきたいというこ

とで提案します。

理由として、少しでも緑を多くするという

ことですね。そして昔であればそういうよう

なツバキを植えたり、あるいは自分の家の材

料、材木これに活用したわけですが、今は規

模が小さくなってきているんで、横浜あたり

は墓地公園というかたちで、そういった花木、

これを植えて、結局は公園化をしていると非

常に景観が良いというようなこともあるん

で、久米島を緑の島というようなかたちでい

えるならば、そういったところも将来的な義

務づけとして、やっていただきたいというこ

とでありますが、どういう考え方もっていま

すか。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

条例に載せることはできなくても申請来た

場合には、そのへんはお願いできると思いま

すので、申請に来たときには個別でお願いし

ていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。
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○ ５番 宇江原総清議員

将来的に義務づけたらどうかというような

ことですが、どうですか。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

義務づけが可能かどうかも今後勉強して検

討していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前10時45分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前10時46分）

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

申し訳ないです。よく資料に目をとおして

なくて、質問が途中で、ちぐはぐになるかも

しれないんですが、条例を遵守するというこ

とを前提に、今回のこの条例は１番から４番

まで公営、法人、共同、そして個人とあるわ

けですが、今回の議案からは逸脱する部分も

あろうかと思うんですが、特にこの墓地にな

りうる場所が、少ない地域、例えば、旧具志

川側でいえば、大原あたり非常に墓地用地が

少ない、従って、農地法を一頃は無視して農

地に造ったり、場合によっては、保安林内に

一晩にして墓ができ上がったとか、そういっ

た事例がよくあったわけです。途中でスラブ

の準備をしているのを途中で辞めさせたりと

か、そういった事例があったもんですから、

私が知る限りでは、大原、北原、特に大原の

方で、農地と保安林しか防潮林しかない。そ

の他に墓地となりうる土地が確保できない地

域はどこそこにあると思うんですよ。そうい

ったところについて十分地域の皆さんと情報

交換して、指定されているのか、そこが非常

に気になるわけなんですが、これは後で資料

を見させていただきます。

そういったことも含めて、行政の方ででき

る限り、今、散在している墓地、個人の所有

地があれば、あっちにも、こっちにも、とい

うふうに知らないところに、ちょこっと、寄

ったらそこにいつの間にか墓があったとか、

そういうのがよくありますので、今後は景観

の問題等々も含めて、墓地用地、地域によっ

ての指定は最低限やるべきじゃないかなと思

っておりますので、この条例を最大限に活用

して、今後は、散在した墓地を集合させるよ

うなことも念頭において、やっていただきた

いなと思っております。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

ただいま字大原の問題等が出ておりました

ので、字大原につきましては、久米島空港向

かい右側に降りますと空港、左側、ホテルへ

行く道がございまして、約30ｍぐらい行った

所に保安林と道との間にけっこう大きな町有

地がありましたので、大原の方々はそこに誘

導するということで、区長さん始め、今回、

申請出てきたお二方も今後ここに誘導すると

いうことで、約20基ぐらいは、そこに誘導で

きるんじゃないかということで、大原の方々

は調整しております。

各地区もできるだけ指定した区域内に誘導

しようということでの計画でもありますの

で、今後いろんなところに無作為に造るんじ

ゃなくて、やはり景観上のことも考えて指導

していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。
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○ 議長 喜久里猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第29号、久米島町墓地等の経

営の許可等に関する条例の制定についてを採

決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第29号、久米

島町墓地等の経営の許可等に関する条例の制

定については、原案のとおり可決されました。

休憩します。（午前10時51分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時00分）

日程第12 平成24年度久米島町一般会計補

正予算（第２号）について

○ 議長 喜久里猛

日程第12、議案第30号、平成24年度久米島

町一般会計補正予算（第２号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第30号、平成24年度久米島町一般会計

補正予算（第２号）の概要についてご説明申

し上げます。

予算書の１ページをお開き下さい。平成24

年度久米島町一般会計補正予算（第２号）の

概要につきましては、歳入歳出それぞれ3億8

千691万1千円を追加し、総額77億8千172万9

千円といたします。

歳入歳出の主な内容についてご説明いたし

ます。

予算書の７ページをお開き下さい。歳入に

つきましては、普通交付税が7千万円、特別

交付税が4千万円。それぞれ増額となってお

ります。

８ページ目、国庫補助金では新規事業とし

て、過疎地域等活性化推進事業が1千万円計

上しております。

同じく国庫補助事業で４月の大雨による災

害がありましたので、災害復旧事業費が4千4

80万円を計上しております。

県補助金は沖縄振興一括交付金の相当事業

分にあたります沖縄振興特別調整交付金が1

千687万2千円を計上しております。

震災と緊急雇用対応事業としまして、2千4

15万8千円を計上しております。主な内容と

しましては、ホームヘルパー育成事業、高齢

者活動支援員配置事業、コミュニティー放送

活用による地域経済活性化事業、海洋深層水

を活用したファンド開拓事業及び久米島紬、

観光産業連携と情報発信強化事業を実施いた

します。

民生費、県補助金では、沖縄県地域支え合

い態勢づくり事業に585万9千円を計上してお

ります。

事業概要としまして、要援護者台帳マップ

作成事業、医療情報キット配布事業を実施い

たします。

衛生費県補助金では、妊婦及び胎児の健康

管理の向上に寄与することを目的に、沖縄県

ワクチン接種緊急促進助成事業として281万1
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千円を計上しております。

農林水産業費、県補助金として継続事業で

あります中山間地域、総合整備事業が事業費

の増として2千700万円を計上しております。

予算書の９ページ目に入ります。水産業県

補助金は事業名称の変更及び事業費の増とし

て、832万5千円を計上しております。財源調

整分として財政調整基金繰入金を9千838万5

千円、計上しております。

また特定目的基金繰入金として地域雇用創

出推進基金繰入金が841万1千円を計上してお

ります。

10ページ目に入ります。地方債では大雨に

よる災害復旧事業の裏負担分として3千220万

円を計上しております。

続きまして歳出に移ります。

11ページ目をお開き下さい。主な内容につ

きましては、人事異動によります人件費の組

み換え分を計上しております。また事務事業

の見直しにより公共施設の所属課が変更にな

りましたので合わせて組み換えを行いまし

た。

総務課管理費の沖縄振興特別調整交付金事

業につきましては、5千728万2千円を計上し

ております。現在、当該事業の補助対象事業

費等について沖縄県と協議を継続しておりま

す。

予算書の22ページをお開き下さい。社会福

祉費では沖縄県後期高齢者医療広域連合への

負担金が1億547万8千円を計上しております。

児童福祉総務費の久米島町出産助成金交付

事業として800万円を計上しております。こ

の事業は当初沖縄振興特別調整交付金事業で

計上しておりましたが、補助対象外となる見

込みから組み換えを行っております。

33ページ目に入りますが、保健体育施設費

にパークゴルフ場に掛かる経費をそれぞれ計

上しております。

飛行場管理費につきましては、当初沖縄県

委託金が概算要求から減額となっております

ので、歳出についてもそれぞれ減額しており

ます。

34ページ目に入ります。災害復旧事業費と

しまして宇江城地区災害復旧事業が780万円、

久米島縦断線、儀間一号線災害復旧事業が5

千779万9千円を計上しております。

以上が平成24年度久米島町一般会計補正予

算（第２号）の主な概要となっております。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

歳出の33ページで、パークゴルフの説明が

今説明のあったとおり、３目、パークゴルフ

の臨時職員、賃金も計上されておりますが、

こちらの職員ですね、臨時で雇用するのか、

職員として採用するのかと。

もう１点は、次の34ページ１目の農林水産

施設の災害復旧費の宇江城とありますが、場

所を教えてください。以上２点でお願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。
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○ 環境保全課長 佐久田等

ただいまの質問にお答えいたします。パー

クゴルフ場につきましては、現在管理は環境

保全課が管理するということになっておりま

すので、５月から１人雇用して賃金職員で管

理しておりますが、18ホール到底１人での管

理では行き届かないということで、補正予算

が通った後に再度あと１人雇用して、18ホー

ルは、２人体制で管理しようということで予

算を計上しております。職員ではなく、臨時

職員での管理になります。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

農林関係の災害復旧現場ですが非常に説明

しにくい。側溝の流末にヒューム管があって

そのヒューム管の下側が浸食されての災害に

なっていまして、ある程度わかっていると思

いますが、その場所です。

○ 議長 喜久里猛

翁長議員よろしいですか。

○ ５番 翁長学議員

はい。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

21ページの13節、ホームヘルパー育成事業

が1千300万余計上されていますが、これは８

月に予定されている２級ヘルパー養成のこと

でしょうか。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

説明します。ホームヘルパー養成事業が、

８月からの事業実施となります。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

これは何名募集するんでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

事業では10名を予定しております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

先ず当初予算と、この補正との関連につい

て２点質問します。当初予算において公民館

の修繕費が計上されていないということで、

６月の補正に計上するという答弁がありまし

た。今回の補正で計上されていないのはどう

してなのか、お伺いします。

それから堆肥センターについて当初予算で

前年度より大幅な減になっているが、その理

由はという解答で６月までの３カ月の予算に

なっているという答弁がありました。７月を

目途に民間委託をするということでありまし

たが、その民間委託の進捗状況はどうなって

いるのか。

それで６月までの予算計上との答弁であり

ましたが、７月以降はどうなるのか、につい

てお伺いします。

それから19ページの民生費の社会福祉総務

課の中で講師の報償費が５万円計上されてお

ります。久米島町の保護司の定数は５名とな

っておりますが、５名満たされているのかど

うか、そして５名の報償費が当初予算に２５

万円計上されているのに今回５万円の増額補

正になっているのはどういう理由なのか、に

ついてお伺いいたします。



- 91 -

それからこの一括交付金において大綱引き

の保存事業費が618万円計上されております。

これまで何回かこの大綱引きの復活について

取り上げてきましたが、祭りの一環としてこ

の大綱引きをやることによって盛り上がりが

でるということで、それを今まで祭りの一環

として要望してきました。今回祭りが出来る

のかどうかお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

公民館の修理、補修についてお答えいたし

ます。公民館については、15万以上の補修に

ついては基本的には、財政の方で担当してや

っていきたいと考えております。それからあ

くまでも一般財源となりますので、できるだ

け事業を探して事業化をして対応していくと

いうことになります。これまでは福祉関係の

バリアフリーの事業とか、緊急経済対策の事

業を活用して、かなり公民館の補修をしてま

いりました。今後ともまずは事業を探して、

事業を活用して出来るだけやっていきたいと

考えております。それから今、かなりの補修

の要望があがっておりまして、その優先順位

を作ってやっていきたいと考えております。

一般財源で対応できるのは、おのずと限界が

ございます。それについては他の公共施設の

優先順位も含めてやっていきたいと思ってお

ります。それから今回かなりの補修の要望が

上がってますが、その中でも雨漏りがある公

民館がございますので、その防水工事につい

ては今回の補正で総務費の財産管理中に防水

費を計上してあります。残りについては今回

補正の財源がございませんので今後９月補正

でどの程度できるか、優先順位をつけて検討

していきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

堆肥センターについては、当初予算で、予

算計上の部分で３カ月間ということで説明し

たんですが、これは僕の勘違いで９月分まで、

６カ月分を計上されております。そして７月

を目途に民間委託を準備進めていくというこ

とでやっていたんですが、いろんな条件の所

で、どうしても民間の経営をするにはちょっ

と厳しい状況で、やっぱり堆肥原料の確保の

問題とか、それを運営する設備、建設の問題

とか、いろんな条件の整備が必要だというこ

とで、今そこの整備に向けての調整中で年度

内にはこの条件整備が整えば、民間委託に向

けて公募をしていきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○福祉課長 山城保雄

保護司の報償費の件ですけども、実は22年

度に報償費を手違いで支払してなくて、23年

度と今年にかけて、その22年度の分を補おう

ということで１人分補正をしております。定

数は５名なんですけれども今現在３名でなか

なか人材を探せないということで、今３名で

頑張ってもらってます。

○ 議長 喜久里猛

仲村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

大綱引きの開催について、当初８月を目途

に実施したいという意向で、関係者の皆さん

に協力を依頼しておりました。やはり一番ネ

ックになっているのが稲藁の確保ですね。こ

れ沖縄本島の金武町の方から稲藁を確保した
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いということで、現地にも行っていろいろ調

整していたんですが、やはり全量確保できな

いということで、それで与那原町にもちょっ

とお願いをして、その使った後の綱の引き取

りとか、お願いしたんですが、そこも大阪の

方に寄付が決まったということです。それで

も県内から稲藁を調達したいということで、

稲作が盛んな伊是名にもたくさん米をつくっ

ているということで要望したんですが、すき

こみ肥料にしたりとか、地元で使う分で精い

っぱいだということで、ちょっと断られてい

るのが現状です。それで今回８月の祭りの時

の実施はちょっと厳しいだろうということで

みていて、産業まつりの実行委員会の方で、

産業祭りとその時期に出来ないかということ

で今調整を進めているところです。ただ、稲

藁の確保が問題になるんですが、実は、屋慶

名の方で綱引きしているんですが、向こうか

ら、もし久米島町が良ければということで、

使った後の綱を譲ってもいいという打診がき

ています。そのあたりでちょっと産業まつり

の時期に、それが開催できないかなというこ

とを考えています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

先ずこの公民館の修繕費については６月補

正では計上できないということであります

か。そして９月補正でやると。今回何ヵ所の

この間から要請がでていると思いますが、総

額でどのくらいの見積もりが出せているのか

お聞きします。

それから堆肥センターについてであります

が、普通にこれまでの民間委託ついては公募

して民間委託をやってきているんですけど

も、今回堆肥センターについて民間委託する

場合、公募してやるのかどうかですね。それ

からこの堆肥センターの堆肥の町の補助がバ

ラ売りした場合１トンに付き２千円の補助が

あります。その補助の支給方法についてお伺

いしますが、実は平成23年度の４月か５月に

堆肥を購入してんです、しかしその補助の支

払い支給が今年の４月にこの申請書が届きま

して４月に支給されております。

職員に聞いたところ年度締めて支払してい

ると説明しておりましたが、それは適正なの

かどうかお伺いします。

そして民間委託になった場合この補助は続

くのかどうか、１トンに付き２千円の補助は

続くかどうか。そこも３点お願いします。

それから保護司の22年度に支給されなかっ

た理由は何なのか、お伺いします。

それから綱引きについて、12月の産業まつ

りにやる予定と解答がありましたが、一番心

配されるのは盛り上がりが心配なんですね、

それだけの予算掛けてやって盛り上がりがで

るのかどうか心配されますが、そこのところ

どのようにお考えなのか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

公民館の改修につきましては現在字山里、

それから山城、それから銭田、それから大原、

改修の要請がきております。正確には覚えて

おりませんが、１千万円を超えるということ

でご理解をいただきたいと思います。

そういうことで改修については、起債がき

きませんので全部一般財源対応となります。

そういうことで出来るだけ事業化して事業を

探して金のかかる分については対応していき
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たいと考えております。

今回の答弁したとおりですね、今回の補正

の財産管理費、12ページに財産管理費修繕費

調査等となってますが、50万円が公民館の防

水対応の為の費用でございます。これ１ヵ所、

字山城の公民館でございます。それについて

は雨漏りいうことですので、優先的に改修を

させていただきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

堆肥センターについては、公募は一般公

募でやる予定をしております。補助の出し方

についてですが、これも気づかなくて、後で

担当に補助金の出し方がおかしいんじゃない

かと指摘をして１ヵ月ごととか、２ヵ月３ヵ

月の公金を締めてやるべきじゃないかという

ことで、この分は指摘してやっております。

これはそういうふうに１ヵ月、期限を決めて

いたすようにやっていきたいと思います。あ

とは民間に委託した後も基本的には継続して

補助の分はやっていきたいと考えておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

22年度の支給できなかった理由なんですけ

ども、この保護司の皆さんから、請求がなか

ったというふうなことで支給しなかったとい

うことで、この保護司の、この報償費を設立

した経緯も、やっぱりボランティヤでいろい

ろやって貰っている関係あって、町からもい

くらかやるべきだというふうなかたちで創設

していますので、請求なくても、こちらから

支払うというふうなことであるべきだという

ことで、23年度の予算と24年度に計上してい

るなかで足りない分ということで１人分とい

うことで計上してあります。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

大綱引きの実施時期、12月に盛り上げるこ

とができるかというと、少し心配ですが、今、

産業まつりの会場を、事務局の案ではあるん

ですが、会場をふれあい公園に移してはどう

かということがあって、やはり現在の産業ま

つりの会場は手狭になっていて、いろいろ場

所を変更すべきではないかという意見もでて

いるようです。ふれあい公園で仮に出来たと

して、綱引きは振興通りでとか、いろいろ安

全面とかいろいろ検討しないといけない部分

があるんですが、取り敢えず、その地域で開

催できればと考えています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今堆肥センターの補助の支給方法も、これ

は予算というのは、今福祉課の保護司のもそ

うですけども、年度内執行するべきだと思っ

ております。月締めしてやるべきだと思いま

すが、それをすべて年度締めして翌年に支払

するということ、これは適正な予算の執行の

しかたじゃないと思っております。そこのと

ころは気をつけて頂きたいと思っておりま

す。

保護司の方も、これまで僕も経験あるので

すけども、これまで１回も請求しておりませ

ん。当然、請求しなくても役場が予算を出す

べきだと思っておりましたので、今後は年度

内に執行するようにお願いしたいと思いま
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す。以上で質問終わります。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員

○ 11番 山里昌輝議員

３点ほどお伺いします。

先ず今回の補正で、バーデハウスの件なん

ですが、バーデハウスそのものの施設につい

てはなくてはならない施設になってきている

ということは、十分認識しておりますが、町

長、この財政の、このつぎ込み方、よく中身

が見えない部分、いろいろ今回の場合に、こ

のバーデハウス健康管理、健康増進及び会計

管理システム改修事業となっておるわけです

が、今回補正でさらに294万8千円と上がって

おります。ただこれはある意味、今の施設以

上にむしろグレードアップする必要もあるん

ではなかろうかという、またそうして欲しい

という島外利用者の希望もあるわけです。

島内においてはまた足腰下肢機能の低下し

ている方々にとってはなくてはならない施設

だという声も結構出てきておるわけですが、

ただ申し上げたいことは、五月雨的な財政支

援というのだけは辞めてほしい。もう少し計

画性をもってもらいたいということと。この

やる前に、この議会側に情報開示をしてほし

い、こうこういうことで、こういうふうに補

正をしますと、しかる中身が議会の皆さんが

把握できるようなやり方をしてほしいなと思

っておりますが、町長一言だけ、この件に関

してお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

健康管理システムにつきましては、バーデ

ハウスが建設がされて８年過ぎて今健康管理

システム入っているんですけど、耐用年数が

過ぎて今動いているシステムが３基ぐらいに

なっていると11基あったのが使えなくなった

ものから撤去していると、それで住民にも町

民にも迷惑かけて、その健康管理事態が把握

できない状態になっているということです。

それから体重計とか、血圧計とか、すべてが

連動して、何ヵ月かのデーターがとれるよう

に今度したいということで、あれしておりま

す。ただ施設については30万以上の修理、あ

るは設置については、これは以前から町がや

ることになっているということもありまし

て、我々は町民の健康管理について、事業が

入れば、ぜひ事業でやりたいというふうに思

っておりましたので、今回、一括交付金に上

げてありますけれども、ぜひご理解いただき

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

このバーデハウスにつきましては、開所当

時から私個人的な意見も入ってくるわけなん

ですが、そこに投資したいわゆる稼働率が低

い、だから町の財政はこうなっていっている

んだというふうな一方的な見方もあります。

しかしそこを活用したことで医療費がどれぐ

らい軽減されているか、そういったものをチ

ェック機能を高めていくことによって、そう

いったところも試算できるはずですので、将

来は公立病院言っていいかどうか、病院の方

とですね、システムをしっかり双方で構築し

てそういった、月に２回通っていた方が１回

で済むようになりましたよとか、必ずそうい

う結果につながっている方がおるはずですの

で、そういうところまで綿密にチェックして
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いけるような機能の強化もはかっていただき

きたいなと思っております。

それからあと、担当課長から確認は終えて

いるわけですが、この場で敢えて取り上げる

までもないかと思うんですが、再確認、絶対

あってはならないということから、ひとつこ

の議事録に残すために、私、敢えて申し上げ

ます。13ページの、旅費の中に奥武島をオー

ハ島地区を整備基本構想があります。これは

金額の高い低いは別です。ただ申し上げたい

のははご承知のとおりあれだけ開発されてい

ますが、オーハ島だけは絶対なにがあっても

人が踏み込むようなことがあってはならない

と、担当課に聞いてみますと、そこに希少な

生物とか、そういったものを調査するために

やるんだということですが、横行するこの頻

度が高まってきたら必ずやまた我々も行こう

我々も行こう、往来する過程で満潮時にはい

けないから、またちょっとした橋を架けた方

がいいんじゃないかとか、そういうふうにや

やもするとなりかねないです。

かつて話はとんざするんですが、岐阜県の

高山、飛騨回っていまして、その先の方にバ

イクでしか行けなかった奥飛騨があったの

が、いつの間にか人の往来が激しくなってき

たことで、交通というのを考えて、またどん

どんそこの奥のほうまで入り込んでいって、

そのらしさがまったく失われてきていると、

そういうこともきいております。オーハ島だ

けはこれは町民挙ってですね、この唯一の久

米島の奥座敷として、これはいつまでも今の

景観を残していく必要があると思いますの

で、そこだけはしっかりやっていただきたい

と思っております。

それから歳出の16ページですけれども、担

当課の方から説明を求めます。久米島コーデ

ィネートセンター構築事業、これよく内容わ

からないですので、担当課長の方でよく説明

してください。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

久米島コーディネートセンター構築事業で

すが、これは商工会が主体となってやる事業

です。これは久米島出身の本島での企業家、

地元で商品を作っている皆さんとの接点を作

って事業拡大を図るための手助けする事業と

いうことで事業内容となっております。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

これは別途に施設を設けるということです

か、または何処かの既存施設を活用するとい

うことです。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

これは本島、久米島出身の企業家、地元

の企業家と商品を作って、販路の拡大するの

にいろんな障害があって情報が不足だという

ことで、そういう人達の接点を作る機会を本

島であれば本島の会場で、年何回か設定して

そういう情報交換会とか、そういったものを

やっていくということです。これは会場使用

料で対応するということです。後はそこで対

応できる人件費とか、そういったもので対応

する予定になっております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員
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私の方からも２点ほど伺いたいと思いま

す。先ず最初に、15ページ16ページの15ペー

ジの13節の委託料、Ｂ＆Ｇ海洋センター体育

館改修の515万、16ページの改修事業の4千63

5万円、どういった内容なのか、どういった

工事なのか、説明をお願いしたいと思います。

また一括交付金で対応できるのか、等々もお

願いしたいと思います。

次に予算の最後のページですね、34ページ

なんですが、土木施設の災害復旧、そこは担

当課長とも話はしてあるんですが、確認のた

めに伺いたいと思います。災害復旧工事です

ね、総額で5千779万円計上されております。

国庫支出金が4千万、起債が3千220万円、ト

ータルすると7千220万円になります。これが

後のほうで5千779万円。一般財源の方に1千4

10万1千円、意味の分からないのが入って、

私の頭では理解しがたいのがありまして、課

長とも話しましたんですが、そこらへん、今

災害の査定もしていますので、今後どのよう

に処理するのか、また財政の方から説明お願

いしたいと思います。よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

15ページの委託料の中でＢ＆Ｇ海洋センター

体育館改修事業515万円と工事請負費15節の

方でＢ＆Ｇ海洋センター体育館改修事業4千6

35万円が計上されております。それについて

はご説明します。皆さんご存知のとおりＢＧ

の海洋センターは楽天のキャンプのときです

ね、バッティングゲージとして活用されてお

ります。ただ施設の現状は雨漏りが激しくて、

今の状態では使えない状況であります。

地域の皆さんからも改修して、そこを日ご

ろからキャンプだけじゃなくて、日ごろから

少年野球や中学生の野球、老人のグランドゴ

ルフ等に活用できるようにという要望がござ

いました。それでＢＧ財団本部の方ともいろ

いろ調整をしまして、取り敢えず、屋根の板

金の補修と防水工事、それから外壁の塗装工

事、そして床面の内部の人工芝を貼るという

ような改修を今予定しております。それにつ

いては沖縄振興特別調整交付金を活用して、

今計画をいたしております。

それから、災害対応費については後ほど建

設課長から詳しい経過については、ご説明い

ただくとしまして、財政担当課長として点検

不十分でございまして、起債が過充当との状

態になっております。それで大変申し訳ない

んですが、今回はこれでご承認いただいて、

次の補正で、この分を減額をお願いしたいと

考えております。

○ 議長 喜久里猛

盛本寛建設課長。

○ 建設課長 盛本寛

結果としては、今総務課長が答弁したとお

りでございます。元々は、7千万ぐらいの事

業費で調整したなかで、起債充当が3千200万

ということでやってたんですけれども、その

後、事業費に減額が生じて、現在その5千779

万9千円でやったんですが、その流れのなか

で起債も本来は減額するべきだったんですけ

ども、気が付かないで、そのままの状態でお

いたもんですから、結果として一般財源が1

千400万円の減額が生じるということになっ

ております。

今日、査定があってほぼ事業費が決定しま

すので、次の議会で、そのへんの数字を変更

したいと思いますのでよろしくお願いしま
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す。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

災害の工事費については、今後こういうこ

とがないように、次期補正で適正に処理して

ほしいと思っております。

それからＢ＆Ｇの体育館の補修工事につい

てなんですが、体育館については22年度です

かね、前にも議会の方でも取り上げられたと

思うのですが、その時の人工芝を張ると言う

ことで、町長答弁では当分の間は金を掛けな

いで耐用年数の問題のある等々の答弁もなさ

れていますが、その鉄骨の耐用年数とそうい

うのも十分調査してこの工事を執行するので

しょうか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

総耐用年数も見込んで計算しております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

私としてもこういう事業は町民のために、

楽天は1か月弱ですよね、使うのは、あとは

その他大学の野球とか社会人も来ますので、

そういうふうに管理して充実してやることは

非常に大事なことと思いますので、そこらへ

ん、あと何年耐用年数があるがということに

なりますよね、5千万近くかけて、どれだけ

使用できるかというのもありますので、そこ

らへんどういう考えかお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まずこの施設については、Ｂ＆Ｇ財団か

ら無償譲渡受けておりまして、それを使わな

いなら完全に撤去するという条件なんです。

それをいま撤去するとなるといろいろ撤去に

も費用が掛かるし、あとはキャンプにも支障

が出るわけでございまして、それをどうにか

財源を捻出できないかということで考えてお

ります。設計士に専門家に見て貰ったら、駆

体の方は頑丈に出来ているということであり

ます。今回補修してあと暫くは大丈夫だとい

うことです。ただ屋根の部分については、あ

と何年大丈夫かはっきり何年ということは難

しいところがあると、ただ頑丈な鉄骨で作ら

れておりますので、今回溶接の補修を含めて

やりますので当分の間は大丈夫だろうと考え

ております。

○ 議長 喜久里猛

玉城議員は質問は３回になりましたので、

特にあと１回だけ許可します。

○ 13番 玉城安雄議員

今屋根の方の話がありましたが、何年が前

でしたかね、３、４前に屋根の補修した経緯

があるんですが、塩害でトタンです。鉄骨の

部分は大丈夫です。このトタンが錆びて穴が

開いて雨漏りしている状態なんです。そこら

へん今度の工事で材料とか頑丈なものを使っ

て頂いて、長く使えるような感じで、取り換

えたらすぐ４、５年したらまた錆びてダメだ

ったということにならないように、設計士と

調整してお願いしたいと思います。また発注

の方も地元優先でお願いしたいと思いますの

でよろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男
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屋根の今回の補修につきましては板金が痛

んでいるところについては切り取って溶接補

修いたします。前回の補修工事の時はシート

を張って、その上から防水塗装をするという

工法でしたが、今回は板金そのものを切り取

って板金補修したうえで防水の塗装をすると

いう方法で考えております。

工事の発注につきましては、基本的には地

元発注ということでございます。ただ今回は

特殊な工法の部分がございますので特殊な方

法をどうするかということは若干また検討が

必要かと考えています。今現段階でははっき

り申し上げられません。特殊な部分は出来る

業者しかできませんので、あと一般的なのは

当然地元発注で考えています。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

先ずは予算の全体的な答弁の金額からです

けども、今回繰り上げ金1億円あまり、そし

て特別交付税が2億4千万から4千万約2億8千

万、これは前年と比較してどうでしょう。と

いいますと非常にそれだけ見ますと窮屈なん

で、ちゃんとした今の時点て特交を見込める

かどうかひとつお願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

交付税の当初予算の組み方としまして、推

計を出す仕組みがございまして、その推計と

あと前年度の実績を勘案して当初予算で留保

財源を確保しております。留保財源というの

はそれは交付税の算定は数千万円単位で増減

しますので、それに備えたものと、補正財源

を見込んでやっております。その留保財源が

当初予算で約2億円、普通交付税については2

億円、留保しています。その一部を今回の補

正財源にあてるということです。特交につき

ましては8千万円ほど留保財源を当初予算で

見込んでおります。その半分を今回補正であ

てているということでございます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

次に、16ページのハワイアンフェスティバ

ル開催事業。これはどういった開催内容なの

か、時期的なもの、場所、お願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

これについても観光協会が事業主体となり

ますが、これまでやっている事業では、３リ

ゾートホテル、そこで実施しています。今回

これの予算活用して、またもう少し強化して

取り組みたいということでやってます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

これは団体助成ですか、例えばフェスティ

バルを開催しますので、そこで使う備品だと

か、消耗品だとか、そういったものですか。

個人個人にいくものか、団体の助成なのか見

えてこないもんですから。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

いま細かいところの予算の打ち明けは把握

していませんが、ハワイアンの招聘する人件

費とか、そういう感じの予算だと思うんです

が、ちょっと細かいところの予算の経費を把
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握しておりません。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

33ページの運動公園管理委託料97万9千円

を計上されております。これについて３点ほ

ど質問いたします。

１点目は運動公園料管理委託対称カ所、２

点目はその中にパークゴルフ場も含まれてい

と思いますが、パークゴルフ場の植栽につい

て、いま寂しいぐらいの木が存在しています

が、そういったところには防潮・防風林は植

えたうえでしっかりとした花木等の植林する

という考え方はないか。３点目は久米島の固

有の花木があります。そのほかにギョボクと

か、ギョボクというのはアジサイと似ていて

赤と黄色のものがあります。そしてオキナワ

サザンカ、これは久米島にもいっぱいありま

すが、表に出ていない。そういったところの

活用はないかどうか、予定されてないかどう

か、それをまず伺います。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

私からは最初の運動公園の委託箇所をお答

えします。久米島球場、そしてグランド、ホ

タルドーム、仲里の野球場、そしてグランド

そしてＢＧのプールを含めた施設の管理の部

分です。パークゴルフ場は現在、全部完成し

ておりませんので環境保全課のいま管理とな

っております。

○ 議長 喜久里猛

盛本寛建設課長。

○ 建設課長 盛本寛

パークゴルフ場の植栽ですが、たしかに少

ないような感じなんですが、植栽を増やして

いて防風林とか、そういうものを含めて出来

ないかどうかを検討したんですが、事業費の

中では、それくらいの植栽しかできなかった。

２期工事に関してもだいたい同じような樹種

の計画でいま進めています。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

なぜパークゴルフ場を例えていったのかい

うと、いま植栽しているクメクレナイについ

ても僕は向こうの場所では持たないだろうと

みています。理由、塩害がすごいです。風も

すごい。そして昨日も一般質問でやりました

けれども、築山というのを海岸線に作ってか

らそこで防潮・防風林を植栽したうえでやら

ないと持ちませんよということです。築山と

いうのはご存じですが、日本庭園の中で山造

ってそこで植栽して眺めるというようなもの

からでているわけです。そういったものをパ

ークゴルフ場のみならず海岸線の例えば、ド

ーム、そういったものは津波対策にもなるし

景観もよくなるしと、こういう観点からの発

想をしないと、単なる作って置くだけ、さみ

しい限りだなというようなことであります。

ギョボクの話をしましたが、これも子供の好

きなツマベニ蝶の餌なんです。この幼虫もハ

ブに似てカマチをあげるわけですね。それか

らオキナワサザンカについても臭いがいいん

です。そういったものが久米島にいっぱいあ

る。いっぱいあるんだけども単なるコンクリ

ートだけでは護岸を作ってそれで終わりと、

いうことで非常に景観が壊されてきている。

そういう景観を復活されるための、これ町長

どう考えているか意見を聞きたいと思ってお
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ります。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

パークゴルフ場については、すべて完成し

たあと、海岸沿い、あるいはそこはウォーキ

ングコースにもなりますので、逐次そこらへ

んの植栽は考えていこうと思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

ぜひ久米島にはクメクレナイの他、ヤブツ

バキ立派なものがあります。クメシロもある

し、そういったものを公園の中に植えていく

というような発想で、ぜひ対応をして頂きた

い。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

18ページの総務費の選挙費なんですが、県

議会議員選挙の費用として計上されて、これ

は終わっておりますが、今年は８月に公選法

適用される海区漁業調整委員会の選挙、これ

が予定されております。町の方にもこれから

連絡が来ると思います。その予算が組み込ま

れてませんが財政課の方で説明お願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

海区漁業調整委員選挙の費用につきまして

は、当初予算で計上されております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

25ページの漁港建設費、これは補正で860

万円増額されております。これにつきまして

は漁港整備、どこの漁港整備でしょうか。

○ 議長 喜久里猛

盛本寛建設課長。

○ 建設課長 盛本寛

工事費は儀間漁港の沖防の工事費となって

おります。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

先ほども質問がございましたが、33ペー

ジの保健体育施設費のパークゴルフ場の需用

費の方で、消耗品費これが129万8千円、それ

と備品購入費38万7千円計上されております。

これについて説明お願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

ただいまの質問にお答えいたします。パー

クゴルフ場の消耗費につきましては、３月ま

での肥料代と農薬代になります。

備品購入費につきましては、エッジカッタ

ーが15万8千200円。エッジカッターといいま

すと、グリーンの周りの芝をきれいに刈って

いく機械になります。そしてブロードカスタ

ーはトラクターに装着して肥料を撒く機械に

なりますので、それはまた野球場と兼用で使

っていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

棚原哲也議員は３回になりました。あと１

回だけ許可します。

○ １番 棚原哲也議員

35ページに地方債の補正、これの起債の方



- 101 -

法なんですが、借入方法、それから利率が10

％以内とありますが借入先につきまして、町

の指定金融機を利用されるのか、そのへん説

明お願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

借入先につきましては、いろいろござい

まして国の財政融資と市町村の金融機構とい

うのがございまして、そことあと縁故債とい

うのがございまして、縁故債というのは一般

の市中銀行です。それぞれ何カ所か、この３

カ所が主にございます。その中で調整しなが

ら借入先を決めていくということになりま

す。

○ 議長 喜久里猛

休憩します｡ (午前11時55分)

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時56分）

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

25ページからお願いします。工事請負費で

中山間地域総合整備工事と思うんですけど、

どの辺の工事ですか。

それと、これは先ほど幸地議員も質問して

いましたけれど、ハワイアンフェスティバル、

産業振興課長は細かいところはわからないい

うふな感じでおっしゃっていたようなんです

が、これは団体は役場じゃないですね、役場

が直接はやってませんよね、とこかに補助し

ているんでしょう。その補助の申請した団体

と運営主体を、お願いします。

○ 議長 喜久里猛

盛本寛建設課長。

○ 建設課長 盛本寛

中山間地域総合整備事業の施行箇所は、字具

志川と仲村渠の地域に入ります。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

ハワイアンの実施については観光協会が事

業実施主体になっております。観光協会が主

体になって、実施する場所が３つのリゾート

ホテルです。そこの中の、経費が内訳が手元

に持っていないということです。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

私達もいろいろ団体を持っておりますの

で、補助金の申請にはちゃんとやってます。

それには細かくどういうものにはいくら掛か

るとういうものにはいくら掛かるとちゃんと

出します。ですから課長もそういう中身まで

よくわからないと補助金は出来ないと思いま

す。ただ観光協会に出してますじゃなくて、

この110万、これが島外から来る出演者に払

われているのか、どういうものに使うから11

0万必要なのか、その理由があると思うんで

すよ。そういうところがわからないと。ハワ

イアングループも久米島にもいるんですよ。

久米島にもハワイアングループがあって、そ

うとう練習してますね。この人達は１回もで

たことがないですね。このフェスティバルに

はよ。那覇からは5、6のグループが来てます

ね、課長もご覧になっていると思うんですけ

ど、そういうグループがきてます。これに払

われているのか、それともそれ以外のものに

払われているのか、そういうところわからな

いですか。

○ 議長 喜久里猛
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平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

内訳の資料が持ち合わせていなくて説明で

きないんですが、いま説明したハワイアンの

参加者の報償費というか、その会場設営費と

か消耗費とか、そういった部分でつかわれる

と思うんですが、いま説明資料の分を持ち合

わせてなくて、細かいところを説明できない

ですが、後ほど、その部分は説明したいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

これはお願いもあるんですが、私もこのフ

ェスティバルには行ったことがあります。あ

りますが観光客を対象にしているのか、それ

とも島の人を対象にしているのか、両方対象

にしているかもしれませんが、あまり予算掛

けている割には参加者というんですかね、見

物人、この祭りに参加する人が少ないような

気がするんですよ。ですからこういう補助を

出すでしたら、もっと呼びかけしてサイプレ

ス、アイランド、イーフビーチホテル３カ所

でやっているみたいですが、もっと呼びかけ

して多くの人に解かって貰わないと、ややも

するとこれ３ホテルで、ホテルだけでお金を

だしてやっていると考えている方も多いです

よ。リゾートホテルが共同でお金を出し合っ

て、ですからそういうところは開催するとき

には、もっと大きく宣伝して呼び込みも図っ

たほうがいいと思います。できたらこういう

予算審議の場合は細かい要望書を持ってきて

答弁してください。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

2点ほど、大綱引きが復活するということ

で、いつぐらいやるとかは聞いているんです

けど、どういうかたちで、まえ僕がみた具志

川の大綱引きはすごかったんです。これは西

銘と仲地が中心になってやっていました。僕

も中に入って大変ですよ、準備が、今回復活

したらどのように考えているのか。

もう１件は堆肥センター、民営化ありきで

話しておりますが、なんで民営化に急ぐのか

その理由もお願いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

綱引きの件につきましては、以前、旧具志

川村でやってた綱引きの形態、実際は西銘と

仲地を中心に今回、合併をして協力できる方

もたぶん多くなると思うんで、西銘と仲地を

基本としたい。そしてそこを町民全員で協力

するということで進めたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

堆肥センターの運営については、これまで

町が３年間、やって運営してみると700万か

ら800万赤字を出して運営しているというこ

とは、臨時職員で対応して実際に技術的な部

分の問題もあるんじゃないかと思います。堆

肥センターを実際運営しているところが黒字

経営で運営できてるというノウハウを活かし

て、これが民間運営で実際に専門的な部分で

運営した方が島のためにもよくなるんじゃな

いかということで考えております。財政的な

問題もそこらへんで改善がはかれるんじゃな

いかということで民間委託を考えておりま
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す。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

綱引きの件なんですけど、僕、綱引きのや

り方ですね、宜野湾の大山の綱引きをみたん

ですよ、あれはそうとう特徴のある綱引きな

んですよ。ぜひ復活するんだったら、あの綱

引きも１回は視察行ってみた方がいいと思い

ます。

それと堆肥センター、民営化より経営努力

の方に力を入れてやったほうがいいと思うん

です。民営化３年やってすぐ民営化するとい

うことは、あんなお金かけて、できないから

民営化にしましょうと、とても責任のない話

だと思います。それに対してお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

先ほども説明したとおり民営化するには民

営化の堆肥センターの製造の経験がノウハウ

がかなり蓄積されていると思っています。町

でやるとどうしても臨時職員で対応をしてい

るという状況で、職員を採用して運営しても

やはり今までの状態では赤字を抱えて運営し

ないといけないという状況があります。そう

いうことも踏まえて民間のノウハウを活用し

て堆肥センターを運営したほうが、今後島全

体のためにもいいんじゃないかという判断で

民間運営委託をやっていきたいと考えていま

す。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

今の話を聞いていたら、島にはノウハウが

思っている業者はいないんですよ、いま課長

が言っていることは、結局、那覇の業者にさ

せるというようにしか聞こえないですよ。も

し民営化した場合は。島で堆肥工場を持って

やってる人もいないし、そういう業者もいな

いです。今の話では民営化になったときは確

実にノウハウを持っている那覇の業者が入っ

てきてやるような話ですよ。それは納得でき

るような話ではない。もし、やるんでしたら

４、５年かけてノウハウを民間ができるよう

にやってから下ろしたほうがいいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

公募については、あくまでも島内を対象に

公募しますが、島内の人が運営をやるにして

もノウハウをもっているところの提携とか、

そういう方法もありますので、必ずしも島内

にいないからということではなくて、そうい

うものもできる方向があるんではないかとい

うことで考えております。

○ 議長 喜久里猛

饒平名議員は３回超えましたが、１回だけ

発言を許します。

○ 10番 饒平名智弘議員

これ民間から那覇の業者とか技術的なもの

はもらえないのですか、お願いして。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

これも含めて、本島でそういったノウハウ、

実績 、経験、指導も想定して、今、考えて

おります。

○ 議長 喜久里猛
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これで饒平名議員の質問を終わります。

質疑終わりたいと思いますが、よろしいです

か。ほとんどの方やったみたいで。

それでは質疑を終わります。

討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

賛成ですか。反対ですか。

○ 13番 玉城安雄議員

賛成の立場から討論します。

○ 議長 喜久里猛

反対討論はありませんか。

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

若干、第２号、補正予算、災害復旧工事に

おいて、数字のマジック的なものがありまし

たので、そこらへんは、次回補正で金額が確

定次第、訂正するということで答弁を承りま

した。

それから一括交付金、昨日の新聞等にも載

っていました。なかなか初年度ということで、

交付金決定がなかなか進まないということも

あります。今日の冊子にも46行にありますね。

早めに事業計画を取りまとめていただき、申

請、提出していただき、年度内に執行できる

ように、よろしくお願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他に討論はありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第30号、平成24年度久米島町

一般会計補正予算（第２号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第30号、平成

24年度久米島町一般会計補正予算（第２号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第13 平成24年度久米島町下水道事業

特別会計補正予算（第1号）に

ついて

○ 議長 喜久里猛

日程第13、議案第31号、平成24年度久米島

町下水道事業特別会計補正予算（第１号）に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第31号、平成24年度久米島町下水道事

業特別会計補正予算（第1号）の概要につい

てご説明申し上げます。

予算書の１ページをお開き下さい。平成24

年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

（第1号）予算概要は歳入歳出それぞれ1千49

0万4千円を増額し、総額3億1千136万4千円と

定めます。

主な概要についてご説明申し上げます。予

算書の６ページをお開き下さい。

歳入としましては、３款１項繰入金で1千8

90万4千円の増額。

６款１項町債で400万円の減額となってお

ります。

続きまして、予算書の７ページ、歳出に移

ります。歳出としましては、下水道事業費の

４節共済費で、定期人事異動に伴う人件費の
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組み換え、７節賃金で不明水及び不正接続調

査業務のため312万9千円の増額、11節需用費

の修繕費で集中豪雨等による機械修繕のため

1千25万5千円の増額となっております。

以上が、平成24年度下水道事業特別会計補

正内容となっております。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

６ページの過疎対策事業債というのがあり

ますが、これ借金してのことでありますが、

久間地川の上流の方、これ一帯の下水道につ

いて、直結するような、施行している所、ま

だ実施されていない所、これについて今後ど

のようなかたちで、施行できるように構想が

あるのか。その理由として、やはり久間地川

一帯というものは仲地川も含めて、そういっ

た下水処理を非常に良くすれば、このホタル

が非常に再生できると、昔みたいに五枝松が

イルミネーションみたいに集るとこういうよ

うな。

○ 議長 喜久里猛

宇江原議員、過疎対策事業費と関連に結び

付かないような気がするんですが…。

○ ５番 宇江原総清議員

結び付くと思うんですが、要は、これにつ

いて、そういうような対策というようなかた

ちで、対策費を増やして、まだ未施行のとこ

ろを実施できるようなかたちで、やっていた

だきたいとこういうことです。

○ 議長 喜久里猛

回答は、結ばないのを、どうするのかの回

答でいいんだよね。まだ結ばれていない部分

をどうするかという回答でいいんですよね。

○ 議長 喜久里猛

又吉敏雄上下水道課長。

○ 上下水道課長 又吉敏雄

お答えします。現在、すでに接続の地域に

ついては、久間地川一帯だけではなくて、イ

ーフ含めて該当します。そのところについて

は、今、強制力がないもんですから、お願い

やっている途中でありますが、これからは、

今、現に接続率を60％台しか達していないの

で、その接続の協力について、強力に進めて

いきたいと思っています。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

これについて年寄りが多いと思います。そ

の方々にお金を長期間にわたっての貸付をし

て対応できないかということも含めて考えて

いるかということです。

○ 議長 喜久里猛

又吉敏雄上下水道課長。

○ 上下水道課長 又吉敏雄

町では接続に対して、無利息の貸付もやっ

ております。これについては、手続きやって

月々いくら払いなさいと、利息無しで徴収し

ていく方法ですが、そういう感じで貸付もを

しておりますので、そういうのもピーアール

していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛
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５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

仲地川、久間地川一帯の地域の人たちに今

のことを十分に説明して早めに接続、施行で

きるようなかたちをとってもらいたいという

ことで、質問終わりますが、それに対してど

ういう方法を考えているのかと地域住民に対

する説明ですよ。特に山里地域とかを含めて

のモデル地域として、考えていないかという

ことです。

○ 議長 喜久里猛

又吉敏雄上下水道課長。

○ 上下水道課長 又吉敏雄

これについては、個人名で文書を作成して、

例えば、大岳工区でしたらカンジンに流れて

いきますので、カンジンが汚染されます。汚

染されたら、その畑灌水は地域の畑に持って

いきますので、この汚染を防ぐために、その

地域は協力するようにとのことも、貸出のこ

とも含めて個人名で通知をしております。

○ 議長 喜久里猛

これで宇江原総清議員の質問を終わりま

す。

他にありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第31号、平成24年度久米島町

下水道事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第31号、平成

24年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第14 久米島町固定資産評価審査委員

会委員の選任について

○ 議長 喜久里猛

日程第14、同意第２号、久米島町固定資産

評価審査委員会委員の選任についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

同意第２号、久米島町固定資産評価審査委

員会委員の選任について。

下記の者を久米島町固定資産評価審査委員

会委員の選任したいので議会の同意を求め

る。

記

住所 島尻郡久米島町字儀間148番地

氏名 日高清有

生年月日 昭和27年３月６日

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町固定資産評価審査委員会委員の高

江洲一雄氏が平成24年６月30日付けをもって

任期満了となるに伴い、日高清有を専任する

ため、地方税法第423条第３項の規定により

議会の同意を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま
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す。

次のページに、本人の略歴書と刑罰等の調

書が添付してあります。

よろしくご審議お願い申し上げます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

２番幸地猛議員。

賛成ですか。反対ですか。

○ ２番 幸地猛議員

賛成です。

○ 議長 喜久里猛

反対者の意見ありませんか。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論ありません。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

今回、提案されています。同意第２号に賛

成の立場から討論をいたします。

今回、専任されています日高清有氏は、次

のページにもあるとおり、非常に行政経験が

豊富で適任者だと思いますので、この同意案

件に賛成します。

○ 議長 喜久里猛

他に討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから同意第２号、久米島町固定資産評

価審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、同意第２号、久米

島町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第15 教育委員会委員の任命について

○ 議長 喜久里猛

日程第15 同意第３号、教育委員会委員の

任命についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

同意第３号、教育委員会委員の任命につい

て。

下記の者を教育委員会委員の任命したいの

で地方教育行政の組織及び運営に関する法

律、第４条第１項の規定により議会の同意を

求める。

記

住 所 久米島町長字比嘉88番地

氏 名 儀間剛

生年月日 昭和41年５月11日

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

現教育委員の松本一也氏の任期満了に伴う

後任委員を任命するため地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第１項の規定に
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より、議会の同意を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

次のページに本人の学歴表を添付してあり

ます。その次のページに証明書を添付してあ

ります。

よろしくご審議をお願いいたします。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

まず、はじめに原案に反対者の発言を許し

ます。

発言ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

次に提案に賛成者の発言を許します。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

同意３号に提案されております教育委員会

の任命について、ここに上げられております

儀間剛氏は、次のページの下の方にあります

とおり、現在、仲里小サッカークラブにも関

係しております。久米島高校ＰＴＡの会長で

もあります。そして私たち比嘉の会計責任者

としても、約７年になりますが、非常に責任

感の強い方でもあります。人格的にも優れて

いますし、適任者だと思いますので、賛成の

立場から同意いたします。

○ 議長 喜久里猛

他に討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから同意第３号、教育委員会委員の任

命についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、同意第３号、教育

委員会委員の任命については原案のとおり可

決されました。

日程第16 平成23年度久米島町一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告につ

いて

○ 議長 喜久里猛

日程第16、報告第１号、平成23年度久米島

町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

報告第１号、平成23年度久米島町一般会計

繰越明許費繰越計算書について、地方自治法

施行例、第146条第２項の規定により、平成2

3年度久米島町一般会計予算の繰越明許費に

かかる繰越計算書を調整したので別紙のとお

り報告する。

平成24年６月13日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。大枠の中でそれ

ぞれ項目、９つの事業が今回の該当する事業
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であります。

合計額におきまして、5億4千333万円とな

っております。

以上が今回の明許繰越金の詳細となってお

ります。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

会議を閉じます。

６月13日、昨日から始まった平成24年第３

回久米島町議会定例会は予定されておりまし

た全議案が議員各位並びに執行部のご協力に

より無事終了することができました。ここに

深く感謝申し上げます。

これにて平成24年第３回久米島町議会定例

会を閉会します。

お疲れさまでした。

（閉会 午前12時31分）
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